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プロローグ









【ウチの妹は、ＪＣのくせにＥカップ。風呂上がりにノーブラで居間をうろついてたんで、「そんなカッコしてると乳しぼるぞ」と脅してやった。

　あくまで教育的指導のつもりだったんだが、妹のヤツ急に真面目な顔になって、

「お兄ちゃん、妹のミルクが飲めるのは、妹にミルクを飲ませる覚悟のある奴やつだけだよ」

　ホントに意味わかってんのか、お兄ちゃんは心配です】




　私立華はな村むら学がく園えん高校二年Ｃ組、卯う曽そ月づき誠斗まこと。

　ごく普通の高校生である俺の一日は、ＳＮＳのつぶやきで締しめ括くくられる。

「継続は力なり」とはよく言ったもんで、コツコツ続けていたら最近は「いいね」が１００を超えるようになった。たかが１００と侮るなかれ。匿名男子高校生のリアルなつぶやきなんて、通常なら道端の石ころのように黙殺されるものだ。実際このつぶやきアプリを始めた頃は、「いいね」なんてほぼゼロだった。

　それが何な故ぜここまでいいねを集めるようになったのか？

　その答えは──ちょっと言いにくいけれど、「嘘うそ」だ。「フィクション」と言い換えてもいい。嘘うそというスパイスを加えることで、ごく普通の男子高校生のつぶやきがエンターテイメントになる。みんなはそれを楽しんで、俺はささやかな承認欲求を満足させる。いわゆるＷｉｎ－Ｗｉｎの関係ってヤツだ。

　さっきのつぶやきも、ぶっちゃけ俺の創作しかんがえた嘘だった。

「やっぱ巨乳妹ネタは反応がいいな……サンキュー、愛あい」

　とはいえ、妹の存在自体は嘘じゃない。俺には愛という妹がいて、よくつぶやきネタのモデルになってくれる。残念ながらＥカップじゃないけど（きっとＢくらい？　てか、妹が何カップかなんてわかるわけがない。聞きようがないし、そもそも興味もないし）兄に似ず可愛かわいいＪＣだ。

《そんなしょうもない嘘をつぶやいて、ホント何が楽しいんデスかねぇ？》

　突然、どこかから声がした。

《せっかく嘘をつくんならもっと得になる嘘をつかなきゃ。まったく最近の若いモンは欲がないっていうか、ガッツがないっていうか、あーこれが噂うわさに聞く若者の嘘離れって奴やつデスか。マジで日本始まったなこりゃ》

　声のする方を見ると、空中に小さな女の子が浮かんでいた。

　小さな女の子といっても幼女じゃない。見た目の年齢は俺と同じ高校生くらいに見える。そうじゃなくて、身体からだのサイズが小さい女の子だ。身長約30センチ。髪は栗くり色いろで肌は浅黒く、アラビアンナイトとかに出てきそうな色鮮やかな民族衣装を身にまとっていた。

　これは、アレだ。ランプの精とか宝石の精とか、とにかく何かの精だ。

「てことはつまり、俺は寝ぼけてるんだな」

　こういう時は寝るに限る。ベッドに潜り込むと、小女子は喧やかましく頭上を飛び回った。

《寝ないでください！　これは現実デス！　寝ぼけてるんでも、夢でもありません！》

「はぁ？」

《私はデビ。この世に正しい嘘を広めるため、ＵＳＯから派遣された嘘つき妖精デス！》

「正しい嘘って言葉自体すでにおかしいだろ。それに、どこから派遣されたって？」

《ＵＳＯ。Ｕｎｔｒｕｔｈ　Ｓｐｒｅａｄｉｎｇ　Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ。日本語でいうところの嘘普及機構デス！》

「……なんか滅め茶ちや苦く茶ちや嘘臭いな」

　疑いの眼差しを向けると、自称嘘つき妖精のデビは照れたように身をくねらせた。

《いやぁ、それほどでもぉ》

「褒めてないし！」

　しかしこんなはっきり会話できるってことは、本当に寝ぼけてるんじゃないのか。

「じゃあ何？　オマエはマジモンの妖精なの？」

《だからぁ、最初からそう言ってるじゃないデスかぁ。ここだけの話なんデスけどね、今日は私、誠斗まことさんのためにものすんごく耳寄りでお得な話を持ってきたんデスよぉ》

　宙に浮く姿を目の当たりにしている以上、妖精だという話を信じないわけにはいかない。ただコイツの口ぶりはまるっきり三流詐欺師で、信用できる要素が全くなかった。

「デビとか言ったな。嘘うそつき妖精だっけ？　お得な話なんて、どうせそれも嘘なんだろ」

《そんなことないデスよぉ。嘘つき妖精の役目は人間世界に清く正しい本物の嘘を広めることで、私自身が嘘をつくわけじゃないんデス。それにもし本気で騙だましたいのなら、もっとバレないようにそれらしくやりマスよ》

　むう。言われてみれば、人を騙す目的でこのうさん臭さ丸出しはありえない。いや待て。そう思わせておいて実はそれも嘘ってパターンだったり？　俺はすっかり混乱していた。

《まあまあ、話だけでも聞いてって下さい。最近、お宅みたいに何の役にも立たない意味のない嘘をつく人が多くなりましてね。嘘ってのは本来そういうんじゃないだろってんで、我がＵＳＯでは世界中に妖精を派遣してキャンペーンを開催することにしたんデス》

「……キャンペーン？」

《ＵＰウソポイントキャンペーンデス。私と契約していただくと、嘘をつくたびにＵＰが貯たまりマス。貯まったＵＰを使えば、いろんなことができるんデスよぉ》

「うーん、なんかよくわからんな。そもそもなんで俺なんだ？　自分で言うのもなんだが、俺なんか超のつくレベルの一般人だぞ」

　すると、妖精デビは臆面もなく言った。

《そりゃもちろん、お名前デスよ。ウソツキ、なんて素敵な響きなんでしょう》

「ウソツキじゃなくて、ウソヅキな。そんなイジり方されんの小学生以来だぞ」

《まあいいじゃないデスか。とにかく契約前のお試しってことで、チュートリアル的なヤツをやってみましょう！　そうデスね、隣の部屋に妹さんがいらっしゃいマスよね》

　ハイテンションなデビに言われるがまま、妹の部屋のドアをノックしてこう言った。

「愛あい、起きてるか？　お兄ちゃんプリン買って来たぞ。冷蔵庫に入ってるから食べな」

　秒でドアが開いて、ミニチュアダックスの着ぐるみパジャマが飛び出してくる。

「やったぁ！　愛はちょうど甘いものが食べたかったんだ。お兄ちゃんありがとう！」

　耳と尻尾をぴょんぴょん揺らしながら、階段を駆け下りる妹の愛（推定Ｂカップ）。ケモ耳ケモ尻尾という世にもあざとい格好だが、兄の欲目を抜きにしてもなかなか可愛かわいらしい。

　その後ろ姿を見送る俺の視界右隅に、１００という数字が表示された。

《その数字が、現在誠斗さんの所有している総ＵＰデス。ＵＰは、誠斗さんが嘘をついて相手がそれを信じたときに発生しマス》

　たちまち台所から声がする。

「お兄ちゃん、プリンなんかないじゃん！」

　妹ちゃんはおかんむりの様子だ。デビに文句を言った。

[image: ]

「おい、プリンないってよ」

《そりゃもちろん嘘うそデスから。でも、ご安心ください。嘘がバレても一度獲得したＵＰが減ることはありません》

「いやいや、そういう問題じゃなくて、愛あいのヤツ怒ってるじゃんか」

《まあ兄貴なんて、妹を怒らせるために存在するような生き物デスからねぇ》

「そんなん家庭によるだろ！　オマエの兄貴は知らんが、ウチは仲良し兄妹きようだいなんだよ！」

《ヤレヤレ。じゃあ、こうしましょう。今貯たまったＵＰを使いマス。手を出して》

　言われるがままに両手を差し出す。

　すると、ポンという茶筒の蓋を開けたような気の抜けた音がして、手の中にプリンが出現した。同時に視界の右隅にあった１００の数字が０になる。

　どうやら「ＵＰを１００消費してプリンを手に入れた」ということらしい。

「あーごめんごめん、冷蔵庫じゃなくて、俺が持ってた」

　階下に声を掛けると、愛はフリスビーを追いかける犬さながらに戻ってきて、プリンをひったくった。

「もぉ、一瞬包丁に手が掛かっちゃったじゃん」

「おいおい、プリン一個で兄を殺そうとするんじゃない」

「へへへ、それだけ愛のプリン愛は大きいのだ」

　危うく命を落とすところだった。プリン一個分の嘘うそで。

　上機嫌になった愛あいはその場で蓋を剥はがしてプリンを一ひと掬すくいし、プルプルした塊を口に放り込むと、丸いほっぺを押さえてうっとり瞳を潤ませた。

「おいひぃ！　これどこのプリン？　お兄ちゃん有能！」

　可愛かわいい妹に喜ばれて兄として鼻が高いけれど、妖精が魔法で出したなんて答えるわけにもいかない。笑ってごまかした。

「ははは、そうだろうそうだろう。もっと思う存分褒めていいぞ」

「お兄ちゃん、えらい！　パシらせたら日本一！　いや、世界一！」

「そうだろうそうだろう、って、いやそれ褒めてねえじゃん！」

《ええと、話を続けてもよろしいでしょうかね》

　麗しき兄妹きようだいのやりとりを白い目で眺めながら、デビが説明を再開する。

《こんな感じで、嘘をついてＵＰを貯ため、貯めたポイントを消費して願いを叶かなえる。これが今回のＵＰキャンペーンデス。貯めるのは自動で貯まりマス。使うときは、私に声を掛けてください。実際に声に出さなくても、心の中で思うだけで大丈夫デス。妖精と契約者はテレパシーでつながりマスから》

　そう言われてみると、さっきから妖精の声は俺の脳内に直接届いていた。

（なるほど、こんなカンジか？）

　心の中で話しかけてみる。

《お上手デス。ついでに言っときマスと、私の姿は誠斗まことさんにしか見えませんし、声も誠斗さんにしか聞こえません》

（おう、たしかに愛にはデビが見えてないみたいだな）

　調子に乗ったデビは愛の頬ほおにお尻を擦こすりつけるが、愛は全くノーリアクションだった。

《私に触れられるのも誠斗さんだけなんデスよぉ。どぉデス？　触ってみませんかぁ？　褐色の肌は情熱のし・る・しデスよぉ》

（ノーサンキュー）

《即答！　まったく今どきの若いもんときたら……もういいデス。ちなみに、嘘が相手の心理に強い影響を与えれば、貯まるＵＰの額も大きくなりマス。もう一度嘘をついてみましょう。リピートアフタミー、『ナアアイ、ジツハオニイチャンハオマエノコトヲアイシテルンダ、セイテキニ』》

　俺は、デビに言われるがままに言葉を発した。

「なあ愛、実はお兄ちゃんはおまえのことを愛してるんだ、性的に」

「ええっ、お兄ちゃん！　そんなの……ダメだよぉ！」

　愛の頬がみるみる真っ赤に染まる。最後には熟したトマトのようになって、スプーンを口に咥くわえたまま、バタンとドアを閉めて自室に引きこもってしまった。

　ほぼ同時に、視界右隅の数字が１０００に跳ね上がる。

　なるほど、理屈はわかった。わかったけど……

「デビ、てめえ、何ちゅうこと言わせるんだ！　これから気まずくなるだろ！」

《いいじゃないデスか。どうせ兄貴なんて妹にキモがられるために存在する生き物デスし》

「だからそれはオマエんちの話！　ウチは仲良し兄妹きようだいなの！」

　テレパシーで会話できるのはわかっているが、興奮するとつい声が出てしまう。

　すると、ドアが開いてジト目の愛あいが半分顔を覗のぞかせた。

「お兄ちゃん、誰と話してるの？」

「ん？　いや、誰とって……ええと、スマホだよ。友達と通話してた」

　慌ててごまかした。正直に妖精と話してるなんて言ったら、心の病気を疑われて救急車を呼ばれちまう。すると愛は、真っ赤な顔のままで目を丸くした。

「お兄ちゃんに友達なんていたんだ。愛、びっくりだよ！」

「あのなぁ、さすがにそれは失礼だろ」

　たしかに俺は友達が多い方じゃないが、電話する友人の一人くらいいるぞ。たぶん。

「そんなことよりお兄ちゃん、あのね」

「おう、なんだ」

「プリンおいしかった。ありがと」

　どうやら、仲良し兄妹の絆きずなは壊れずに済んだらしい。

　ホッと胸を撫なでおろして、自分の部屋に戻った。

《どうデス？　嘘うそをつくだけで願いを叶かなえられるなんて、まさに一生に一度のビッグチャンスデスよね！　この機会に是非私と契約してキャンペーンに参加してください！》

「けどさぁ、プリンくらい小遣いで買えるし、わざわざ嘘つく必要なんかないだろ。ＵＰキャンペーンって他に何ができるんだ？」

《何でもできマス。ＵＰさえ貯ためれば世界征服だって可能デス》

「いやいや、いくらなんでも世界征服そこまでは」

《はい、そうおっしゃるだろうと思って、誠斗まことさんのような陰キャでモテない男子高校生にピッタリの願いも用意してマス》

「うん。オマエ、後で体育館裏に来い」

《まあまあ、そうカッカせず落ち着いて聞いて下さい。ＵＰを使えば、好きな女の子を恋人にすることができるんデス。誠斗さんが相手にどう思われていようがお構いなし。面識のない、たとえばテレビの向こうのアイドルでも強制的に誠斗さんにベタぼれになりマス。どうデス？　私と契約するかどうか、もう答え、出てマスよね》

　非常にうさん臭い。そのうえ非常識にウザい。けれど、このとき嘘つき妖精の放ったパワーワードが俺の胸のど真ん中を貫いていた。

「好きな女子を、恋人に？」

　思わず唾を飲み込む。すると何を勘違いしたのか、デビがまた身をくねらせた。

《もしかして、私デスか？　しょうがないなぁ、今から三十分以内にご契約いただければ、通常の半額のＵＰで一夜のお供をさせていただきマスよ》

「どんだけ契約取りたいんだよ！　おまえじゃねえからモジモジすんな！」

　よく見るとデビはなかなか可愛かわいらしい顔をしている。褐色の肌に、大きな青い瞳。セクシーな衣装から伸びた手足はすらりと長く、縦長で形のいいおへそは可愛らしい。おまけにかなりの巨乳だった。

　だがいかんせん、すべてがミニチュアサイズなんだよなぁ。フィギュア好きなヤツならどストライクなのかもしれないけど、残念ながら俺はそこまでの上級者じゃない。

　それに何といっても、俺にはずっと片かた想おもいしている女子がいる。

　憧れの君の名は、大おお空ぞら真ま森もり。

　彼女のことを思うだけで、口の中に唾液があふれてくる。

　初めて言葉を交わしたのは、一年前。清掃ボランティアのときだった。

　炎天下で予定外の作業をしていた俺は、熱中症になりかかってしまった。意い識しき朦もう朧ろうとして倒れそうになった俺を助けてくれたのが、隣のクラスの大空真森だったんだ。

　そのとき差し出された塩レモネードの味と膝枕の感触は今でも忘れられない。

　なんとかお近づきになりたいと考えていたが、残念ながら今年も別のクラスになってしまった。そうでなくても彼女は美少女でスタイルが良くて、そのうえ陸上部エースという人気者だ。帰宅部で陰キャの俺とは到底釣り合わないと諦めかけていたんだけど……

「あの大空真森を彼女にすることができるのか？」

《彼女にするだけじゃありません。あーんなことやこーんなこともし放題デス！》

「あーんなことやこーんなこと？　いや、俺は別にエロいことをしたいわけじゃないぞ」

《私もあーんなことやこーんなことがエロいことだとは一言も言ってないデス》

「ぐぬぬ、じゃあ、エロいことはできないのか？」

《できマスよ。契約なさいマスか？》

　むう。さっきから超絶うさん臭い。有名な魔法少女の物語を例にとるまでもなく、「契約してよ」と頼んでくる妖精モドキはだいたい第10話のＢパート辺りで掌てのひらを返してくるものと相場が決まっている。しかし──

《もしダメなら他の方のところに行きマスので》

「いや待て。ダメだとは言ってない」

《じゃあ、ご契約デスか？》

　ここで断れば、チャンスが他のヤツに行ってしまう。そいつが大空真森にあーんなことやこーんなことをするかと思うと……ＮＴＲ好きのヤツなら大好物かもしれないが、俺はそっち方面でもそこまでの上級者じゃないんだ。不承不承頷うなずいた。

「ああ、おまえと契約するよ」

《間違いありませんか？》

「ああ、間違いない」

　するとその言葉を待っていたように、ポンポンとクラッカーが打ち鳴らされた。

《それでは卯う曽そ月づき誠斗まことさま、ＵＰキャンペーンご契約成立デス！　ありがとうございマース！　イヤッホォー！》

　さらにデビは、どこから取り出したのか、年末の福引でしか見ないようなハンドベルを振りながらご機嫌で部屋中を飛び回った。狂喜乱舞ってのは、きっとこういうのを言うんだろう。こんなに喜ぶなんて、何か裏があるとしか思えない。

（……やっぱやめときゃ良かったかな）

　後悔の二文字が、舞い踊る妖精と一緒に俺の脳内をグルグル飛び回った。






第一章　隣の席のあの子は俺のことが好き









　翌朝。俺の一日は、つぶやきアプリへの投稿から始まる。




【ちょっと待って、今マックにいた二人組ＪＫの会話なんだけど、

Ａ「遊び過ぎて親にスマホ取り上げられちゃったんだよねぇ」

Ｂ「明日出かける約束じゃん。連絡どうすんの？」

Ａ「うーん、狼煙のろし？」

Ｂ「狼煙？　いいねぇ。ウチもゲームでよく使うし」

Ａ「でもさ、狼煙ってどこで買ってどうやって使うのかな」

Ｂ「ん？　フツーに道具屋で買って、『使う』コマンドで使えばよくない？」

Ａ「ゲームじゃなくて、リアルの話だけど」

Ｂ「あーそれな、ググる。……うわ、狼煙ヤバっ。狼煙って乾燥した狼おおかみの糞ふんなんだって」

Ａ「マジ？　どうしよ、アタシ狼に知り合いいないし」

Ｂ「じゃあ、犬で良くない？　ウチのフーちゃんのウンチ使う？」

Ａ「使う使う、サンキュー！」

使うんかいっ！】




　もちろん、このＪＫ二人組は実在しない。完全なる俺の創造（想像）だ。

　通学電車内で確認すると、ポツポツと「いいね」が付き始めていた。胸のあたりがざわざわした気分になる。きっとこれが承認欲求ってやつなんだろう。陰キャな俺にとって唯一自慢できる（しないけど）生き甲が斐いだった。

（それに加えて、これからはＵＰも貯たまるわけだ。そしてあの大おお空ぞらを恋人に……）

　鼻の下を伸ばしていると、頭上で寝そべっていたデビがあくび混じりでこう言った。

《皮算用中大変お気の毒デスけど、そんなんじゃＵＰは貯まらないデスよ》

　身長30センチ。小さな顔が表情豊かに変化する。まるで精巧なフィギュアだ。キャストオフできるんだろうかなんて不ふ埒らちな考えが頭をよぎる。

（えー、なんでだよ。ＳＮＳでも嘘うそは嘘だろ）

　不満げに反論する俺に、デビは肩をすくめて解説を始めた。

《言い忘れましたが、ＵＰキャンペーンにはいくつかのルールがあるんデス》

　デビの説明によると、ＵＰを獲得できる嘘には二つの条件があるという。

　まず一つ目の条件は、「匿名の嘘はダメ」。嘘をついたのが俺本人だと、相手にはっきりわからせなければならない。俺のつぶやきは本名を晒さらしていない裏アカだから、いくら嘘をついてもＵＰは貯まらないんだそうだ。

　二つ目の条件は、「遊びの嘘はダメ」。人じん狼ろうゲームとかでつく嘘ではＵＰは貯まらない。

　要するに、ノーリスクの嘘で願いを叶かなえられるなんて虫のいい話は転がってないわけだ。

　それからデビは真剣な表情でこう言った。

《そしてこれが一番大事なこと、ＵＰキャンペーンと私達ＵＳＯについては絶対に口外しちゃいけません。もし誰かに話せば、重大なペナルティが科せられマス》

（重大なペナルティって？）俺の問いかけに、妖精の青い目がキラリと光った。

《口にするのも憚はばかられるような、世にも恐ろしいペナルティデス》

　その迫力に、ゴクリと唾を飲み込む。けどまあ、こういう契約が他言無用なのは想定の範囲内だ。それにそもそもこんな話、誰かに話したって信じてもらえるはずがない。

（オーケー、肝に銘じとくよ。それはそれとして、とりあえず誰かに嘘をついてみるぞ）

　気を取り直して、先を急ぐことにした。




「おはよう、俺の話を聞いてくれ！」

「ああ、誰かと思えば卯う曽そ月づきか、朝から元気だな」

「昨日、マックでＪＫが話してたんだけどさぁ」

　通学路で知り合いを見つけるたびに、片っ端からとっておきのネタを披露する。いいねが一番多くついた自信作だ。しかし返って来たのは──

「そんな話、誰が信じるんだよ」「嘘うそ乙」「あーはいはい、マックＪＫね」

　誰一人として信じてくれなかった。信じてもらえなければ、ＵＰは貯たまらない。

　デビが白い目でこっちを見ていた。

《誠斗まことさんって、案外人望ないんデスねぇ……なんか、ドンマイ》

　胡う散さん臭くささマックスの嘘つき妖精にも慰められる始末だ。

《もっと簡単な嘘にしたらどうデス？　財布落としたよとか、芸能人の誰それが別れたらしいとか、頭に虫ついてるぞとか、それならいくら誠斗さんでも信じてもらえるでしょ》

「おいおい、やめてくれよ。頭に虫がついてるなんて面白くもなんともない。そんな嘘をついて何が楽しいんだ。嘘ってのは、もっと人の心を動かすものじゃなくちゃ」

《誠斗さんのつぶやきみたいにデスか？》

　デビは糸の切れた操り人形のようにガックリとうなだれてみせた。

《本来嘘っていうのは、自分の利益のために他人を騙だまし傷つける至極利己的な行為なんデス。自らの良心を生いけ贄にえに発動する黒魔術のようなものデスよ》

　それは違う。嘘には人を傷つけるだけじゃなく楽しませる力だってあるはずだ。そう言いたかったけど、ここで言い争ってもしかたない。おとなしく一歩引いて訊たずねた。

「……じゃあ俺はどんな嘘をつけばいいのさ？」

《どんなって、それはもう、他人の心を操って破滅に陥れるようなドス黒い嘘デス。嘘つき悪魔と契約したんデスから、そのくらいは当然でしょう》

「悪魔？　デビって妖精なんじゃなかったのか？」

《た、例えデスよ、例え。悪魔のように美しい妖精って意味デス！》

　デビは慌てたようにワチャワチャと両手を振った。超絶怪しい。けどコイツの正体が何にせよ、俺には人の心を操るドス黒い嘘なんてつける気がしなかった。

　どうやら、ＵＰを貯めるってのはそう簡単なことじゃないらしい。

「そもそも、大おお空ぞらを彼女にするには何ＵＰ必要なんだよ？」

《それは、実際に本人を目にしてみないとなんとも言えませんね。願いの達成が難しければ難しいほど、ＵＰはたくさん必要になりマスから》

「どういうことだ？」

《人気者の女子を恋人にするには、より多くのＵＰが必要デス。あと、嫌がっている女子を無む理り矢や理り彼女にするのもＵＰがたくさんかかりマスね。そうだ。今お持ちの１０００ＵＰで、恋人にするのに必要なＵＰを可視化して差し上げマスよ》

「必要なＵＰの可視化？」

　それに何の意味があるのか、その対価１０００ＵＰってのが高いのか低いのか、いまいちピンとこない。

「けどまあ、やってみなきゃはじまらないか。じゃあ、それで頼むよ」

《はーい、承りぃ！》

　ハイテンションな返事とともに、視界右下の数字が０になった。同時にポンという音がして、行き交う人々の頭上にピンクの数字が表示される。

「なんか数字が出たぞ」

《頭の上の数字がその人を恋人にするのに必要なＵＰデス。そうデスね、便宜上、攻略ＵＰとでも名付けマスか》

「なるほど、人によってけっこう幅があるんだな」

　通学途中の女子高生たちはだいたい10万ＵＰ。男子とイチャイチャしながら歩いている彼氏持ちＪＫはやや高めで15万近い。

《おっ、向こうに高ポイント女子を発見デス！》

「ほーどれどれ？」

《なんと、攻略ＵＰ53万》

「53万て、極悪非道の宇宙の帝王なのに理想の上司に選ばれる白い人かよ！」

　デビの指さす方向に目をやると、通りの向こうを50万ＵＰ超えの女子生徒が歩いていた。腰まである黒髪に、ピンと伸びた背筋。後ろ姿でも間違いない。

「あー、生徒会長ね」なんだ、そういうことか。俺は納得してポンと手を打った。

　氷ひ鳥とり沢ざわ雛ひな子こ。

　私立華はな村むら学がく園えんの生徒会長にして、学園一の美少女だ。おまけに極度の男嫌いで、サッカー部のイケメンや学園一の秀才といった名だたるカースト上位者たちの告白を断りまくっているという。彼女なら、攻略ＵＰが他の女子の５倍でも何の疑問も異論もない。

　ちなみに男子にも攻略ＵＰは表示されていて、軒並み20万ＵＰ超えだった。どうやら俺に攻略する気がなくても、当人が攻略されたくなければ攻略ＵＰは高くなるらしい。なるほどなと腕組みしていると、背後から声を掛けられた。

「卯う曽そ月づき君、おはよう！」

「おう、美み川かわおはよう」

　去年同じクラスだった美川太た一いちだ。彼は映画研究部部長という文化系陽キャのトップ的存在だが、その他大勢にすぎない俺にも人懐こい笑顔で挨拶してくれるナイスガイだった。

　その笑顔のまぶしさから目をそらそうとして、思わず足が止まった。

（８６００ＵＰ？）

　見間違いかと思って目を凝らしたけれど、何度見ても桁数は千の位まで。つまり美川の攻略ＵＰは他の男子の二十分の一以下だった。

「どうしたんだい？　僕の顔に何かついているかい？」

「い、いや、別に何にも……」

「君ってやっぱ面白いな。今年はクラスが違って残念だよ。じゃ、日直だから先に行くね」

「お、おう、ご苦労さん」

　ナイスガイはさわやかな笑顔で去って行った。

（とりあえず見なかったことにしておこう。うん、こういうのは人それぞれだからな）

　気を取り直して再び歩き始めた、その時だった。

「おっはよぉーさん、しー、ごー、ろく、なな、はち、くー、じゅー、って止めろよ！」

　ハイテンションな声が辺りに響く。

　雲雀ひばりのさえずりのように甲高く、それでいて不快さのない爽やかな声。

　振り返るとそこに俺の想おもい人、大おお空ぞら真ま森もりがいた。

　身長は平均的男子の俺と同じくらい。スラリとしたモデル体形で、ＪＫ特有の超ミニスカートから日焼けした長い脚が覗のぞいている。走り高跳びの選手らしい細いけど筋肉のついた美脚だ。さらに顔立ちの方は、目鼻立ちの整った超絶美少女……なんだけど、褐色の肌と無造作なショートボブ、そして全開の笑顔のせいで、女の子らしい感じはあまりしなかった。おそらく男子より女子にモテるタイプだろう。

　彼女を見ただけで、自然に口の中に唾液が湧いてくる。

「今日もスンゲェいい天気だねぇ！　いい天気過ぎて、もう笑けてきちゃうねぇ！」

　その挨拶は俺に対してじゃなく、近くを歩いている女友達に向けられたものだ。

「あ、まもりんオハヨー、相変わらず朝っぱらからテンション高いな」

「だってさぁ聞いてよぉ！　コーチがね、オーバーワークだから月曜は朝練禁止だなんて言うんだもん！　そんなんだからもぉ、朝から欲求不満でムラムラしちゃってさぁ！」

「まもりん、ヒント街中！」

　そう。大空真森はいわゆる残念美少女というヤツなのだ。

　いかにも美少女という風貌に反して、その言動は天然下ネタ系。『全然守らないマモリちゃん』というのが、キャッチフレーズになっているほどだ。そのせいか男子からはだいぶ引かれていて、恋愛対象からは外されがちらしい。

　けれど、俺にとっては違った。

　彼女がいるだけで、世界がキラキラとまぶしく輝いて見える。

　まさに恋愛対象のど真ん中だ。そして──

「あ、卯う曽そ月づきクンもおっはよぉーさん、しー、ごー、ろく！」

「お、おう大空、ええと、いい加減にしろ」

「止めんのかい！　しかも微妙な間で！」

　俺だって、朝の挨拶を交わすくらいの間柄ではあるんだ。

「今日も暑くなりそうだから、卯曽月クンは無理しちゃダメだぞぉ！」

「あ、ああ、大空も、部活がんばっとれ──」噛かんだ。

「おう、頑張っとるよ。今日は特にあの太陽を飛び越える勢いで跳んどっとるよ！」

　俺の想おもい人はとびきりの笑顔と一緒に敬礼ポーズをすると、つむじ風のように走り去っていった。彼女がいなくなった後には、さわやかなレモンのような残り香が漂う。

　大おお空ぞら真ま森もりを好きになって一年。こんなふうに挨拶を交わせた日は、その日一日を幸せな気分で過ごすことができるのだった──いつもなら。でも、今日は違った。

（一、十、百、千、万、十万、百万？）

　大空真森の頭上の数字、攻略ＵＰは１が一つと０が六つ。ぴったり１００万ＵＰだった。平均的な女子の十倍近い。これだけのＵＰを貯ためようと思ったら、いったいどれだけの嘘うそをつかなきゃならないんだろう。

「ま、まあ、大空は美少女で人気者だから、このくらい高くても妥当だな」

　気を取り直してつぶやく。だが、デビは納得いかないとばかりに小首をかしげた。

《うーん、でも彼女って、言うほどの美少女デスか？　そりゃ可愛かわいいことは否定しませんけど、さっきの氷ひ鳥とり沢ざわとかいう生徒会長ほどじゃないデスよね》

「何が言いたい？」

《攻略ＵＰが高いのには他に理由があるんじゃないデスか？　すでに愛し合っている恋人がいるとか、実は誠斗まことさんのことが死ぬほど嫌いだとか》

「そんなわけないだろ！　俺は大空とキスしたことあるんだぞ！」

《はぁ、嘘つき妖精相手に嘘デスか？　もし私を騙だませたら一気に１００万ＵＰをプレゼントしマスが、残念ながらそんなファンタジーな嘘にはひっかからないデスよ》

「嘘じゃないし、ファンタジーでもないっ！」




　今からちょうど一年前、去年の五月のことだ。

　我が華はな村むら学がく園えんでは何をトチ狂ったか、炎天下に全校生徒参加の清掃ボランティアが行われる。広大な珠たま川がわの河原をクラス毎ごとに分担して掃除するという地獄のような行事だ。

　それでもクラスの陽キャ連中は授業がサボれるというんで大喜び。火ばさみとゴミ袋を振り回して、河川敷に青春の一ページを刻んでいた。

　しかし俺を含む陰キャたちは、そもそも太陽の下に出ていい仕様じゃない。

　おりしもその日は、高温注意報が発令されるほどの熱中症日和だった。

　一人黙々とゴミ拾いをしていたが、開始三十分で早くも生命の危険を感じ始めた。

（なんとか、うまいことサボる方法はないもんかな？）

　辺りを見回した俺の目に、大きな買い物袋を手にした老女の姿が飛び込んでくる。

　これはいける、とばかりにすかさず声を掛けた。

「お荷物持ちましょうか？」

　無論、親切心からではない。卓越した観察力と緻密な推理力が生んだ計算ずくの行動だ。

　俺の作戦はこうだった。

　老女は徒歩で買い物した帰りらしい。ならば、帰る家はさほど遠いところではないだろう。荷物を持ってあげれば、「ちょっとお茶でも飲んでいきなされ」てなことになって、掃除終了までエアコンの効いた室内でのんびり過ごせるにちがいない。ところが──

「そりゃありがたいねぇ。なにしろ、荷物がいっぱいあるもんで」

　下心一杯で話しかけてから、俺は自らの計算違いに気がついた。

　お婆ばあさんの背後に、無数の買い物袋を発見したのだ。

　だがまさか今になってやっぱり嫌だとも言えない。結局荷物全部をお婆さんの家まで運ばざるをえず、炎天下に河原から老女の家までを十往復以上する羽目になってしまった。

　これなら掃除の方がよっぽど楽だった。

　なんとか全部運び終わったときには、全身汗びっしょり。なのに「お茶でも」の一言もエアコンの効いた部屋も無し。フラフラと元の河川敷に戻ったところで気持ち悪くなった。

　なんだか、地面が揺れている。立っていられなくなってうずくまった。

「キミ、大丈夫？」

　おぼろげな意識の中で、誰かに抱きかかえられた気がした。

「これ飲んで」

　優しい声とともに渡された水筒に口をつける。しょっぱくて酸っぱくて少しだけ甘い。水分が、というよりまるで生命そのものが五ご臓ぞう六ろつ腑ぷにしみこんでいくようだ。

　さらに首元がひんやりと冷たくなる。どうやら濡ぬれたタオルを当ててもらっているらしい。身体からだに籠っていた熱が波のように引いていく。

　だんだん意識がはっきりして、そして気がついた。

　後頭部にあたる柔らかい感触。

（これはもしかして……都市伝説に聞く膝枕って奴やつかっ！）

　一度引いたはずの熱が津波のように押し返してくる。

　うっすらと目を開けると、目の前に天使がいた。

　ショートカットで褐色の肌の美少女が、キラキラした笑顔で俺を見下ろしていた。

「やったぁ、生き返った！　我、死者蘇そ生せい実験ニ成功セリ！」

「い、いや、たぶん俺まだ死んでなかったから──」

「またまたご謙遜。今先生を呼びに行ってるから、ちょっと待っててね。さぁて、次はいよいよこっちの死んだ蝉せみを生き返らせるよ！」

「えっ、そっちがメインイベント？　俺って蝉の前座なの？　てか、君はいったい誰？」

「ハッハッハッ、通りすがりの仮面のヒーローさ」

　さっぱり話が通じない。その整った顔には見覚えがあったけど、名前まではわからなかった。彼女が大おお空ぞら真ま森もりという隣のクラスの有名人だと知ったのは翌日の話だ。

「もうちょっと飲んどく？」

　そう言いながら、美少女は手にした水筒に自ら口をつけた。

「それは？」

　さっき飲ませてもらったジュースみたいなものらしい。しょっぱくて酸っぱくて少しだけ甘い。今まで味わったことのない謎の液体だ。

「塩レモネードだよ。熱中症にいいんだって。けっこうおいしいよね」

　彼女が微笑ほほえむと、スポットライトでも当たったかのように辺りがパッと明るくなる。まるで西洋絵画のような美しい笑顔。その背景に一面のひまわり畑が見えた気がした。

　これはアレだ。漫画やアニメでヒロインの背後に花が咲いてるヤツだ。

「あ、あのぉ」とりあえずお礼を言おうと体を起こした、その時だった。

「卯う曽そ月づき、大丈夫か？　今病院に連れて行くからな！」

　血相を変えてやってきた担任教師の車に乗せられ、俺は救急病院へ直行する羽目になった。さいわい熱中症といっても症状は軽く、その日のうちに帰宅できた。

　翌日になってお礼を言いに隣の教室まで行ったけど、大おお空ぞら真ま森もりは絶えずクラスメイトに囲まれて、陰キャの俺が声を掛けられる雰囲気じゃない。

　結局ちゃんとお礼を言えたのは、清掃ボランティアから二週間後。

「えーと、キミ誰だっけ？　ひょっとして、海辺の村で助けた亀？」

　そのときすでに彼女は、俺を助けたことをまったく覚えていなかった。




「──でも俺は、あのときの天使の微笑をこの一年片時も忘れたことはなかったんだ」

《ええと、誠斗まことさんが真森さんを好きになった経緯はわかりました。けど、今の話のどこでお二人はキスをなされたんデスか？》

「同じ水筒から飲んだんだから、間接キスだろうがっ！」

《間接キスって……小学生じゃあるまいし。それにそんな非常時だったら、嫌いな相手にでも水筒くらい渡すでしょ》

「嫌いじゃねえぇし！」

《でも攻略ＵＰが１００万ＵＰって、普通じゃないデスよ》

「……そりゃまあ、たしかにそうだけどさ」

　ガックリ肩を落として、俺は登校する生徒たちの群れに合流した。

　途中、大勢の老若男女とすれ違う。けれど、攻略ＵＰ１００万超えの人間は一人もいなかった。どうやら大空真森攻略はかなりのハードミッションになりそうだ。

《別の女の子を狙うのはどうデス？　もっと攻略ＵＰが低くて、それでいて結構可愛かわいい子もいるじゃないデスか》

　空中のデビが、さも親切そうに声を掛けてくる。

「それは……」たしかにコイツの言う通りかもしれなかった。

　俺みたいな何の取り柄もない非モテの男子が、いきなり大おお空ぞら真ま森もりを彼女にしようなんてハードルが高すぎる。ラスボスにチャレンジするのは雑魚モンスターを倒して十分レベルアップしてから、というのが普段の俺の生き方プレイスタイルだ。

　見上げると、雲一つない快晴。五月の太陽がキラキラと辺りを照らしていた。

（あの日も、こんな晴れた日だったなぁ）

　思い出すのは、しょっぱくて酸っぱくて少しだけ甘いあの味。

　そして、仰ぎ見た天使の微笑。

「……うん。そうじゃない」

　何の取り柄もない俺だからこそ、他の女子には目もくれず、この確変ＵＰキヤンペーン中に高たか嶺ねのひまわりをゲットしなきゃいけないんだ。

　拳を突き上げて叫んだ。

「俺が好きなのは、大空真森ただ一人！　たとえ夢破れて魔法使いに終わるとしても、我が生涯に一片の悔いなし！」

　気がつくと、通学中の同級生たちが遠巻きにひそひそとつぶやきあっている。

「うわっ、マジか」「今日も暑いからなぁ」「頭やられちまったか」

　どうやら、やってしまったらしい。

（リアルでは目立たず穏やかな高校生活を送るというのがモットーだったのに……）

　俺は、顔を真っ赤にしてその場を逃げ出した。




　そんなこんなで、二年Ｃ組の教室に着いたのは始業ギリギリだった。

　席についてざっと見回したが、攻略ＵＰが１００万を超えている奴やつは男子にもいない。さらにヘコみそうになるのを、唇を噛かんでグッと堪こらえる。そのときだった。

「ぃじょうぶ」

　蚊の鳴くような小さな声がして、誰かに右肘をつつかれた。さらに、

「……ぁぃ、……るぃなら…けんし……に……たほうが……なぃで……か」

　しばらく間をおいて、「大丈夫？　具合が悪いなら保健室に行った方がいいんじゃないですか？」と言われたのだと気がついた。

　声の主を探して、右隣を向く。

　隣は、霞かすみだか霧だかいう名の目立たない女子の席だ。その地味系女子が、不安げにこっちをみつめていた。いや、正確にはみつめていたような気がした。

　なぜなら彼女の顔は長い前髪で覆い隠されていて、顔立ちはおろか、どこを見ているのかすらはっきりしなかったからだ。氷ひ鳥とり沢ざわ生徒会長のさらさらロングとは違う、全ての光を吸収するブラックホールのような黒いカーテンが顔の上半分を完全に遮断していた。

「……余計なこと言って、ごめんなさい」

　さらに音量レベルを間違えたのかと思うくらいか細い声と、蛇に睨にらまれた蛙かえるのような挙動不審な態度。大おお空ぞら真ま森もりとは正反対のタイプだ。つまり、まったく俺の好みじゃない。

「あー俺はちょっと人生の理不尽さを嘆いていただけで、別に病気とかじゃないから──」

　これ以上のお節介はノーサンキュー、と言いかけて思わず驚きの声をあげた。

「って、ええっー？」

　彼女の頭上にあるピンクの数字、デビ命名の攻略ＵＰが「０」だったんだ。

「どうかしましたか？」

「どうかしましたかって、おまえの頭の」

　攻略ＵＰが０だと言おうとして、慌てて言葉を呑のみこむ。デビとの契約については他言無用。でないと恐ろしいペナルティが待っている。とっさに口をついて出た言葉が──

「ええと、頭に虫ついてるぞ」

　ヤマもなければオチもない、俺にとっては最低の嘘うそだった。すると、

「ひゃっ！」地味子は声にならない悲鳴をあげた。０→５００

　途端に視界右隅の数字が５００上昇する。どうやら彼女は俺の嘘をあっさり信じたらしい。なんとか虫を振り落とそうと激しく頭を揺らし始める。その姿は、子供の頃に海外旅行のお土産でもらった、いったん頭を押すと延々揺れ続ける首振り人形のようだ。
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　不覚にもちょっと可愛かわいいと思ってしまった。

（……なんか、いつまで首を振り続けるのか見てたくなるな）

《うわぁ、誠斗まことさん鬼畜デス！》

「はーい、みんな静かにぃ！」

　教室の扉が開いて、担任教師が入ってきた。

　古ふる館だて千ち夏なつ、二十八歳。千夏っちの愛称で人気のサバサバ系美女だ。見た目に反してここ数年恋人に恵まれず、毎週末を婚活パーティに費やしているが成果はないらしい。最近は「教師なんかいつでも辞める覚悟だから、生徒からの告白もウェルカム」と公言して憚はばからなくなっていた。そんな彼女の頭上の数字は、３１００ＵＰ。

（おいおいおいおい、あの千夏っちですら３０００超えてんだぞ。なのに隣が０ってどういうことだ。前髪ではっきり見えないけど、そんなにヤバい顔してんのか？）

《あのデスねぇ、ブサイクだからって０ＵＰにはなりませんよ。攻略ＵＰが０なのは、恋人にするために妖精の力が必要ないって意味デスから》

（それって、もしかして俺を好きってことか？）

《十中八九、そうデスね》

　……マジか。ここは一つ冷静に記憶をたどってみよう。

　隣の席の女子の名前はたしか、春はる霞がすみ陽はる。

　言葉を交わしたことは、おそらくただの一度もない。

　なのになぜ俺を好きなのか。どんなに考えてみても皆目見当がつかなかった。

　チラリ横目で隣を見ると、手鏡に自分の頭を映して泣きそうな表情で虫を探している。まだ騙だまされたと気づいてないらしい。さすがに心苦しくなった。

　ノートを破ってメモを飛ばした。

『さっき虫がついてるって言ったの、嘘うそだから』

「う……そ？」

　メモを広げた春霞は呆あつ気けに取られたようにつぶやくと、頬ほおを真っ赤にして机に突っ伏した。騙されたのがよほど悔しかったのか、小さく地団太を踏んでいる。

　さすがに気まずくなって、追撃のメモを送った。

『頭についてたのは虫じゃなくて、妖精だ。「将来禿はげない代わりに寝癖が直らなくなる」という呪いを掛けるタチの悪い奴やつだ』

　嘘というよりファンタジー。俺の得意なタイプの嘘だ。

（やっぱ、どうせ騙すんならこういう楽しい嘘じゃなくちゃ）

《何言ってるんデスか。そんな荒唐無稽な話、この現代に信じる人なんかいないデスよ》

　ところが、メモを読んだ春霞の身体からだがビクンと震えた。５００→８００

　またＵＰが上がる。どうやら、これも信じたらしい。

《マジデスか？》

　こうなると、だんだん筆が乗ってくる。調子に乗って嘘うそのメモを送り続けた。

『俺、退妖士の一族の生まれなんだ。禿はげてもいいなら寝癖の妖精を退治できるけど？』

　少し悩んだらしく小首をかしげてから、プルプルと首を横に振る。８００→１０００

（ハムスターかよ。リアクション面白過ぎだろ）

　しかも彼女は、他の奴やつらが鼻にも掛けなかった俺の嘘をなぜだか完全に信じた。

『ゴメン、それも嘘。実は俺、定期的に嘘をつかないと死ぬ病気にかかってるんだ』

　理解できないようで、春はる霞がすみは首をかしげる。１０００→１２００

　それでもＵＰは上昇した。どうやらもうなんでもありらしい。

　ちょっと演技してみた。メモを飛ばしながら、苦しげに胸を押さえてみせる。

『うう、苦しい。心臓が止まりそうだ。嘘を、嘘をついてもいいか？』

　春霞は真剣な表情でウンウンと頷うなずいた。１２００→１５００

『ダメだ、嘘が思いつかない。こういう時は、変顔……変顔を見れば治るんだが』

　メモを読んだ春霞は、無理無理と言わんばかりに手を振る。１５００→１８００

『く、苦しい、もうダメだ。頼む、変顔を……』

　春霞はとうとう観念したように大きく息をついた。１８００→２３００

　それから両手で前髪をかき上げる。隠れていた顔の上半分が明らかになった。

《おっ、素顔御開帳デスね。どうデス？　案外美少女だったりして？》

　しかしそこにあったのは、極限まで大きく目と口を開けて舌を伸ばした全力の変顔。やらせといてなんだが、こっちがドン引きするレベルだ。

　これじゃ彼女がどんな素顔をしてるかなんてちっともわかりゃしない。

「春霞さん、あなた一体何やってるの！」

　しかも、たちまち千ち夏なつっちにみつかってしまった。真っ赤になった春霞は無言のままペコペコ頭を下げる。必死に笑いを堪こらえていると、逆に春霞からメモが来た。

『ひょっとして痙けい攣れん？　苦しいですか？　心臓大丈夫？　もっと変顔しますか？』

　そこでメモを返した。

『大丈夫。今の話、全部嘘だから』

「ええーっ！」立ち上がって驚く春霞に、再びアラサー女教師の雷が炸さく裂れつする。

「春霞さん、いい加減にしなさい!!」




　そして迎えた昼休み。

　午前の授業中ずっと春霞に嘘のメモを送り続けたおかげで、ＵＰの合計は３５００に達していた。デビが感心したように空中で一回転する。

《へぇー、なかなか大漁デスね。もうあの女教師なら攻略できるじゃないデスか》

「絶対しないけどな」

《真ま森もりさん攻略にはまだまだデスけど、半日の成果としては十分すぎるほどデス。誠斗まことさん、すごいデスよ》

「すごいのは俺じゃない。アイツだろ」

　隣の席に視線を送る。その席に座っていた最大の功労者は、授業が終わるや否や弁当片手に教室を出て行ってしまった。そういや、春はる霞がすみは昼休みにいつも自分の席にいない。それで一度も口を利いたことがなかったんだ。

　ちょっと心配になった。

「アイツ大丈夫か？　俺が言うのもなんだけど、妖精とか病気とか、無む茶ちや苦く茶ちやな嘘うそをホイホイ信じちゃってただろ。あれじゃ詐欺とかマルチとかのいいカモじゃん」

　すると、嘘つき妖精はニヤリと嗤わらった。

《大丈夫でしょ。別に誰の嘘でも信じる訳じゃない。誠斗さんの嘘だから信じるんデスよ》

「なんで俺の嘘なら信じるんだ？」

《好きな人の言葉は信じたいのが乙女心なんじゃないデスか？》

　デビの言葉に、自分の頬ほおが赤らむのがわかった。

　春霞は、本当に俺を好きなのか？　ぶっちゃけ俺には女子に好かれる要素はない。ブサイクとまでは言わないけど全然イケメンじゃないし、コミュ障ってほどじゃないけど友達は少ないし、そこまでディープじゃないけど趣味はゲームとかアニメだし。

《どうデス？　この際、陽はるさんに告白して彼女にしちゃうってのは？　なんたって攻略ＵＰが０。ＵＰを消費せずに恋人にできるわけデスし》

「だから、俺が恋人にしたいのは大おお空ぞら真森ただ一人だって言ったろ」

《でも誠斗さん女子とつきあったことないデスよね。いきなり真森さんを恋人にしてもうまくいかないんじゃないデスか？　何事も練習デスよ。それに、陽さんとつきあったら嘘つき放題でどんどんＵＰが貯たまりそうじゃないデスか》

　デビの提案はこうだった。

　まず春霞陽に嘘告をして恋人（仮）にする。彼女相手に男女交際の練習をしながら、同時に嘘をついてＵＰを大量ゲット。１００万ＵＰ貯まったところで春霞をフって、デビの力で大空真森を恋人（真）にする。

「おまえそれ、妖精じゃなくて悪魔の発想だな」

《いやぁ、それほどでもぉ》

「だから褒めてねえって！　俺にそんな鬼畜なことできるわけないだろ！」

《えーっ、せっかく０ＵＰで恋人にできるのにもったいない。誠斗さんって、ラーメン屋で玉子無料デーとかでも貰もらわないタイプデス？　プライド高いなぁ》

「別にプライドが高いわけじゃない。てかオマエ、妖精のくせになんでラーメン屋のサービスデーなんか知ってんだよ？　そうじゃなくて、俺がアイツに告白しない理由はさ」

　俺が春はる霞がすみを彼女にしない一番の理由は、これだった。

「あいつ、メチャクチャ陰キャじゃん」

　うざいくらいに長い前髪とか、小声で早口に喋しやべるところとか、驚くと妙にオーバーアクションになるところとか。同族嫌悪なのはわかってるけど、やっぱり初めての彼女は大おお空ぞら真ま森もりみたいな明るい女子がいい。

《うわっ、誠斗まことさんの方がよっぽど鬼畜じゃないデスか。自分のことを好いてくれる女の子に向かって陰キャだなんて、普通絶対言いませんよ》

「俺だって直接は言わないさ。でも、俺って実は何気に面食いなんだよね。肝心の顔が見えない女の子はやっぱ範囲外かな」




　チャイムが鳴って、春霞が戻ってきた。

《じゃあ、陽はるさんのことはどうしマス？　無視するんデスか？》

「まあ、そうなるかな」

　つきあう気もないのに、期待を持たせるようなことはすべきじゃない。

　まもなく午後の授業が始まった。

　気がつくと春霞はチラチラと横目でこっちの様子をうかがっている。さんざん騙だまされているにもかかわらず、メモが飛んでくるのを待っているようだ。

　そのくせ俺が彼女の方を見ると、慌てて顔を逸そらす。

　どうやら、俺のことを好きだってのは間違いなさそうだ。

（これが大空なら……でなくても、もうちょっと可愛かわいい子なら嬉うれしいんだけどなぁ）

　思わずため息をついた。それに反応してまたこっちをチラ見してくる。

（なんかわかるなぁ。俺も移動教室なんかで大空を見つけると、いつのまにか目で追っちゃうもんなぁ。放課後のグラウンドで練習している姿を見てると時間を忘れちゃうし。話しかけられたら内容関係なくそれだけで嬉しいし）

　なんで俺なんかを好きになってくれたのか、それだけは相変わらずさっぱりわからない。

（……なんか、人を好きになるって切ないよなぁ）ノートをちぎって、メモを渡した。

『ＩＤ交換してくれ』

　二つ折りの紙片を開けた瞬間、春霞の頭がピューッと湯気を噴いた。前髪に隠れた顔がみるみる真っ赤になる。それから大慌てで取り出したスマホを、まるでラブレターでも渡すかのように俺の前に差し出した。

「あ、あの、やり方わかんなくて……交換したことないから」

「そういえば俺もないや。待って。今ネットで調べる」

　陰キャ二人組のやりとりに、空中のデビがニヤリとほくそ笑む。

《ありゃりゃ、彼女のことは無視するんじゃなかったんデスか？》

（うるさいな。嘘うそ告こくまではしないけど、無視することもないだろ。それに、ここまで単純に俺の嘘を信じてくれるＵＰの鉱脈を手放すわけにはいかないって）

　こうして、俺のスマホに生まれて初めて妹以外の女子の名前が登録されたのだった。





　　　　＊　＊　＊






【ＪＣの妹が水泳ゴーグルをして学校に行こうとしていた。

　理由を聞いたら、「だって、今日は午後から湿度１００％になるんだもん！」

　わけがわからず首をかしげる俺に、「湿度１００パーってことは、もう空気全部水じゃん。地球ヤバいよね」そう言って、いきなりスカートをまくり上げた。

「だから、制服の下にちゃんとスク水も着てるんだよ」

　うん。地球がヤバいって言う奴やつがいたら、そいつの頭が一番ヤバい説。説立証】




　翌朝。日課の嘘つぶやきを投稿すると、俺はいつもより早めに登校した。

　春はる霞がすみは始業時間よりだいぶ早く学校に着く習慣があるらしい。そうと知ったら、他の生徒がいない朝の時間帯に嘘をつきまくってＵＰを稼ぐ作戦に出ない理由はない。

　八時前に教室に着くと、すでにターゲットは教室にいた。重そうな前髪で顔の大半を隠したまま文庫本を読んでいる。あれで本当に字が見えているのか、あやしいもんだ。

「おはよう、春霞！」

　声を掛けると、弾はじかれたようにビクンとなる。相変わらず動きが挙動不審だった。

「えっ、あ、あの、おはよう、卯う曽そ月づきくん、今日は早いですね」

　いつもの蚊の鳴くような声が少しだけ甲高くなる。春霞の声は別に何かの病気ではなく、ただ生まれつき小さいってだけなんだそうだ。

「春霞と話したいと思って、早起きしてみた」

「えっ、わ、わたしのために、卯曽月くんが、早起き？」

　真っ赤になった春霞は猛スピードで文庫本を捲めくり始める。これ絶対読めてないヤツだ。さすがに誤解を生じる言い方だったと反省して訂正した。

「変な意味じゃないぞ。せっかく友達になったんだ。友情を深めるためにってことだ」

「友情を深める……あぁ、そういうことですか」

　今度は露骨にガッカリして肩を落とす。顔が見えないのに感情が丸わかりだった。

「そういうことそういうこと、ところで春霞、今日夕方雨降るって知ってた？」

　もちろん、嘘だ。今日の天気予報は一日中晴れ。

　だが春霞の辞書に「疑う」という言葉は載っていないらしい。ブルブルと首を横に振ると、ＵＰが上昇した。５３００→５３５０

「でも、置き傘があるから大丈夫です」

「へぇ、ちゃんと置き傘してるのか。準備がいいのは偉いぞ。まあ、雨は嘘うそだけどな」

「えへへ」嘘をつかれたっていうのに、春はる霞がすみの口元は緩ゆるみ切っている。偉いと言われたのが嬉うれしかったんだろうか？　なんだか飼い主に褒められて喜ぶ小犬みたいだ。

（今の嘘で獲得したポイントは50だけか）

《はい、本人に影響のない嘘や興味のない嘘だとポイントは少なくなりマス。おっと、変な攻略法を見つけられたら困りマスからヒントはここまでデス》

（ちぇっ、ケチだな。しょうがない。じゃあもうちょっといろいろ試してみるか）

　なんといっても目標は１００万ＵＰだ。デビの言う「ドス黒い嘘」なんてものをつくつもりはないが、多少の効率は重視したい。実験のために連発した。

「それはそうと今日の音楽の授業は屋上でやるんだって？　谷たに崎ざき先生、無む茶ちや苦く茶ちやだよな」

「音楽なのに、なんで屋上？」

「今日は合唱のテストだろ。生徒が屋上で歌って、先生がグラウンドでそれを聞いて採点するんだと。距離に負けない大きな声を出せるようにってことらしいぜ」

「そんなの無理ですよぉ！」春霞は涙声で不満を訴える。５３５０→５７５０

　おっ、今度は４００ＵＰ上昇だ。

　さっきと逆で、本人が動揺するような嘘だとゲットできるＵＰは多くなるみたいだ。じゃあもう一度、大したことがない嘘をついてみよう。例えば──

「あ、そうだ。ポテチあるけど食べる？　わさびビーフ味」

「食べますっ！」さっきまで泣きそうだったのが急に元気になる。

「あ、わりぃ、やっぱ無かった」

「……」また泣きそうな顔になった。５７５０→６３００

　５５０ＵＰ上昇。予想外に多かった。どんだけ食べたかったんだよ、ポテチ。

「朝ごはん食べてこなかったのか？」

　プルプルと首を横に振る。最初は挙動不審としか思えなかったその動作も、慣れてみるとなかなか可愛かわいい。ペットの餌付けをしてるような気分だ。

「ポテチ好きなのか？」

　今度はブンブンと縦に振る。なるほど、意外に食いしん坊らしい。

　きっとＵＰを使えば、プリンのときみたいにポテチを出すこともできるだろう。けど、ここで消費したら本末転倒だ。目指すＵＰは１００万。先はまだまだ長い。

　餌をあげたくなる気持ちをグッと抑えた。

「じゃあ、明日買って来てやるよ」

「やったぁ」春霞は嬉しそうに小さくガッツポーズした。６３００→６６００

　なぜだかＵＰが上昇する。納得いかなくて、デビにクレームをつけた。

（おい、今のは嘘うそじゃないぞ）

《嘘かどうかは、ついた本人の意思とは関係ないんデス。客観的な真実かそうでないかをＵＳＯ本部にある真しん贋がん鑑定委員会が瞬時に判断し、その結果が妖精ネットワークを通じて即時配信されていマス。悪あしからずご了承ください》




　ほどなく午前の授業が始まった。

「知ってた？　タピオカって南米産のカエルの卵なんだぜ」「えっ、昨日飲んじゃいました」

「緑茶の茶葉を発酵させたのが紅茶、茶葉を半分だけ発酵させたのがウーロン茶、そして茶葉をムギュってしたのがムギ茶な」「はわわ、麦関係ないんですかぁ」

「兎うさぎって江戸時代までは空を飛んでたんだって」「あ、だから羽って数えるんですか？」

　教師の隙をついて俺が嘘をつき、春はる霞がすみ鉱山がＵＰを産出する。熟練した町工場のような連携で２０００ＵＰを叩たたき出した。

「むう、順調順調」

《いや驚きデス。私もこの仕事長いデスが、三日でここまで貯たまった人は初めてデスよ。本来なら一度騙だまされた人間は警戒して騙されにくくなりマスからね。嘘をつけばつくほど、人を騙せなくなる。つまり、ＵＰが上がらなくなるはずなんデス》

「その点、春霞はノーガードだからな」

　しかし、午後になってトラブルが発生した。

　昼休みが終わって、五時間目は音楽。

　予鈴が鳴っても音楽室に春霞の姿がなかった。彼女は昼飯をよそのクラスの友達と食べるらしく、昼休みは教室にいない。けど、授業に遅れたことは一度もなかったのに……

《もしかして、誠斗まことさんの嘘のせいデスかね？》

「嘘って……もしかして、屋上でコーラスのテストってアレか？」

　五時間目の音楽は屋上で行われる。たしかにそんな嘘をついた。

「でもさ、ちょっと考えれば嘘だってすぐわかるだろ。それにもし騙されて屋上に行っても、中には入れないわけだし」

　華村学園ウチでは、屋上は全面閉鎖されて生徒は立ち入れなくなっている。

　立ち入れなければ、戻ってくるはずだ。

《でも、あの春霞さんデスからねえ。今頃、一人屋上で待ってたりして》

「……しょうがないな」

　俺は音楽室を出て、屋上へ向かった。屋上自体には入れないから、いるとしたら屋上手前の塔屋だ。校舎は新校舎と旧校舎があって、それぞれの校舎に塔屋が二つずつある。

　つまり探さなきゃいけない場所は四か所。だが、とても全部を見て回る時間はない。

　すると、空中をついて来ていたデビがクルリと宙返りした。

《１０００ＵＰで、彼女がどこにいるか教えてあげマスよ》

「１０００って、高すぎだろ！」

《でもぉ、もうすぐ授業始まりマスしぃ。それに音楽はテストなんデスよねぇ》

　算盤そろばんを弾はじきながらニヤリとほくそ笑む。足元を見られているのは明らかだけど──

「ああもう、わかったよ！　デビ、頼む」

　しぶしぶ頭を下げると、ポンという音がした。８６５０→７６５０

《陽はるさんは新校舎東階段の上デス》

「よっしゃ！」

　すでに生徒のいなくなった廊下を走り、階段を二段飛ばしで駆け上がる。

　日ごろの運動不足が祟たたって、はやくも息切れがしてきた。

「十六歳でこれはマズいだろ。よし、明日から毎朝ランニングするぞ！」

《ちなみに、自分についた嘘うそではＵＰは貯たまりませんよ》

「ちぃっ、見抜かれたか」

　更に階段を上り心臓が千切れそうになったところで、屋上につながる扉の手前に何やら黒くてモジャモジャした物体を発見した。一瞬野良猫でも入り込んでいるのかと思ったが、間違いない。うずくまった春はる霞がすみ陽の頭だ。

「春霞、オマエなにやってんだよ！」

　俺の叫びに反応して黒いモジャモジャが顔を上げる。口の端から光るものが垂れていた。

「もしかして、寝てたのか？」

「寝てない、寝てません！」

　目を擦こすりながらそう言うと、巣穴から顔を出した兎うさぎのように辺りを見回して首を傾かたむける。

「あれ？　音楽の授業はまだですか？」完全に寝てたな、コイツ。

「音楽の授業は音楽室！　もうすぐ始まるから走るぞ！」「え、でも、今日は屋上でやるんじゃ？」「そんなん嘘に決まってるだろ！」「嘘なんですか」「そう、嘘！　とにかく、立って走る！」

　寝ぼけ眼まなこの春霞の手を掴つかんで無む理り矢や理り立たせた。

「ちょ、ちょ、ちょ、ちょっと、いきなり手はハードルが高いです、手汗が」

　また挙動不審にワチャワチャ言い始めるけれど、気にしていられる時間帯じゃない。

　そのまま強引に引っ張って、全速力で音楽室にたどり着く。ラッキーなことに先生も遅れていて、ギリセーフだった。

「フウ、間に合った」「あのっ、手を」

　真っ赤な顔の春霞に言われて、握っていた手を放す。白くて華きや奢しやな手だった。よくよく考えてみたら、女子の手を握ったのは小学校のフォークダンス以来だ。

「あ、汗っ、これで拭いてください！」

　自分の息を整えるより先にハンカチを差し出してくる。たしかに彼女の掌てのひらは汗をかいていて、それを握った俺の手もちょっと湿っていた。

「いや別に、こんなのすぐ乾くだろ」

「ダ、ダメです、臭いです！」

「手の汗なんて臭くならないって。ほら、クンクン、全然匂わない」

「か、嗅いじゃダメです！」

　春はる霞がすみは珍しく強引に俺の手を取って、ハンカチで拭こうとした。その拍子に息がかからんばかりの距離まで顔と顔が接近する。

「おい、ちょっと、顔近っ！」

　けれど、手汗を拭くのに夢中な春霞は全然気づいていないようだ。

　前髪が乱れて、普段隠れている顔の上半分が露あらわになる。

《おぉ、今度こそ、前髪のベールに閉ざされた陽はるさんの素顔初公開デスね！》

　言われてみればたしかに、変顔以外の春霞の顔を見るのはこれが初めてだ。

（……あれ？　こいつ……マジで可愛かわいくね？）

　現れたのはパッチリした黒目がちな瞳、ツンと上を向いた鼻、丸くて赤い頬ほお。紳士諸君の庇ひ護ご欲をそそること間違いなしのロリ美少女だった。しいて欠点を挙げれば、額が若干出っ張っていることか。もしかしたら春霞はそのデコッパチを気にして普段前髪で隠しているのかもしれない。けれどそれを差し引いても、十分お釣りがくる可愛さだ。

《美少女キターッ！　隠れた素顔が美形なんて漫画のヒロインじゃないデスか！》

（い、いや、まあ、たしかに可愛いけどさ。お、大おお空ぞらほどじゃないだろ）

　辛うじてそう反論したものの、覗のぞき見た素顔に毒気を抜かれた俺はすっかり無抵抗で春霞のなすがままに手を拭かれた。

「ええと、嘘うそついて悪かったな。けど、俺って嘘つかないと（以下同文）」

「はい、大丈夫です。わたし、卯う曽そ月づきくんを信じてますから」

「いや、だから、俺の言うことは嘘なんだって……でもまあ、信じてくれると助かる」

　ふと思った。春霞が俺の得意なファンタジー系の嘘を信じてくれれば、意味のないつまらない嘘や人を傷つけるドス黒い嘘なんかつかなくてもすむわけだ。

　指の間まで丁寧に拭き取った春霞は最後にクンクン匂いを嗅いで無臭を確認し、これで良しと満足げに手を放した。そこでようやくこれまでのことを思い出したらしく、ピンク色の頬をぷうっと膨らませて抗議してくる。

「嘘はいいけど、いきなり手をつなぐのはダメです」

「いきなりじゃなきゃいいのか？」

「ダメです！　手をつなぐのは恋人同士になってからです！」

　隠れ美少女はなかなか古風な考え方の持ち主らしい。

　デビがにやけ顔で俺の肩を小突いた。

《なかなかいい雰囲気デスね。やっぱ考え直してこの子に告白しましょうよ。なんたって攻略ＵＰ０デスし、これだけの美少女なら誠斗まことさんも文句ないでしょ》

　たしかに素顔は可愛かわいかった。けどそんなあからさまな掌てのひら返し、人としてどうだろう？

（馬鹿言うな。俺はあくまで大おお空ぞら真ま森もり一筋。春はる霞がすみとは別にそういうんじゃないって）

《ふうん、それならまだまだＵＰが必要デスね》

（おう、これからも頑張って嘘うそをつくぞ！）

　そして俺は午後からも春霞に嘘をつき続け、ＵＰをゲットしまくったのだった。





　　　　＊　＊　＊






　さらに次の日の朝。

　つぶやきアプリにつぶやいたネタをトークアプリで春霞にも投入する。

誠【ちょっと聞いてくれ。近所のごみ捨て場に『みだらにゴミを捨てないでください』って貼り紙があったんだ。なんか引っかかるなぁと思ってたら、声を掛けられた。

「ねぇ、お兄さん、ちょっとゴミ捨てを手伝ってくださらなぁい？」

　みると、いかにも痴女って感じの女がゴミ袋を手に立っててさ。アハーンとかウフーンとか言いながらグラビアポーズでにじり寄ってくるわけ。抱きつかれそうになった瞬間、「こらーっ！」と怒鳴り声がして近所のおじさんが痴女を追い払ってくれた。でもおじさんは「まったく、ちゃんと貼り紙読めよな」と愚痴りながら、手にしたゴミをポイ捨てするんだよ。それで俺はようやく気がついた訳さ。普通のゴミ捨て場の貼り紙は「みだりにゴミを捨てるな！」だけど、ここは「みだらにゴミを捨てるな！」だってことに】

陽はる【ホントにいるんだ、みだらに捨てる人】１１６００→１１７００

　視界右隅の数字が上昇したのを確認して、話題を変える。

誠【もう、学校にいるのか？】

陽【うん】

誠【俺も近くまで来てるけど、コンビニに寄ってから教室行く。ポテチな】

陽【うん！】

　普段の本人からは想像できない大きな笑顔のスタンプが届いたと思ったら、１１７００→１２２００　ＵＰが５００上昇した。

「おいデビ、俺今なんにも嘘ついてないよな！」

　空中を漂う妖精に文句を言った途端、トークアプリにメッセージが入った。

【今から会えない？　旧校舎裏の温室前で待つ】
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　差出人は、「big_sky」。迷惑メールかと思ったが、アイコンに目が行った。

　映っているのは、走り高跳びのバー。

「もしかして、『big_sky』って大おお空ぞら？」

　ドクンと心臓が音を立てる。

「な、なんで大空が俺のＩＤを知っているんだ？」

　その疑問には、すぐに答えが見つかった。

　大空には友達が多い。俺のクラスにもたくさんいる。ぼっちを自認している俺でもさすがにクラスのトークアプリグループには参加しているから、そこからたどればいい。

　だが、しかし。新たに浮かび上がるもう一つの疑問には、さっぱり答えが出なかった。

「あの大空真ま森もりが、こんな朝っぱらから俺を呼び出して何がしたいんだ？」

　待ち合わせ場所に指定された旧校舎裏の温室前は、生徒の動線から外れていて人通りがほとんどない。そのうえ四季折々の綺き麗れいな花が咲いているロマンチックな場所だった。

　何を隠そう、華はな村むら学がく園えんの生徒なら知らない者はいない告白スポットだ。

「まさか、大空が俺に告白？」

《それはありえないデス。真森さんの攻略ＵＰは１００万デスよ》

「いや、こうは考えられないか？　攻略ＵＰが高いってことは、大空は俺に攻略されたくない。けど、逆に俺を攻略したい。攻略したがりガールなんだ！」

《ちょっと何言ってるのかわからないデス》

「俺はわずかでもその可能性に賭ける！　悪いがデビ、もしそうならおまえとの契約は解消だぞ。大おお空ぞらと恋人になれさえすれば、わざわざ嘘うそをつく必要なんてないんだからな」

《えーっ！　ブーブー！　そんな都合のいい女扱いはひどいデス！》

　ブーイングを飛ばしながら、デビがふと思い出したように言った。

《あれ？　でも誠斗まことさん、今からコンビニに行ってポテチを買うんじゃなかったんデスか？　嘘ついてないだろキリッとか言ってましたよね、ドヤ顔で》

「ぐぬぬ」言葉に詰まった。

【コンビニに寄って教室に行く。ポテチな】

　たしかに春はる霞がすみにはそうメッセージを送った。嘘をついたつもりはなかった。

　俺の脳内に大きな天てん秤びんばかりがあって、片方にペットのように頷うなずく春霞陽はるが、そしてもう片方に天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を浮かべる大空真ま森もりが乗っている。

　先に約束をしたのは春霞だから、そっちを優先するのが人として正しい道だろう。

「そうだよな。先約は春霞だもんな。このbig_skyさんには断りを入れるとしよう」

　トークアプリを開いた。再び高跳びのバーのアイコンが目に入る。

　その途端、口の中にしょっぱくて酸っぱくて少しだけ甘い塩レモネードの味が甦よみがえった。

　あふれる唾液と共に、天秤がいっきに傾く。

「たしかにコンビニに寄って教室に行くとは言った！　けど、何時とまでは言ってない！　であるから、大空との待ち合わせを済ませた後に教室に行っても全然何の問題もない！」

《うわぁ、ちょっと聞くと男らしいけど全然男らしくない発言キタァーッ！》

「うるさい！　別にいいだろ！」

《もちろん構いません。私的には、誠斗さんが泥沼に嵌はまるのは願ったり叶かなったりデスからねえ。さあて、これからどうなるか、楽しみになってきましたよぉ》

　舌なめずりしながらそう言うと、デビはニヤリと微笑ほほえんだ。その禍まが々まがしい微笑みに、彼女がこの世ならぬ存在であることを思い出す。

　妖精を自称しているコイツの尻からは、悪魔の尻尾が見え隠れしていた。

「フン、楽しみでも何でも勝手にしてろ！」

　けれど、今はデビのことなんかどうでもいい。大空が待っているんだ。どんな理由かはわからないけど、この一年間そんなことが一度でもあったか？

　気がつくと、俺の足は旧校舎裏へ向かって駆け出していた。

　急げ、我が華はな村むら学がく園えん屈指の告白スポットへ。

　この季節、温室にはどんな花が咲いているだろうか。植物に詳しくないから全然わからない。けど、一つだけ最高に美しい花が咲いていることだけは間違いなかった。

「それは大空真森、キミの笑顔だぁあああ！！！」






第二章　隣の席のあの子は唐揚げが好き









　──と、思いきや、

「あ、あの、大おお空ぞら、お待たせ」

　浮かれ気分と荒い息で旧校舎裏にやってきた俺を待っていたのは、大空の笑顔なんかじゃなかった。ビュンという風切り音と共に、何が眼前を通り過ぎる。

　竹刀だった。上段から振り下ろされた竹刀が、鼻先をかすめて地面に突き刺さった。

「チィッ、外したかっ」

　舌打ちの主は、俺の想おもい焦がれる大空真ま森もりその人だ。

　いつもひまわりのような笑顔がまぶしいその美貌に、鬼の形相が浮かんでいる。学校指定ジャージの袖をまくり、額には鉢巻を巻いて、まさに臨戦態勢だった。

《外したかっ、ってことは本気で当てるつもりだったみたいデスね》

　何が何だかわからない。けど、俺の生存本能が緊急避難のサイレンを鳴らしていた。

　大空真森は並の女子とは違って、背も高く筋力もあるアスリートだ。本気の攻撃が当たれば、竹刀であってもかすり傷じゃすまない。

「ええと、大空、これはいったいどういうつもりだい？」

「どういうつもりって、それはこっちのセリフよ！」

　返ってきたのは、「守らないマモリちゃん」からは想像もつかないドスの利いた声だ。

「なんでハルに嘘うそつくの？　やめてよね、あの子そういうの全部信じちゃうんだから！」

「な、なんのことだ？　ハルって……もしかして春はる霞がすみ陽はるのことか？」

「とぼけないで！　卯う曽そ月づきクン言ったでしょ。今日は学食のおばちゃんの誕生日で学食が無料バイキングになるって！」

「げげっ」たしかに言った。まさか信じるとは思わなかった。

　そしてこの嘘で、俺は大量１０００ＵＰをゲットした。速攻で嘘だと暴露しようと思ったけど、春霞があまりに喜ぶもんで言いづらくなって今日に至っていた。

「ハルってばすっかり信じ込んじゃって、お弁当持ってこないのみならず、朝ご飯も抜いてきちゃったんだから。あたしが絶対嘘だよって言っても、卯曽月クンが教えてくれたから間違いないの一点張りでさ」

「あちゃー」

「あちゃーじゃないっ！　いったいどういうつもり？　いじめ？　いじめなの？　返答次第ではあたしにも覚悟があるんだからね！」

　眉間にしわを寄せて、手にした竹刀を握り直す。

「ええと、大空さんは春霞とどういうご関係で？」

「あたしとハルとは小学生から一緒の大親友、いいえ、大大大大大親友よ！　あたしがいるからには、ハルには指一本触れさせないんだからね！」

「……マジかよ」

　大おお空ぞら真ま森もりに恋して早一年の俺だが、二人がそんな関係だとは知らなかった。じゃあ春はる霞がすみが毎昼休みにいなくなるのは、大空と一緒にご飯を食べているからか。なんて羨ましい。

《のんきに羨ましがってる場合じゃないデスよ！》

　再び襲ってくる竹刀を、間一髪でかわした。

　どうやら大空は、幼おさな馴な染じみに嘘うそをつきまくる悪い男に制裁を加えようという気らしい。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！」

「何よ？　ちゃんとした理由があるなら正直に言いなさい！」

「そ、それは……」

　俺が春霞に嘘をついてるのは、もちろんＵＰを貯ためて大空を彼女にするためだ。けど、正直に話しても信じてもらえるとは到底思えなかった。それ以前に、デビとの契約のことをバラしたら重大なペナルティを科せられてしまうんだ。

　袋小路に追い込まれた俺に、デビが助け舟を出してきた。

《どうしマス？　ＵＰを使えば、この状況を切り抜けられマスよ》

「本当か？」まさに悪魔のささやきだが、ここはデビに頼るしかない。

《はい、松コース３０００、竹コース１２００、梅コース５００ＵＰになりマース》

　春霞に嘘をつきまくったおかげで現在１２２００ＵＰの貯金がある。しかし最終目標が１００万ＵＰだってことを考えると無駄遣いはしたくなかった。

「竹コースで頼む」

《はい、竹コースは誠斗まことさんの言い訳スキルを10分間アップさせマス》

「言い訳スキル？」１２２００→１１０００

　ポンという気の抜けた音がして、右隅の数字が減少する。

　特に何か変わった感じはしないけど……

「何ブツブツ言ってるの？　はっきりして！　何な故ぜハルに嘘をつくの？　いじめなの？」

　そう叫びながら、大空は三み度たび竹刀を振りかぶった。

　返答次第ではまた容赦ない打撃が襲ってくるだろう。ところが──

「いじめなんてとんでもない。俺だって嘘をつきたくてついてるわけじゃないさ」

　俺の口から、思ってもいない言葉があふれ出た。

「春霞ってなんか可愛かわいいだろ。俺の嘘にほっぺプルプルさせて頷うなずいたり、『ほぇぇ』とか訳のわからん合あい槌づちついたり。あれ見てると、つい嘘をつかずにいられなくなるんだよ」

　我ながら、なんかチャラい。こんな言い訳でホントにこの状況を切り抜けられるんだろうか？　むしろ火に油を注ぐことになっちゃったりしないか？

「卯う曽そ月づきクン、キミねえ」

　大おお空ぞらはこめかみをピクつかせながら、俺の鼻先に竹刀を突き付けてくる。

（やっぱ無理じゃないか！　だいたい言い訳スキルなんかアップしたって──）

「なかなかわかってるじゃない！　そうそう、そうなの！　ハルってば、実は何気にメチャメチャ可愛かわいいんだよ！」

　無理じゃなかった！

「背を高く見せたくていつも少しだけ踵かかとを浮かせてるトコとか、前髪が乱れると隠してたおデコがピカッって光るトコとか、じつは食いしん坊で夕ご飯が唐揚げの日は寄り道せずにまっすぐ家に帰るトコとか、ホントあの子ってばプリティー極まりないわけよぉ」

　いったいなんのスイッチが入ったんだろう。大空はすっかり上機嫌になって、春はる霞がすみ陽はる可愛いトークを炸さく裂れつさせ始めた。スキルアップした俺の口がすかさず合あい槌づちを打つ。

「あーわかるわかる。ポテチ食べる？って聞くと地味に目を輝かせるところとか」

「うんうん、卯曽月クン、キミなかなかイケる口だねえ！」

「あと、めちゃくちゃ声小さいくせに喜怒哀楽が丸わかりなところとかな」

　俺の意思とは無関係に、まるで息をするように言い訳が口をついて出る。

　それを聞く大空の顔に天使の微笑ほほえみが戻ってきた。

「そうそう、ハルってホント可愛み超特大だよね！」
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　うんうんと頷うなずきながら、俺は思う。

（いやいや、目をキラキラさせて春はる霞がすみを称たたえる大おお空ぞらの方が可愛かわいさ無限大だから）

　ふと気がついた。こんなに春霞を可愛がっていて、春霞を騙だました俺に喧けん嘩かまでふっかけるなんて、大空ってば春霞のこと好きすぎだろ。大親友なんて言ってるけどホントは……

《もしかして、真ま森もりさんは百ゆ合りってやつなんデスかねえ》

　ガーン。頭の中でお寺の鐘が鳴り響く。信じられない。信じたくない。けどそう考えると、大空の攻略ポイントが異常に高いことにも説明がついた。

「……マジかよ」

《「誠斗まことさんは真森さんが好き」「真森さんは陽はるさんが好き」「陽さんは誠斗さんが好き」って、これはもう完璧な三角関係じゃないデスか！》

　まじまじと目の前の美少女をながめる。

　大空は背が高くスレンダーで、髪は短く、運動神経抜群。

　片や春霞は背が低くて、黒髪ロングで、小動物系。

　こんなん絶対に理想の百合カップルだ。どう考えてもお邪魔虫なのは俺一択。そういやこの前の国会で「百合漫画に男キャラ出すの禁止」法案が可決されたばかりだし。

　なんかショックマジ半端ないんですけど！

　頭を抱える俺に向かって、大空はペロリと舌を出してみせた。

「いやぁ、あたしにハルの半分も可愛げがあったら、もちょっと男子にモテると思うんだけどねえ。夜中にこっそりマネして『ほぇぇ』とか言ってみたりするんだけど、デカいから気持ち悪いばっかでさ」

　そう言いながら、ポリポリ額を掻かく。アレ？

「ええと、大空？　もしかして男子にモテたいの？」

「何よぉ、悪いぃ？」

「でも、今の話の流れからして、てっきり大空は春霞のことが好きなのかと」

　すると普段こぼれ落ちそうなほど大きい瞳が一瞬、点になった。

「はっはぁーん、卯う曽そ月づきクンってそーゆー趣味？　性少年の夢を壊すようで申し訳ないけど、女の子同士で好き好きチューとかしちゃうのってアニメや漫画の中だけの話だよぉ」

「そうなのか？」

「逆に考えてみてよ。いま女子の間でＢＬとか流は行やってて、すぐ男子同士をカップリングしたがるけど、そういうカップルって現実にはあんま見かけないでしょ」

「まあ、そうだな」美み川かわの攻略ＵＰは８６００だったけど、それは個人情報だから内緒だ。

「でしょでしょ。それとおんなじことよ。いくら仲が良くっても、女の子同士でつきあうなんてそうそうないんだってば！」

「言いたいことはわかったけど、なんでそこまで力説するんだ？」

「男子によく言われるんだもん。おまえ女子にモテるだろとか、男なんて眼中にないだろとか。あるっちゅうねん、男子にメチャモテたいちゅうねん、なんなら「陸サーの姫」と呼ばれたいちゅうねん！」

　インチキ関西弁でまくしたてる。すっかりいつも通り、明るさ全開のひまわりスマイルだ。ここはもう行くしかない。清水の舞台から飛び降りるつもりで聞いてみた。

「大おお空ぞらだって十分可愛かわいいと思うけど……彼氏とかいないの？」

「いないいない。というより、いたことない。誰だよ、高校生になったら彼氏できるって言った奴やつ！　出て来て土下座しろ！」

　心の中でガッツポーズする。

「じゃあ、好きな男子とかは？」

「グイグイ来るねえ。それが残念ながらいないんスよぉ。生活が陸上一色だからねぇ。あー虚むなしい。どっかにいい男落ちてないかなぁ。で、そっちは？　彼女は、いないとして」

「おいおい失礼だな！　まあ、いないけど」

「うん。知ってた。でもさ、好きな女子くらいはいるんじゃない？」

「……気になる子はいる、かな」

「ほほう、誰々？」

「それはその、ここではちょっと」

　大空に詰められて、ついもにょってしまった。どうやら竹コース言い訳スキルアップの10分間が終了してしまったらしい。俺が好きなのは目の前にいる美少女さ、なんて歯の浮くセリフは逆立ちしても言えそうになかった。

「ふうん。じゃあさ、こうしようよ！」

　すると大空は、閃ひらめいたっと言わんばかりにポンと手を打って微笑ほほえんだ。

「あたしとキミで『はるはる可愛い同盟』を結成するワケさ！　んでもって互いにハルと話したことや可愛かったことを知らせ合うの！　これならキミが嘘うそついても、あたしがフォローして被害が出ないようにできるっしょ！　我ながらナイスアイディアじゃない？」

「お、お、れ？」驚きのあまり声も出なかった。

「おおれ？　なにそれ、フラメンコ？」

「俺と、大空が、連絡を取り合う？」

「なによ、嫌なの？　ショックだなぁ。別に壺つぼを売りつけたりするわけじゃないよ。洗剤くらいだよ。しかもすんごくよく落ちるヤツ。それにね、赤ちゃんの肌にも優しいの」

「結局売りつけるんかい！　ってまあ、そのぉ、連絡を取り合うのはすごくいいと思う」

「そうこなくちゃ！　そうと決まれば早速スマホ出して！　グループを作るよぉ！」

　なんということでしょう！

　超盛り上がって二人きりのトークアプリグループまで作ってしまった。

　そしてつい先刻まで鬼の形相で竹刀を振りかざしていた大おお空ぞらは、最後には笑顔で手を振って「じゃあ、朝練の続きあるから」とグラウンドへ駆けて行った。

（おそるべしＵＰキャンペーン、おそるべし言い訳スキル）

《ちなみに梅コースは防御スキルをアップして竹刀攻撃を受けきる作戦。松コースはジゴロスキルをアップし、真ま森もりさんをメロメロにしてうやむやにしてしまう作戦でした》

（竹コースで良かった……てか、松！）

　ただ、少しだけ気になることがあった。百ゆ合りでもなく、彼氏もいなくて、あんなにモテたいと言ってたのに、なぜ大空真森の攻略ＵＰはあんなに高いんだろう？

　そして春はる霞がすみをダシにすっかり打ち解けたにもかかわらず、彼女の攻略ＵＰは１００万から１ＵＰも減ってはくれなかった。




「あ、卯う曽そ月づきくん、おはよう！」

　大空と別れて教室に着いた俺を待っていたのは、春霞陽はるだった。

　俺の姿を見つけると、待ち焦がれたように立ち上がる。ピンと背筋を伸ばしたその姿はまるでプレーリードッグだ。

（ヤバい。そういや、ポテチを買ってくるって約束してたんだっけ）

「ええと、あの、おはよう春霞」

　顔色を見て察したのか、春霞は作り笑顔でブルブルと両手を振った。

「あ、あの、気にしないで。ポテチ嘘うそだったんですよね。わかってますから、ポテチ」

「うぐっ」嘘をつくつもりはなかった。けど結果的に嘘になってしまった。

　しかもそれだけじゃない。

「あー、あのさ、今日の昼飯の話なんだけど……」

「はい、今日はなんと学食が無料バイキングの日！　はっ、もしかしてそれも嘘？」

「まあ、その、そう……なんだ」

　ガーン！　という擬音が聞こえてきそうだった。

　ダブルの衝撃に耐えられなかったらしく、ピンと伸びてた背筋がぺちゃんこになる。

《うわっ可哀かわいそう。背景に縦線が入るくらい露骨に落ち込んでマスよ。誰かさんのせいで》

　さすがの俺も良心が痛んだ。

「春霞さ、今日は弁当持ってこなかったんだよな」

「どうしてそれを？」

「さっき、大空に聞いた。春霞に嘘つくなって怒られたんだ」

「えっ？　あ、あの、まもちゃんは小学生の頃からの友達で……ごめんなさい、失礼なこと言いませんでしたか？」

「大丈夫、大空とは完全に和解したから」

「よかったぁ」

「で、昼飯だけどさ、おごるから学食で一緒に食おうぜ」

「ええっ……は、はいっ！」

　ブンブンと首を振って頷うなずく。どうやら一瞬で元気を取り戻したらしい。その姿はまるで大好物のクルミに齧かじり付つく小リスだ。俺はホッと胸を撫なでおろした。




　そして昼休みの学食。

「フフフフフーン」

　春はる霞がすみは鼻歌交じりに上機嫌で唐揚げ丼を頬ほお張ばっている。ふと思い出した。

「そう言えば、春霞って唐揚げが好物なんだっけ」

　前髪の下の顔が、一瞬で赤くなる。

「まもちゃんですか？　もぉ余計なこと言うんだから」

「ははは、でも仲いいんだな、大おお空ぞらのやつ、春霞を可愛かわいい可愛いって褒めまくってたぜ」

「まもちゃってば、すぐわたしを妹扱いするんです。自分の方が子供っぽいくせに」

　プイッと口を尖とがらせるその姿は、どうみてもお子様キャラだ。思わず笑みがこぼれる。

「大空が春霞より子供っぽい？　嘘うそだろ」

「嘘じゃないです！　例えば、ええとそう、まもちゃんて、わたしが食べてるものはなんでも味見したがるんですよ。アイスとか、すぐ一口ちょうだいって言ってくるし」

「へ、へえー」

　それって、子供っぽいというより単にイチャイチャしてるだけでは？

　眼めを閉じて、大空と春霞が二人で一つのアイスを食べあってる姿を思い浮かべた。大空は否定してたけど、どう見ても百ゆ合りカップルにしか見えない。ぶっちゃけ大好物だ。

《あ、私、いいこと思いつきました》

　突然、デビが話しかけてくる。どうせロクなことじゃないだろうと思っていたら、

《もし誠斗まことさんが陽はるさんに食べられちゃったら、真ま森もりさんが「一口ちょうだい」とか言ってくるわけデスよね。そんでそのまま協力プレイ的な？》

　想像以上にロクなことじゃなかった。

「デビ、てめえは引っ込んでろ！」

　つい声に出して叱りつけると、春霞が不思議そうにこっちを見る。慌てて誤ご魔ま化かした。

「なんか、ハエだと思ったら春霞の守護霊だった」

「えっ、わたしの守護霊小ちっさ過ぎ！　じゃなくて卯う曽そ月づきくん守護霊見えるんですか？」

　また信じた。１１５００→１１６００

「見えるわけないだろ！　てか春霞ってなんでこんな簡単に嘘を信じるんだ？　音楽の授業が屋上とか、学食が無料バイキングとか、絶対おかしいってわかるだろ」

　俺に問い詰められて、春はる霞がすみはグッと下唇を噛かんだ。

「ううっ、わたしをバカだと思ってるんですね。そんなことないです。音楽の時は最初信じて屋上に行っちゃったけど、すぐ嘘うそだってわかりましたから。鍵も閉まってたし」

「じゃあなんで戻ってこなかったんだ？」

「なんだか、卯う曽そ月づきくんが迎えに来てくれる気がして。今日だってちょっと変だなって思ったけど、もしかしたらこうやって一緒にお昼食べられるかなって」

　意外な告白に目が点になった。

「てことは、確信犯？　俺におごらせようとしたのか？」

「そ、そういうわけじゃないです！」

「……春霞、おまえ侮れないな」

　騙だまされやすい単純なヤツだと思っていたら、そうじゃなかったのか？

「……あ、あそこに飛んでるの、卯曽月くんの守護霊じゃないですか？」

　言葉に詰まった春霞は、見え見えの小芝居で俺の気を逸そらすと、大急ぎで残りの唐揚げ丼を食べ始めた。金返せと言われるとでも思ったんだろうか？

（なんか、女子ってよくわからん）

　首をかしげていると、通りかかった同じクラスの男子が話しかけてきた。

「よぉ、卯曽月じゃん」

　座ざ間ま満みつる。たいして仲良くもないヤツだが、妙に馴なれ馴なれしく絡んでくる。

「お前さぁ、前にアイドル話で盛り上がったとき自分面食いとか言ってなかったっけ？」

「何が言いたい？」

「何がって、面食いなのにこんなのとつきあってんの？　唐揚げ丼爆食いってウケる」

「はぁ？」思いっきりムカついた。

《あれ？　でも誠斗まことさんも、こないだまで陰キャすぎとか言ってましたよね》

　たしかに春霞はちょっと見地味でコミュ障で、カースト的には下層扱いされている。けどその素顔はなかなかの美少女だ。それになによりＵＰの大量調達に必要な貴重な人材、言い方を変えると大恩人だった。座間ごときに馬鹿にされて黙っちゃいられない。

「卯曽月、趣味悪くね？　それとも目が悪いのか？」

「いい加減に──」声を荒らげようとしたそのときだった。

「あ、あのっ！　わたしたち、つきあってません！」春霞が叫んだ。

「だから、卯曽月くんは趣味悪くないし、目も悪くないです！」

　振り絞られたその声に誰よりも俺がびっくりした。そして、腹が立った。

　人と話すのが苦手な春霞が俺のために声を張っている。つまりコイツにこんなことを言わせてるのは、俺自身なんだ。

　気がつくと、立ち上がって座間に詰め寄っていた。

「ああ、俺は面食いだよ。面食いだからコイツとつきあってんだ。おまえ、ちゃんと春はる霞がすみの顔見たことないだろ。あまりの可愛かわいさにぶったまげるぞ。この学校に春霞より可愛い女子なんてそうそういないからな。つっても、まあ見せてやんねえけど。春霞の可愛さは俺ら『はるはる可愛い同盟』が独占するって決まってっから」

「はるはるかわいいどうめい？」

　途端に、ＵＰが爆上がりする。１１６００→１６６００

　いっきに５０００ＵＰもアップ。さらに腹が立った。

（別に俺は嘘うそついたわけじゃねえぞ！）

《その辺は、ＵＳＯ当局の真しん贋がん鑑定委員会が下した判断デスので悪あしからず》

「ざけんなよ！」

「お、おい、そんなムキになるなよ。ジョークじゃんか」

　デビに怒鳴ったのを勘違いした座ざ間まは、捨すて台詞ぜりふを残して退散していった。それでも俺の怒りは収まらない。俺が腹を立てたのは無神経な座間に対してだけじゃなかった。春霞を利用している自分や、馬鹿みたいになんでも信じる春霞にも無性にイライラしていた。

「あ、あのぉ、卯う曽そ月づきくん、今のは？」

　振り返ると、春霞が耳まで真っ赤にしてうつむいていた。スカートの裾を握りしめる手がプルプル震えている。

（……なんか、昔飼ってたハムスターを思い出すな）

　その姿を見ていたら、胸の中でモヤモヤしていたものがすうっと消えていった。ペットに癒いやし効果があるってのは、どうやら本当らしい。

　俺は春霞に手を合わせ、土下座せんばかりに頭を下げた。

「つきあってるとか嘘ついちゃってゴメン。座間の奴やつがムカつくこと言うから腹立ってさ」

「嘘……そうですよね。卯曽月くん、まずは嘘から入るスタイルですもんね」

「スタイルってこともないけどさ。やっぱ怒ってるのか」

「怒ってないです。ただ、びっくりして……ちょっと眩暈めまいが」

　突然小さな身体からだがグラリ揺れ、俺に向かって倒れ掛かってきた。慌てて抱きとめる。

「えっ？　どうした、大丈夫か？」

「だ、だいじょぶ……ですけど……あのぉ、おでこ見ないで」

　俺の問いかけに蚊の鳴くような呻うめき声ごえで答える。どう見ても大丈夫じゃないが、春霞的には前髪が乱れてデコッパチが露あらわになる方が問題らしい。

「わかったわかった。ほら、ちゃんと前髪整えてやるぞ。よし、もう隠れたからな」

　冷静を装いながらも、正直俺はパニックに陥っていた。

（いったいどうすりゃいいんだ？　ＡＥＤってやつを使うのか？　それとも救急車？）

　固まっていると、ざわつく生徒たちの輪をかき分けて誰かが近づいてくる。

「はいはい、ちょっと通しておくんなましよぉ」大おお空ぞら真ま森もりだった。

「ハルってば緊張したり興奮したりするとよく貧血になるの。ちょっと寝りゃ治るから、保健室に連れてくね。足を上げて運ぶから、卯う曽そ月づきクンは下半身を持ってくれない？」

「下半身？　俺が？」

「あ、今エロいこと考えたでしょ。そんな人に上半身こつちは任せられません」

　大空は、慣れた様子で春はる霞がすみの背中から脇に手を入れて上半身を抱え上げた。がっつり胸に手を回す形になるので、たしかに俺がその役をやるのは問題アリだろう。

「エロいことなんて考えてねえよ、いまそれどころじゃないだろ！」

「えーっ？　あたしは考えてるよ！　てか、80％くらいはヤリ目だよ！」

「多いよ！　黙って運べ、この変態！」

　照れる気持ちを抑えて両膝を抱え上げる。春霞のスカートは、今時のＪＫには滅めつ多たに見ない膝下丈だった。おかげで素肌には触れず、スカートもめくれずに運べそうだ。

　俺と大空は息を合わせて、春霞を保健室に搬送した。

「チース、まどか先生、宅配便でーす！」

　男子から絶大な人気を誇るお色気ムンムンの養護教諭が、やれやれと肩をすくめる。

「あー春霞さんね、また貧血？　ちゃんとご飯食べてたの？」

「そう言えば、今日は朝ごはん抜いてたそうです」

「なぁに？　ダイエット？」

「いえいえ、むしろ大食い女王狙いだったみたいですね」

「？？　まあいいわ。血圧測るからベッドに寝かせてちょうだい」

　診察の結果、先生の見立ても軽い貧血ということだった。親御さんが迎えに来るそうで、俺と大空は授業に戻ることにする。

　保健室を出ると、どっと疲労感が襲ってきた。

「いやぁ、めっちゃビビったぁ。大空のおかげでマジ助かったよ」

「ハルってば時々あーなるの。まぁ長いつきあいだからね。でも、今日の貧血は卯曽月クンのせいかな。あの子が朝ご飯抜いたのは、無料バイキングに騙だまされたからだもん」

「すまん。まさかこんなことになるとは」

　腰を直角に折って頭を下げると、大空は「なーんちゃって」と笑顔になった。

　まぶしくて直視できない真夏のひまわりだ。

「うそうそ、今日のは朝ご飯抜きのせいじゃない。原因は、卯曽月クンのアレでしょ」

「アレ？」

「さっきぶちかましてたじゃん。『春霞陽はるは学校一可愛かわいいキリッ』て。格好良かったよぉ。あんなん言われたら、あたしでも気ぃ失うって。あと、『この学園は、はるはる可愛い同盟が〆しめる』だっけ。とうとうあたしもスケ番稼業か。胸熱だなぁ。よぉし、学園のテッペン目指して頑張るぞい！」

　そう言いながら、バシバシと俺の背中を叩たたきまくる。

　どうやら、学食での座ざ間まとのやりとりを見られていたらしい。

「別に学校一可愛かわいいとは言ってないぞ。俺の中の一番は別にいるし」

「あれま？　それって前に言ってた気になる子？」

「まあ、そんな感じ」

「誰よそれ？　誰だろうとあたしのハルより可愛いなんて認めない。抵抗するよ、拳で」

　大おお空ぞらは両拳を合わせると、徹底抗戦と言わんばかりにシャドウボクシングを始めた。いやそれ相打ちだから。いずれにしても完全に真実を言える雰囲気じゃなくなった。

「ええと、俺を生き返らせてくれた子。干ひ乾からびてた俺に水と塩とクエン酸をくれたんだ」

　言ってから、青くなった。

　しまった。これじゃあ告白したのと同じことじゃないか、と思いきや──

「なにそれ？　何かの歌詞？　あたしあんま音楽とか聴かないからわかんないんだよねぇ。それとも、卯う曽そ月づきクンって意外にポエマーだとか？」

　気づかれなかった。ホッと胸を撫なでおろす半面、ガッカリした気持ちにもなる。去年の五月の出来事、記念すべき俺たちの出会いは大空の記憶から消去されているらしい。

「じゃあ、あたしのクラス、五限目体育だからもう行くね」

「おう、ホントありがとな」

　手を振って別れた。知り合って一年、まったく進展のなかった大空とこんなに喋しやべることができるなんてまるで夢のようだ。貧血になった春はる霞がすみには悪いけど、春霞様様というか、アイツひょっとして恋のキューピッドなんじゃないのか？

（よし、明日は忘れずにポテチを買ってくるぞ！）そう心に誓って、教室に戻る。

　だが結論から言って、俺は翌日になっても春霞にポテチを渡すことはできなかった。

　翌日、春霞陽はるは学校に来なかった。
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　貧血で倒れた次の日、春霞は学校を欠席した。

　とりあえずトークアプリでメッセージを送ってみる。

誠【おはよう、大丈夫か？】

　すぐに既読になって返事が来た。

陽【おはようございます。もうすっかり元気です】

　元気ならなぜ休んだ、と小一時間ほど問い詰めたいところだけど、まあ大したことがなくて良かった。それなら早速ネタ投入だ。




誠【ウチの爺じいちゃんの通夜の日のプチ修羅場話なんだけどさ。斎場から帰ってきたら、「雄二さん（爺ちゃん）の彼女です。今からお宅に伺います」という電話があったんだ。婆ばあちゃんはとうに死んでたけど、爺ちゃんに恋人がいたなんて聞いたことがなくて、家族一同色めき立っていたら、現れたのはどう見てもＪＣくらいの女の子だった。

　戸惑う俺たちにＪＣは、「遺産目当てではないのでご心配なく、今日は雄二さんの遺言を果たしに来ました」って爺ちゃんの部屋に上がり込んで、そこにあったパソコンのＨＤをハンマーでガンガンに殴り壊して帰って行っちまった。

　ＪＣが何者だったのかは今でも家では口に出せない雰囲気なんだけど、実は俺、見ちゃったんだよね。パソコンを殴りながらＪＣがうっすら涙を浮かべていたのを。だからもしかしてあの子は本当に爺ちゃんの彼女だったんじゃないかって思ったり】

陽はる【うん、愛があれば歳としの差なんて関係ないです！】１６６００→１６７００

　ＵＰが上昇する。どうやら今日も春はる霞がすみは平常運転らしい。

誠【明日は学校来れそうか？】

陽【たぶん大丈夫です】

誠【なら良かった。俺、嘘うそつかないと死んじゃうからさ】

陽【それが嘘だということはさすがに学習しました】




　しかし次の日も、春霞は学校に来なかった。

　体調不良、というのが欠席の理由だ。

　さすがに心配になって、大おお空ぞらのいる隣のクラスへ行ってみた。スマホで聞けば済む話だけど、口実があれば好きな女子の顔を見たいってのは恋するＤＫの性さがだ。すると──

「ダイジョウブダイジョウブ、オニイサン、シンパイイラナイヨォ」

　俺の心配を、大空は胡う散さん臭くささマックスのカタコト日本語で一笑に付した。

「実をいうと、身体からだの方はもうなんともないんだ。貧血なんて、あの子にとってはニキビと同レベルだからね。ただ気持ちの問題っていうの？　ハルってば、あたしと違ってデリケートだからさ。それにこの時期、あの子には悩みもあるし」

「悩み？」

「それはあたしの口からは言えないなぁ。まあ、女の子にはいろいろあるのだよ。でも心配しないで。今日が金曜日でしょ。土日挟んで週明けの月曜日には出て来るって」

「そうなのか？　ならいいんだが」

「フフフ、卯う曽そ月づきクン、ハルのことがずいぶん気になってるみたいだねぇ？」

　そう言いながら、大空は人差し指で俺の胸のあたりをつついてくる。突然のボディタッチに赤面を隠せなくて、ついぶっきらぼうな口調になった。

「そりゃ、目の前で倒れられたんだから気にはなるだろ」

「フフフ、まあそーゆーことにしておきましょ。でも気になるんなら、キミもハルの回復に一役買ってよ」

「お、おう、俺にできることなら喜んで」なんだか、いい予感しかしない。

「うんうん、男だねぇ。そんな男気あふれる卯う曽そ月づきクンに、『はるはる可愛かわいい同盟』のファーストミッションを伝えるよ。心して聞くがよい！」

「ファーストミッション？」

「今度の日曜日、我々同盟とハルの三人で星ほしヶが丘おかスカイランドに行き、我らが麗しの春はる霞がすみ陽はる嬢のリハビリに協力しようではあーりませんか！」

　そう言いながら、大おお空ぞらはビシッと敬礼のポーズを取った。

「そこって絶叫マシンで有名な遊園地だよな？　そんなトコに行って大丈夫なのか？」

「だからぁ、健康状態の方はもうバッチリなんよぉ。あとは遊園地で心のリハビリをすればオールオッケーなわけ。ねえ、行こうよぉ、星ヶ丘スカイランドぉ」

「それってもしかして、大空が行きたいだけなんじゃ……」

「べ、別にあたしが遊びたいわけじゃないよ。陸上部がたまの休みだから羽を伸ばしたいとかいうんじゃ絶対にないから、勘違いしないでよねっ！　うわっ、あたしツンデレ！」

「いや、それツンデレ違う」いい予感的中だ。

（大空と星ヶ丘スカイランドって、もしかして遊園地デートってやつか？　一緒にジェットコースターに乗ったり、手作り弁当を食べたり、お化け屋敷で抱きつかれたり、一つのソフトクリームをなめ合ったり、観覧車で乳繰り合ったりするというあの伝説の？）

《いやいや、三人だからデートじゃないデスよね。それに後の方は完全な妄想デスし》

　速攻でデビに突っ込まれたが、無視して全力で敬礼を返した。

「ナイスアイディアであります、大空隊長！　春霞ならきっと遊園地大好きです！　たっぷり遊んで心のリハビリをするのに星ヶ丘スカイランドはうってつけであります！」

「よく言った、卯曽月隊員！　それではさっそく我ら『はるはる可愛い同盟』のファーストミッションを決行する！　明後日あさつて朝十時、星ヶ丘スカイランド前駅集合だぁっ！」




　大空と約束を交わして教室に戻ってからも、頬ほおのニヤケが止まらなかった。

（いやぁ、一対一で話すようになっただけで驚きなのに、日曜日に遊園地だなんて！）

　だらしなく緩ゆるんだ頬を押さえながら思う。

（けど考えてみたら、デビの力で攻略するってのは、大空の気持ちを無視したズルいやり方だよな。それで恋人同士になっても、お互い幸せになるとは限らないし。やっぱ理想は、魔法とか妖精の力とかじゃなく、自然な形で大空を彼女にしたいよなぁ）

　俺の心の声を、デビが鼻で笑い飛ばした。

《フン、まったく調子づいちゃってこの童貞が。忘れたんデスか？　彼女の攻略ＵＰは１００万。超絶高たか嶺ねの花なんデスからね》

（でも今の関係が続いて俺の魅力をわかってもらえれば、いつかはさ）

《誠斗まことさんの魅力？　へぇー、私なんだかんだでもう一週間誠斗さんの頭上に張りついてマスけど、まだ一個も発見できてないんデスが》

（うっさい！　妖精ごときにわからないだけでいっぱいあるんだよ！　例えばさ、ほら、それはその、なんだ……ええと……マジかよ）

　改めて考えると、自分の魅力なんて一個も思い当たらない。がっくり肩を落とした。

《しょうがないデスね。今度陽はるさんにでも聞いてみたらいいんじゃないデスか》

（なんで、春はる霞がすみに？）

《だって陽さんは誠斗さんのことが好きなんデスよね。まったく理解できませんが》

　そういえばそうだった。春霞の攻略ＵＰは０。

　それはつまり、俺が告白すれば即ＯＫであることを意味している。

（むう、アイツも変わってるよな）

《それ、自分で言いマス？》

（じゃあ、早速日曜日に遊園地で春霞に俺の魅力についてインタビューしてみるか）

　そう考えると、春霞に会えるのも楽しみになってきた。そもそも大おお空ぞらと仲良くなれたのは春霞のおかげだ。その彼女が落ち込んでたり悩んでたりするなら助けてあげたい。なんとなくのイメージだけど、春霞なら遊園地に連れて行けばきっと喜んでくれるだろう。

「よぉし、早く日曜日にならないかなぁ」

　浮かれ気分の俺の頭にもたれながら、デビはやれやれと肩をすくめた。

《果たしてそう上う手まくいきマスかねえ？　世の中、いいことばかりは続かないものデスよ》

　妖精の言葉は単なる嫌いや味みのようでも、親切な忠告のようでも、縁起の悪い予言のようでもある。けどいずれにしても、舞い上がりきった俺の耳にはまったく届いていなかった。
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　そして迎えた日曜日。

「なあ愛あい、今日のお兄ちゃんのファッションどうだ？」

　黒いデニムに、臙えん脂じ色いろのボーリングシャツに、紺の定番スニーカー。

　女子と出かけるなんて初めての経験なので、ネットやラノベの情報を参考に一番無難なアイテムを選んでみたが、いいのか悪いのかさっぱりわからない。

　そこで一つ、一番身近な女子の意見を聞いてみることにした。

　スマホ片手に居間のソファでくつろいでいた愛は、精いっぱいお洒落しやれしたつもりの兄に一いち瞥べつをくれると、いかにも興味なさそうに肩をすくめる。

「お兄ちゃんのファッション？　ファッションってのはね、ＴＰＯが一番大事なの。今日お兄ちゃん、友達と三人で星ほしヶが丘おかスカイランドに行くって言ってたよね」

「ああ、そうだぞ」

「そもそも何が悲しくて男三人で遊園地？　あ、まさかナンパとかする気じゃないよね」

「お兄ちゃんにそんな度胸ないってわかってるだろ」

「そうだよね。お兄ちゃんには超絶可愛かわいい妹がいるんだから、ナンパなんかする必要ないもんね。ってことはつまり、ドゥルドゥルドゥルジャーン、愛あいのファッションアドバイス！　お兄ちゃんのファッションなんてどうでもいい。ジャージでもスウェットでも、とりあえずおち○ちんさえ隠れていればバッチリＯＫ、これ結論デース！」

「ナイスアドバイス！　あやうく下半身丸出しで出かけるとこだったよ、ってそんなわけあるかい！　あと、女子中学生がおち○ちんなんて言うんじゃありません！」

　まったくやる気を見せない妹に、俺は兄のプライドを捨てて土下座した。

「もう少し真剣に頼むよ。一緒に行く奴やつに恥をかかせられないんだ。友達っても女子だし」

「ええーっ！　お、お兄ちゃんが……女の子と……遊園地？」

　すると愛のヤツ、顔を絵文字にして凍り付きやがった。女子と遊びに行くだけでそこまで驚くって、お兄ちゃんどんだけ低評価なの？

「ああ。それに今は友達だけど、これを機にもう少し仲良くなりたいなぁなんて思ってるんだよね。だからお願いだ。ここが人生の岐路になるかもしれないお兄ちゃんに、ファッションマスター愛の心のこもったアドバイスをくれ！」

　拝み倒さんばかりに頭を下げると、愛は我に返ってつぶやいた。

「……わかった、ここが私達の人生の分かれ目なんだね。じゃあ、アドバイスしてあげる」

「おお、ありがとう我が妹よ！」

「とりあえず全体はこれでいい。でも一番大事なポイントが間違ってるの」

「さすが愛。で、その一番大事なポイントってのはどこなんだ」

「それはね、ここ」愛は俺の股間を指さすと、ズボンを掴つかんで引きずり下ろそうとした。

「愛のファッションアドバイス！　妹以外の女の子とデートに行くときは、とりあえずおち○ちんさえ丸出しにしてればバッチリＯＫ、これ結論デース！」

「おいおい、それじゃお兄ちゃん逮捕されちゃうだろ！」

「だから、おち○ちん陳列罪で逮捕されちゃえって言ってるんだよ！」

「やめろ愛、いったいどうしたんだ？　あと、おち○ちんなんて言うんじゃありません」

「うっさい！　お兄ちゃんのバカ！　嘘うそつき！」

　俺が止めるのも聞かず、愛は無む理り矢や理りにズボンを下ろそうとする。日頃からわがままなところはあるけど、こんな暴力的な手段に訴えることなんてなかったのに。

「と、とにかく、行ってきます！　今日は遅くなるってお母さんに言っといて！」

「お兄ちゃんのスケベ！　女たらし！　妹ジゴロ！　おち○ちん隠し！」

　訳の分からない罵倒を背に受けながら、俺は財布とスマホを掴つかんで逃げだした。




「いやぁ、まいったな。愛あいのヤツ、なんであんなに機嫌が悪かったんだろう？」

　午前九時五十三分。電車を乗り継いで、星ほしヶが丘おかスカイランド前駅に到着した。

　星ヶ丘スカイランドは、絶叫マシンで有名な遊園地だ。千葉にある某巨大テーマパークほど人気がないかわりに混雑してないからのんびり遊べるってんで、知る人ぞ知る穴場のデートスポットになっている。

　今日は、遊園地最寄りのこの駅で二人と待ち合わせだ。

「ちょっと早く来すぎちゃったかな？」

　電車を降りてすぐ、ホームの一角に異様な雰囲気を漂わせている場所があるのに気がついた。近くを通る人たちがチラリとそちらに目をやって、皆足早に通り過ぎていく。

　もしやと思って近づくと、そこにいたのは案の定、春はる霞がすみ陽はるだった。

　何かのコスプレなんだろうか？　このクソ暑いのに黒いゴスロリのミニスカートドレスを着て、駅構内で日傘を差している。一瞬声を掛けるのをためらうレベルだった。

「よ、よぉ、春霞、身体からだの方はもういいのか？」

「はい、もともと仮病でしたから」

　コスプレ少女は悪びれる様子もなく頷うなずいた。

「で、その格好は何なんだ？」

　俺もアニメには一家言あるつもりだが、そのキャラには見覚えがない。

「え？　ダメですか？　……可愛かわいいと思ったんですけど」

　春霞はぎゅっと下唇を噛かんで目を伏せた。どうやらただのお洒落しやれだったらしい。

「あ、いや、可愛い！　すごく可愛いと思うぞ！」

　慌ててフォローする。といっても嘘うそをついたわけじゃない。その証拠に、ＵＰは一切上昇していない。勝因は二つ。一つは、髪をツインテールにして顔を露出させていること（おでこだけはヘッドドレスでしっかり隠れているけど）。春霞の一番のチャームポイントは、前髪で隠れた大きく黒目がちな瞳なんだ。もう一つは、ミニスカート。普段制服のスカートに覆われた絶対領域が剥むき出だしになって、強烈なインパクトを生み出していた。日焼けしていない太ふと腿ももは真っ白で、意外にムッチリしている。ぶっちゃけエロかった。

《むう、ふだん制服姿しか見たことないクラスメイトの私服ってのはなんとも新鮮デスねぇ。五割増くらいにまぶしく感じちゃいマス》

（おっさんかよ！　……けどまあ、あえて否定はしない）

　春霞でこれなんだから、大おお空ぞらの私服を見たら正気を保てる自信がない。

　憧れのひまわりの君はいったいどんな格好をしてくるだろう。

　スカートよりは、パンツか。スタイルいいからジーパンとか似合うだろうな。ショーパンとかだったら目のやり場に困るっつうか、アトラクションどころじゃないぞ。

（なぁデビ、女の子をショートパンツにするって何ＵＰでできるんだ？）

《人間を衣類に変える？　そんな願いは初めてデスね。誠斗まことさん何マニアなんデスか？》

（ちがぁーうっ！　大おお空ぞらが着てくる服を、今日一日ショーパンにするって話だ！）

《あーそんなことデスか。そのくらいなら５００ＵＰでいいデスよ》

（安っ、マジかっ、安っ、よし買ったっ！　頼む、俺の願いを叶かなえてくれ！）

《承りぃ》１６７００→１６２００

　右隅の数字が減って、例のポンという気の抜けた音がする。これで大空の生太ふと腿ももとご対面だと思いきや、次の瞬間スマホがトークアプリの着信を知らせた。

　big_sky、つまり大空からのメッセージだ。

【ごめん！　おじいちゃんが緊急入院して行けなくなっちゃった。ハルをよろしくね】

　ガーンと頭を殴られたような衝撃が走る。

（まさかのドタキャン？　ってことは遊園地デートは無し？　ショーパンの大空も無し？　お化け屋敷で抱きつかれたり、一つのソフトクリームをなめ合ったり、観覧車でイチャコラしたりも無し？）

《まぁ、後ろ三つは最初から無しだったと思いマスけどね》

　ガックリ肩を落としていると、春はる霞がすみが気まずそうに声を掛けてきた。

「あのぉ、わたしもスマホ見ました。まもちゃん来れないんですね」

「まあ、お祖じ父いさんが入院じゃしょうがないな」

「どうします？　二人でっていうのもなんだから……帰りますか？」

　さらに何か言いたげに首元のリボンをこね回しながら、そっと目を伏せる。

　ふと思った。俺の着てる地味な服でさえ、一晩考え抜いてチョイスしたものだ。きっと春霞は今日のドレスを選ぶために、俺なんかの何倍もの頭脳と労力を使ったに違いない。

「いや、せっかくだからこのまま二人で遊ぼうぜ、春霞が良ければだけど」

　それになんといっても今回の「はるはる可愛かわいい同盟」のファーストミッションは、彼女の心のリハビリなんだ。このまま帰ったら、大空に合わせる顔がない。

「はい、もちろん大歓迎です！」春霞はブンブン頷うなずいて、えへへと笑った。

「ん、どうした？」

「二人だと、なんだかデートみたいですね」

　いつもの春霞相手なら「馬鹿言うな」と軽口を返すところだが、今日の彼女は素顔を露あらわにした美少女バージョンだ。返事のタイミングを失って、俺は照れ気味に手を伸ばした。

「ほら行くぞ。荷物持ってやるよ。って重いな。何持ってきて……もしかして弁当か？」

「卯う曽そ月づきくんと一緒に食べたいなと思って」

「お、おう、サンキュー」

　なんだか本当に遊園地デートみたいだ。

（あーあ、本当は大おお空ぞらと二人きりだったら良かったんだけどなぁ）

　上機嫌で微笑ほほえむ春はる霞がすみを横目に見ながら、そのときまだ俺は、自分が思いのほか落ち込んでないことに気づいていなかった。




「じゃあ、最初はこれに入りませんか？」

「えっ？」春霞が指さしたのは、『怪奇総合病院』。

　病院をモチーフにした、歩いて回るタイプのお化け屋敷だ。

「大丈夫か？　また倒れちゃったりしないよな」

「全然平気です。だってこれってフィクションですよね。わたしが怖いのは現実ですから」

　コスプレ少女はなぜだか得意げに胸を張る。

「そういうもんかねぇ」

　ちょっと不安は残るけど、春霞があまりに自信満々なので入ってみることにした。

　お化け屋敷の入り口をくぐると、病院の受付がある。

　そこで、「呪われたこの病院から生きて脱出したくば、院内に隠された院長室にある秘密のカルテを探し出せ」とアナウンスされた。非常にありがちな設定だ。

　受付でチケット代わりの診察券を受け取り、病棟へと進む。薄暗い廊下の向こうから、おどろおどろしい音楽と微かすかな悲鳴が聞こえてきた。掌てのひらに浮かぶ汗をズボンで拭う。

「どうしたんです？　卯曽月くん、もしかして怖いんですか？」

　全然平気というだけあって春霞は余裕の笑みだ。てかゴスロリドレスに身を包み、お化け屋敷の中でも日傘を閉じないその姿。どう見ても、コイツは脅かす側だ。

「別に、怖いわけないだろ。さっさと行くぞ」

「はい、行きましょう」スッと、春霞が手を差し出してきた。

「あれ？　手をつなぐのは恋人同士になってからじゃなかったっけ？」

　俺が尋ねると、春霞の頬ほおが薄闇の中でもわかるほど真っ赤になる。

「こ、これはっ、卯曽月くんが怖がってると思ったから……やっぱりダメです」

「えー、そんなこと言わずにつなごうぜ」

　春霞が引っ込めた手を握ろうとした瞬間、背後からガタッという音がした。

　振り返ると、通路の陰に全身ショッキングピンクの熊がうずくまっている。もちろん本物の動物じゃなく着ぐるみだけど、色味からしてお化け屋敷のキャストではなさそうだ。

　一瞬ドキリとして、すぐに思い直した。

（ひょっとして、あれも何かのコスプレか？）

　ここに来るまでにも、遊園地のあちこちでコスプレしたお客さんの姿を見かけている。言ってみりゃ春はる霞がすみだってコスプレみたいなもんだ。俺が知らないだけで、あのショッキングピンクのクマも何かのキャラクターなのかもしれない。

　気を取り直して進むと、ピンクのクマもついてくる。

　俺が止まると、クマも止まる。

　よく見ると、クマは片目に眼帯をしてニッコリ笑った顔をしていた。その笑顔のまま、親指を自分の首に当てて横一文字に動かす。

（あれってもしかして、首切りポーズってヤツか？）急に背筋が寒くなった。

「春霞、走るぞ！」

　きょとんとしている春霞の日傘を引っ張って、お化け屋敷の廊下をダッシュする。

　血まみれの手術室や赤ん坊の泣く分ぶん娩べん室しつを走り抜け、出口の前までたどり着いた。

「卯う曽そ月づきくん、どうしたんですか？」

「化け物がいたんだ、化け熊が俺たちの後をつけてた」

　俺がそう言うと、春霞はきょとんとした顔になる。

「そりゃお化け屋敷ですから、化け物はいると思いますよ」

「いや、そうじゃなくて……」

　振り返って通路を見るが、そこにピンク色のクマの姿はなかった。

　どこかに隠れているのか？　それとも、アレもお化け屋敷のキャストだったのか？　もしかして、自分が夢でも見ていたのか？

　二の句を継げずにいると、春霞がペロッと舌を出して微笑ほほえんだ。

「あ、これも嘘うそですね。へへへ、また騙だまされちゃいました。でも化け熊って……卯曽月くん、ホントに怖がってたんだ。怖いときは怖いって言ってくださいね」

　どうやら春霞は、俺が怖くなって走り出したと思っているらしい。

　弁解したかったが、ピンクのクマがいなければこっちの言い分を証明できない。とはいえ、そのためにもう一度お化け屋敷の中に戻る気にはなれなかった。

（くそぉ、なんか格好悪いぞ）

《まあまあ、真ま森もりさんが相手ってわけじゃないからいいじゃないデスか》

　デビの言い分はもっともだが、ちょっとは名めい誉よ挽ばん回かいしておきたい。別にお化け屋敷が怖かったわけじゃないんだ。

「次どれに乗ろうか？」

「あ、わたしアレに乗りたいです！」

　お化け屋敷を出たところにあったのが、星ほしヶが丘おかスカイランド一番人気のジェットコースター「ガンビット」だ。最高速度が日本三位というなんとも微妙な記録を誇っている。

　病み上がりにこんなものに乗って大丈夫なのか？　俺が難色を示すと、春霞は小さな拳を握りしめて力説した。

「この遊園地にきたら、アレに乗らなきゃ嘘うそです。はっ、それだと卯う曽そ月づきくんは乗らないかも！　う、嘘じゃないです！　アレに乗った方が嘘です！」

　もう何が何だかわからない。

「わかったわかった。春はる霞がすみが乗りたいなら乗るよ。でも、大丈夫なのか」

「身体からだはもう平気ですってば」

「いや、そうじゃなくて、身長足りるのか？　制限あるよな」

「もぉ、足りるに決まってるじゃないですかぁ！」

　ポンポンと背中を叩たたかれる。全然痛くない弱パンチ。だけど、どうやら春霞は本当にすっかり元気になっているようだ。




　それからは特にトラブルもなく、俺たちは星ほしヶが丘おかスカイランドを堪たん能のうした。

「あっ、ユーファだ！」

　アーケードを歩いていると、突然春霞が射的の屋台に向かって駆けだした。屋台の奥に、見覚えのあるショッキングピンクのクマのぬいぐるみが飾ってある。眼帯に不気味な笑顔。お化け屋敷で俺に襲い掛かってきた（？）着ぐるみと同じデザインだ。

「わたしの好きな音ゲーのキャラクターなんです」

　どうやら、そこそこ人気のあるキャラクターだったらしい。

　ってことは、お化け屋敷にいたのはやっぱり一般客のコスプレイヤーで、襲ってきたように見えたのは気のせいだったんだろう。俺は内心ホッと胸を撫なでおろした。

「欲しいなぁ。ちょっとやってみますね」

　ピンク熊のぬいぐるみはかなり大きく、屋台の目玉扱いのようだ。つまりクマのくせに客寄せパンダ。そもそも取れない設定になっている可能性が高い。

「ああいうのは難しいぞ」

　俺の言葉に、春霞はフッフッフッと含み笑いをこぼした。

「まあ見ててください。わたし射的は得意なんです」

　その言葉通り射的慣れしているらしく、銃口をできるだけ獲物に近づけようと台の上に身を乗り出す。なかなかの玄人ぶりだけど、この体勢だとスカートの後ろが跳ね上がって丸見えになってしまわないか。周囲の視線を遮るため、俺は素早く真後ろに移動した。

《くくく、残念でしたね》

　だが、肝心な部分はしっかりペチコートに覆われて見えなかった。

（違うっ！　俺が覗のぞこうとしたんじゃないからな！）

「春霞陽はる、行きます！」

　いつになく真剣な掛け声とともに発射された弾は、見事ぬいぐるみの中心に命中する。けれど、大きなぬいぐるみはグラリと揺れただけ。もう一押し足りなかった。おそらくそうなるように計算されているんだろう。

　何度当てても結果は同じ。持ち弾の五発が、あっという間になくなってしまった。

「うーん、やっぱダメですかぁ」

　餌をもらえなかった子犬のようにガックリと肩を落とす春はる霞がすみ。彼女のそういう姿を見ると、なぜだか手助けせずにはいられなくなる。

「じゃあ、今度は俺が」射的屋のお兄さんに五百円玉を渡した。

「お、彼女にいいとこ見せようってわけか、頑張って」

　頑張ってと言う割に、その目はちっとも笑っていない。取れるはずないと思ってるんだろう。俺は左肩の上を漂う妖精に尋ねた。

（なあデビ、アレ何点でいける？）

《アレって、あのぬいぐるみデスか？　１２００ＵＰデスけど》

「じゃあ、頼む」１６２００→１５０００

　右隅の数字が減ったのを確認して、引き金を引いた。例のポンという音と発射音が重なり、銃口から放たれたコルク弾がピンクのクマ、ユーファの眼帯に命中した。ユーファはバランスを崩して揺れるが、やっぱり倒れない。

「あー惜しい」

（なんだよ、話が違うぞ）

　だが、デビは涼しい顔のまま。

《大丈夫、妖精の願いは絶対デス》

　すると眼帯に当たってバウンドしたコルク弾が、今度は屋台の屋根の骨組みに当たってもう一度跳ね返り、バランスを崩して揺れているぬいぐるみに再び命中した。

　魔法の力で加速した弾丸が、ピンクのクマを弾はじき飛とばす。

　やや間をおいて、春霞と店員とデビが同時に叫んだ。

「やったぁ、卯う曽そ月づきくんすごい！」

「嘘うそだろ、いや、おめでとう！　大当たり！」

《どうデス！　これぞデーモンズパワー！》

　手に入れたクマのぬいぐるみは、間近で見てもあまり可愛かわいくない。しかし、プレゼントされた熊を抱きしめながら大喜びでピョンピョン跳ね回る春霞はなかなかに可愛かった。

　満足げに頷うなずく俺の顔を見て、デビが呆あきれ顔でつぶやく。

《けど、せっかく貯ためたＵＰをこんなことに使っていいんデスか？　それに、三日ぶりに陽はるさんに会ったっていうのに、今朝からまったく嘘をついてませんよね》

　デビの言う通り、大おお空ぞらのショーパンと春霞のぬいぐるみに使ったせいで、コツコツ貯めたＵＰが昨日より１７００も減っていた。けれど──

（うーん、やっぱり大おお空ぞらは自分の力で彼女にしたいと思ってさ。それに、春はる霞がすみはなぜか知らんが俺を好きでいてくれるわけだろ。その気持ちに応えられないのに、ＵＰのためだけに利用するのはやっぱ鬼畜過ぎるかなって）

　偽らざる正直な気持ちだ。しかし、それを聞いたデビは腕組みをしてため息をついた。

《そうデスか……こっちは本来そういう鬼畜の所業を期待してるんデスけどねえ》




　そして、お昼時。

　見晴らし広場の芝生スペースにレジャーシートを敷いて、春霞の作ってきてくれたお弁当を食べることにした。バッグからお弁当を取り出す。

「なんかスゲェの出て来たな。お弁当ってレベルじゃねえぞ」

　持っている時からわかっていたけれど、かなりの重量級。器から豪華な漆塗りの三段重だ。重箱の三段目にはおにぎり、二段目にはおかず、そして一番上には──

「じゃーん、唐揚げです」

　春霞が満面の笑みで蓋を取ると、お重いっぱいに唐揚げが詰まっていた。

「おかずとは別に、唐揚げ？」

「はい、我が家ではこれがスタンダードです」

「春霞家半端ないな、この山盛り唐揚げがスタンダードかよ。いったい何人分なんだ？」

「別に二人分ですけど？」

「……マジかよ」

「いただきまーす」

「お、おう、いただきます」

　唐揚げ、おにぎり、玉子焼き、そしてまた唐揚げ。おいしくはあるんだが、なんだか小学校の運動会の弁当みたいだ。想像していた彼女の手作り弁当とはちょっと違う。

《実際彼女じゃないデスからね》

（なるほど、言われてみりゃそうだったな）

　幸せいっぱいの表情で唐揚げをぱくつく春霞を見て、ふと思った。

「春霞さあ、この時期なんか悩みがあるって話じゃなかったっけ？　よくそんなバクバク唐揚げとか食えるな」

「あ、あの、食べてません。昨日まで食事も喉を通らなかったです」

「その割には……」

　ほっぺを摘まんでみる。ぷにぷにと柔らかくて、見るからに栄養満点。とても三日間何も食べていなかった人間の頬ほおとは思えない。

「や、やめてくらはぃ。わかりまひた。食べてまひた。毎日三食食べてまひた」

「やっぱりそうか、心配して損した」

「……心配、してくれてたんですか。嬉うれしいな。でもダメなんです。ちょっとヤなことを思い出すと、ウーってなっちゃって」

「嫌ヤなことってなんだ？　もしかしてこの前、座ざ間まのアホが言ったことを気にしてるとか」

　すると、春はる霞がすみはブルブルと首を横に振った。

「別に不細工呼ばわりは慣れてるから。それより卯う曽そ月づきくんの言ったことのほうが……思い出しただけで恥ずかしいっていうか。夜中にウーってなります」

　俺が言ったことってのは「この学校に春霞より可愛かわいい奴やつはいない」ってヤツだろう。

「ゴメン。俺って、思ったことすぐ言っちゃうからさ」

「えっ、あっ、それも嘘うそなんですよね。もぉ、卯曽月くんは大嘘つきです。けど、嘘をつかなきゃ死ぬ病気だから許します。それに……ちょっと嬉しかったですから」

　嬉しかったと言いながらも、その表情は暗いままだ。

「じゃあ、なんで浮かない顔をしているんだ？」

（まさか俺が大おお空ぞらを好きだと気づいたとか？）

　不安になる俺をよそに、春霞は苦笑いを浮かべた。

「明日からプールの授業があるじゃないですか。水着になるのが嫌なんです。いつも隠してるところを出さなきゃだから」

「いつも隠してるところって？」

「それは、あの……わたし案外出てるんですよぉ」

　恥ずかしそうに口ごもる。その様子に、さすがの俺も察しがついた。

「悪い悪い。皆まで言うな。そうだよな。いつもバッチリ隠してるな」

　言うまでもなく、春霞は常にデコッパチを完全ガードしている。水泳の時はキャップを被かぶって額を出すことになるから、それが恥ずかしいんだろう。

「去年は全部休んだんですけど、今年はそうもいかなそうで……」

　深刻そうな春霞の顔を見て、なんだか微笑ほほえましい気分になった。

「そんなことか。別に気にすることないじゃん。むしろチャームポイントだろ」

「……でも、普段見せないところだから」

　煮え切らない様子の春霞に、一つ提案してみた。

「なら普段から出しとけばいいんだよ。そうすりゃ見せる春霞も見るみんなも慣れるだろ」

「そんなっ、普段から出してる人なんかいませんよ！」

　春霞は驚きの声をあげるが、女子でもおでこが出るヘアスタイルのやつはわんさかいる。きっと思い込みのせいで回りが見えなくなっているんだろう。

「そりゃ全開ってヤツはあんま見ないけど、半分くらい出してるヤツはいるじゃん」

「半分ですか……卯曽月くんは見たいですか？」

「もちろんさ、ときどきチラチラ見えるだろ」

「チラチラ見えてましたか!?」

　おでこを見られていたのがよほど恥ずかしいのか、春はる霞がすみの顔が真っ赤に染まった。一応フォローしておこう。

「なんか可愛かわいいなって、つい目が行っちゃうんだよ。恥ずかしがることはないと思うぞ」

「可愛い、ですか……卯う曽そ月づきくんが見たいなら頑張ってみようかな」

　俺の励ましにようやくやる気になったらしい。春霞はぎゅっと拳を握りしめる。

「おう、頑張れ。期待してるからな」

　噛かみ合わないまま適当に合あい槌づちを打つと、１５０００→１５３００。ＵＰが増えた。

（いったい俺は何の嘘うそをついたんだ？）

　思わず首をかしげる。そもそもおでこを出すとか出さないとか、そんな悩むようなことじゃないだろうに。女子の考えることはホントよくわからん。

（まあ、このまま元気になってくれれば、なんでもいいけどな）




　昼ご飯を食べ終わって、俺たちはさらに星ほしヶが丘おかスカイランドを遊びつくした。

　そして閉園間際、春霞のたっての希望で観覧車に乗ることにする。高台に作られた観覧車にはカップルたちの行列ができていた。

「行列なんて、この遊園地にしては珍しいな。見たとこ、普通の観覧車みたいだけど」

「フフフ、乗ってみればわかりますよ」

　思わせぶりな微笑ほほえみの春霞に言われるがまま、列に並んで観覧車に乗り込む。

　たいして大きくない観覧車だが、なるほど彼女の言う通りだった。

　高台に作られているせいで、見晴らしがハンパない。特に今の時刻、夕ゆう陽ひに照らされた川沿いの町が眼下に広がってムード満点だった。

「すげえな」「でしょ」

　その時だ。春霞のスマホが短く鳴った。おそらくトークアプリの着信だろう。スマホの画面を覗のぞき込んだ春霞は、せわしなく画面をいじり始める。

　すると今度は俺のスマホが鳴った。春霞からのメッセだ。

陽はる【わたし、こっちの方が話しやすいからこれでいいですか】

「もちろん」俺は口頭で返事する。

陽【笑わないでくださいね。わたし、憧れの告白シチュランキングってのがあるんです】

「告白シチュランキング？」

陽【好きな人に告白されるならこんなふうにしてほしいって、まあ妄想ですね。その第一位は、二人きりで夜の海にいたら突然花火が上がるんです。びっくりしていたら彼が海に飛び込んで「キミが好きだ！」って叫ぶ、というヤツなんですけどね】

　スマホでの春霞は、現実の彼女とはまるで別人のように饒じよう舌ぜつで生き生きしていた。

「おいおい、なんか無む茶ちや苦く茶ちやだな！　それ、男がサプライズで花火を上げたってこと？　どんだけ金持ちなの？　それに夜の海に飛び込んだら危ないって。どんなに浅いところでも足がつったら溺れちゃうからね」

陽はる【ハハハ、まあ妄想の話ですから細かいトコは置いといてください。それより聞いて欲しいのは、ランキング第二位なんです】

「おう、なんだい第二位は？」

陽【二人っきりで夕焼けの観覧車に乗ってるんです。茜あかね色いろに染まる車内で、無口な二人は言葉もあまり交わせないんですけど、てっぺんに来た時に男子が勇気を振り絞って『好きだ、つきあおう』と言うわけです。遠くに夕ゆう陽ひにキラキラ光る川面かわもが見えて、向かい合う二人の呼吸がシンクロする。そんな状況で告白されたら、絶対ＯＫしちゃいますよね】

　思わず息を呑のんだ。

　メッセージを表示したスマホ画面がオレンジ色に輝いている。春はる霞がすみの憧れる告白シチュエーションの第二位は、まさに現在の状況そのまんまだ。

　気がつくと、春霞は上目遣いでチラチラとこっちをうかがっている。

《かなり露骨に誘ってきてマスね。こうなったらもう告るしかなくないデス？　大丈夫デスよ、嘘うそ告こくとか流は行やってるし。陽さん喜びマスよぉ。これもリハビリの一環デス》

　耳元で、嘘つき妖精が煽あおってきた。

　思わず目を逸そらして外を見る。観覧車はまもなく頂上に差し掛かろうとしていた。春霞憧れの告白シチュランキング第二位まであと少し──

「ええと……春霞」

「はいっ！　なんですか!?」

　春霞は椅子から落ちそうな勢いで身を乗り出してくる。

　大きく見開かれた瞳が夕陽を映して潤んでいた。真白い太ふと腿ももの上で握りしめた拳がプルプル震えて、まるで餌を欲しがる兎うさぎのよう──この可愛かわいさは心臓に来るタイプだ。

　しかも、それだけじゃない。

　春霞の頭上には今日も相変わらず０の数字が乗っかっている。

　それはつまり、告白すれば即ＯＫの証あかし。なんの対価も払わずこの美少女が手に入るなんて、コスパ良すぎだろう。街で配ってる試供品とかって普通もらっとくよな。漫画アプリでも無料で読めるヤツはまず目を通すよな。

　なんだか急に心臓がバクバクしてきた。

　己の意思とは無関係に、唇が動いて言葉になる。

「あ、あの、俺さ春霞のこと……」

　好きだ。そう言おうとしたその時だった。

　口の中にあの味が蘇よみがえった。

　しょっぱくて酸っぱくて少しだけ甘い、塩レモネードの味だ。

　慌てて言葉を呑のみ込む。やばいやばい。いつの間にか告白しそうになっていた。さすがに嘘うその告白なんて、人間として許されることじゃない。

「いやいや、第二位もおかしいって。だって観覧車のてっぺんで告白して拒否られたら、下り半分気まずいじゃん」

「そ、そうですよね。なんか変なこと言ってごめんなさい。まもちゃんがけしかけるから」

「まもちゃん、が？」

（てことは、さっきの着信は大おお空ぞらだったのか。そんで告白するよう後押しをしたと。おいおい、お祖じ父いさんが入院だってのに何やってんだ大空よ）

　デビがぶうぶうと文句を言った。

《あーあ、せっかくＵＰ大量ゲットのチャンスだったのに、正義漢ぶっちゃってヤだなぁ。もっと貪欲に行きましょうよ。まず陽はるさんに嘘告。彼女（仮）にして美お味いしい思いをしながらＵＰを貯ためる。で、１００万貯まったら願いの力で真ま森もりさんを彼女（真）にして、陽さんとはバイバイするんデス。願ったり叶かなったりのハッピーエンドじゃないデスか》

　まさに外道。なんて人でなしな作戦だろう。

　ただ正直に言えば、俺だってそういう鬼畜ルートを考えたことがないわけじゃなかった。

（でも二人は親友同士だし、春はる霞がすみをフったらそのやりとりも全部筒抜けになるわけだろ。その上で大空とつきあうなんて、どんだけ強メンタルなんだよ）

《その辺はＵＰを使えば何とでもなりマスよ……あれ？　誠斗まことさんどうかしました？》

　ふと気がついた。

　春霞の攻略ＵＰは０。つまり俺を好きなわけだ。でもって春霞と大空は親友だから、当然それは大空も知っているはず。そして大空は春霞の恋を応援しているらしい。

　じゃあ、大空が俺を遊園地に誘ったのは、その計画の一環だったのか？

　三人でなんてつもりはさらさらなくて、最初からドタキャンして俺と春霞にデートさせ、告白に持ち込むつもりだった？

　きっと春霞もその計画は知っていただろう。

　最初に違和感を覚えたのはお弁当のときだ。春霞は、作ってきたのは「二人分」だと言った。つまり、最初から大空が来ないと知ってたわけだ。

　そしてもう一つ。今も観覧車近くの木陰に、ピンクの熊が佇たたずんでいる。お化け屋敷で出会ったユーファ。あれからもあちこちでその姿を見かけたが、その正体はきっと大空真森本人だ。おそらくこっそり俺たちを監視して、スマホでアドバイスしてたに違いない。

（……なんだ、そうだったのか）

　種明かしをされれば、なんということもない。大空と遊園地デートなんて浮かれていた俺が馬鹿だったってだけの話だ。

《ありゃー、誠斗まことさん気づいちゃいましたか？》

　デビが気まずそうにポリポリと鼻を掻かいた。

（おまえはとっくに気がついてたのか？）

《いやね、真ま森もりさんの攻略ＵＰが異常なくらい高いでしょ。なんでかなってずっと考えてたんデスけど、どうしても一つしか答えが思い浮かばなくて》

　なるほど。大おお空ぞらの攻略ＵＰが高いのは、俺が春はる霞がすみの想おもい人だと知っているから。大親友の好きな男子には攻略されませんという強い意志の表れってことか。

　つまり大空にとって、俺は最初っから全くの恋愛対象外だったわけだ。

　それどころか、大空と春霞は共謀して俺を罠わなに嵌はめようとした。

　もちろん二人とも俺が大空を好きだとは知らないわけで、悪意があっての行動じゃない。それはわかっている。わかっているけれど──

　観覧車が頂点を過ぎ、下り始めた。さっきまでの高揚が嘘うそのように引いていく。

　口の中がカラカラに渇いた。

　しょっぱくて酸っぱくて少しだけ甘い、塩レモネード。もう一度だけでいいから、あの味を味わいたかった。干ひ乾からびていた俺を生き返らせてくれた、あの味を。

《残念ながら、誠斗さんのその願いは叶かないそうにないデスねぇ》

　デビがヤレヤレと頭を掻く。癇かんに障ることばかり言う奴やつだけど、今回は完全に同意だ。

《真森さんの陽はるさん好きは筋金入りデスからね。この先、誠斗さんと真森さんがどんなに仲良くなっても、陽さんの好きな男子に手を出すなんて真ま似ねするはずない。つまり、真森さんが誠斗さんの恋人になることはない──妖精の力でも使わない限り》

　再び、悪魔のささやきだった。

　大空を彼女にするには、ＵＰの力に頼るしかない。気がついたらいつのまにか好き合ってましたなんて、ラブコメみたいな都合のいい展開はありえないんだ。

　そして大空真森の攻略ＵＰは、１００万。

　正直途方もない数字だ。普通にやってたんじゃとても貯たまる気がしない。

　でも、諦めるなんてできなかった。

　あのひまわりのような明るい笑顔。小鳥のさえずりのように心地いい声。

　絶対に自分のモノにはならないと思っていたのに、一瞬でも彼女の傍らに立つ自分の姿を夢見てしまった。幸福な未来図を想像してしまった。

　見てしまった夢は、消せない。

　心臓に棘とげが刺さったように、一秒ごとに胸に痛みが走る。

　観覧車から降りた俺は辺りを見回し、木陰からこちらを窺うかがうピンクの熊を発見した。目が合うと熊は慌ててそっぽを向く。やはり、この中身は大空真森に間違いない。

　俺はピンク熊に聞こえるようにひとり言を言った。

「よく見ててくれ。俺はもう迷わないぞ」

　それから振り返ってターゲットを探す。そこにいたのは、春はる霞がすみだ。彼女は大きな熊のぬいぐるみを抱えながら、まるで叱られた子供のように俺の後ろをとぼとぼ歩いていた。

「なぁ、春霞！」

「は、はい」

「やっぱ、俺たちつきあおう！」

「えっ？」

「俺、春霞のことが好きなんだ！　それとも、観覧車のてっぺんじゃないとダメか？」

　１００万ＵＰを貯ためるには、普通にやってたんじゃ埒らちが明かない。俺の下手な嘘うそを信じて、ＵＰを大量生産してくれるＵＰタンク彼女が必要だ。

《おめでとうございマス！　鬼畜ルート突入デス！　いやあ、誠斗まことさん素晴らしい！　それでこそ私が選んだ嘘つき男デスよ！》

　クラッカーを鳴らしハンドベルを振り回しながら、デビが大喜びで飛び回る。

　妖精の乱舞する茜あかね空ぞらの下で、春霞の大きな黒い瞳からオレンジの涙がこぼれ落ちた。

「……ダメじゃないです。ずっと、その言葉を待ってました」

　その返事は知っていた。１５３００→６５３００

　こうして俺に人生初の彼女ができ、ＵＰは爆発的に上昇したのだった。






第三章　隣の席のあの子はお勉強ができない









【昨日マックにいたＪＫの話。

Ａ「今の彼氏のがホントに小さいんだよねぇ。元カレのはもっと大きかったのになぁ」

Ｂ「ちょっと、声デカいって」

Ａ「やっぱ男は大きさだよね。小さいと女は満足できないしょ」

Ｂ「他のお客さんに聞こえたら恥ずかしいよ」

Ａ「えっ？　器の話だけど、何で恥ずいの？」

Ｂ「なぁんだ、焦ったぁ。てっきり家のことかと思った。家が金持ちかどうかで彼氏決めるとかカッコ悪いじゃん」

　母さん、東京のＪＫが進んでるっていうのはメディアの作り上げた捏ねつ造ぞうです】




　翌朝。すでに遅刻必至の時間なので諦めてのんびり学校に向かう道すがら、俺はつぶやきアプリに嘘をついた。その頭上をデビが楽しげに飛び回る。

《まぁた意味のない嘘をついて。そんなんじゃＵＰは貯まりませんよ》

「意味はなくともいいねは集まる。これは俺の趣味、いや、ライフワークなんだ」

《ま、いいデスけど。陽はるさんとおつきあいが始まって、今後はＵＰがどんどん貯たまるはずデスからね。となれば、早く学校へ行って陽さんにパコパコつきまくっちゃいましょう》

「嘘うそをな。紛らわしい言い方はよせ」俺のしかめ面を見て、デビが首をかしげる。

《アレ？　もしかして、ご機嫌斜めデス？　学校に行けば、出来立てホヤホヤの彼女が首を長くして待ってるはずなのに？》

「だから、それが問題なんだよ」

　大おお空ぞらを攻略するため、春はる霞がすみを彼女にしてＵＰを貯める。そう決意して嘘告をしたわけだけど、やっぱり簡単には割り切れなかった。いずれフッてしまうことが前提の彼女と会って、いったいどんな顔で何を話せばいいのか、皆目見当もつかない。

　重い足取りで学校に着いたのは、一時間目も半ばの時間帯だった。

　するとどういうわけか、下足室に数名の男子がたむろしていた。見知った一人が、俺を見つけて興奮気味に話しかけてくる。

「卯う曽そ月づき、おまえ春霞さんのアレ見たか？　あんなの隠してたなんてびっくりだな！」

　たしか一時間目は体育。男子は体育館でバスケ。女子はプール授業のはずだ。

　どうやらここにいる男子は体育館を脱け出して、プールを覗のぞきに行ったらしい。旧校舎三階廊下の端っこからプールサイドがギリギリ覗けるという噂うわさだった。

　よくもまあ、そんな所見つけたもんだ。男子高校生の性欲にはまったく恐れ入る。

《陽さん、おでこを出して頑張っているんデスかねえ》

　デビが感慨深げにつぶやいた。そう言えばそんな話だったっけ。俺のアドバイスで春霞はデコを出す決心をしたんだ。なら、こいつらの言う「あんなの」とはデコのことだろう。

「卯曽月も、行って見て来いよ」

「いや、俺はいいよ」

「いいから見て来いって。すんげぇから」

　男友達に連れられて廊下の窓から顔を出すと、プールサイドに春霞の姿があった。キャップから前髪をすだれのように垂らして額をばっちり隠している。

「なんだよアイツ、デコ隠してんじゃん、って、ええっ？」

《ありゃま、これはスゴい》

　おでこは隠したままだけど、明らかに隠れてないロケットが二つ。春霞の胸から飛び出していた。それはもう巨乳というより爆乳。スク水が張り裂けんばかりだ。カップにしてＧ？　Ｈ？　乳ソムリエじゃないから見ただけじゃわからんが、間違いなくエッチだ。

　昨日までは胸が大きい印象なんて全くなかったのに、いったいどういうことだろう。

　クラスメイトの男子が歯は噛がみしながら言った。

「畜生、なんだよあの凶悪なおっぱいは！　それに春霞さんの顔って初めて見たけど、結構可愛かわいいじゃん。おまえらつきあってんだよな。学食でラブラブ宣言してたもんな」

　いや、つきあってない、と言おうとして思い直した。そうだ。もうつきあい始めたんだ。

「うらやましいなぁ、あの乳揉もみ放題かよ。くそぉ、なあどうだった？　柔らかかった？」

「まだ揉んでねえよ」

「あんな巨乳だとわかってたら俺も告ったのになぁ。卯う曽そ月づきどうして気づいたんだ？」

「気づいてなかったよ。別に胸がデカいから告ったわけじゃねえし」

　そのときだ。耳に水が入ったらしく、プールサイドの春はる霞がすみがピョンピョンと飛び跳ねた。ジャンプにやや遅れて、二つの塊がボヨンボヨンと揺れる。それを覗のぞき見る俺たちの頭も上下にブンブンと振れた。

「どうみても乳目当てじゃねえか！　このおっぱいトレジャーハンター！」

「正直に認めろ！　まったくお宝発掘おめでとうだよ！」

　男子どものくだらないやっかみを受けながら、俺はすごすごと教室に戻った。

　言っとくが俺はおっぱい星人じゃない。その証拠に、大おお空ぞらはアスリート体形で胸なんかツルペタだ。なので巨乳だとわかったからって春霞への態度が変わることはない──のだけど、プール授業を終えて教室に戻ってきた彼女を見て目が点になった。

「は、はりゅがすみ？」

「あ、卯曽月くん、おはよう」

　いつも下ろしている長い髪がポニーテールにまとめられ、まばらになった前髪からロリフェイスがチラ見えしていた。スカート丈も短くなり、白い太ふと腿ももが露あらわになっている。
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　しかし、一番の違いは胸元だ。シャツのボタンが上から二つ、外されていた。

　その開いた隙間から真っ白い球体が二つ、互いを押しのけんばかりに自己主張している。この様子だと、昨日まではサラシでも巻いて隠していたんだろう。

「春はる霞がすみ、胸にケツがついてるぞ」

「？？？」

「い、いや、なんでもない。忘れてくれ」

（そういや昨日遊園地で言ってたっけ、「普段隠しているところを出さなきゃいけないのが嫌だ」って。いつからデコのことだと錯覚していた？　ありゃ胸の話だったのか！）

　あのとき俺はこう答えた。「普段から出しておけばいいんじゃない？　半分くらい出してるヤツいるだろ」春霞はそれを真に受けて、今日のこの格好になったわけだ。

　もう一度言う。俺はおっぱい星人ではない。胸が大きかろうが小さかろうが、どうでもいい。だがしかし──これは少し出し過ぎじゃないか？

　ちょっと地球儀を想像して欲しい。北極からずぅっと下って、北海道、本州四国、九州、沖縄辺りまでが白日の下にさらされている。

　沖縄といえば、年間平均気温20度超。四月には海開きがある南国だ。

　もうちょっと下にあるのは、赤道。そして赤道付近の海域には台風が発生している。台風はマズい。もし勢力が大きかったら、すぐに予報円がポロリしてしまう。その証拠に、さっきから台風の出現を待ち望む男子どもの視線の圧がハンパなかった。

　嘘うそ告こくしただけとはいえ彼氏として、ここは一言忠告しておこう。

「コホン、ええと春霞、ちょっと話があるんだが」

「なぁに、卯う曽そ月づきくん」

　春霞がこっちを向くと、おっぱいもプルンとふるえながらこっちを向く。

　やべぇよ！　これが俺の彼女？　そんな話聞いてないんですけど！

「ちょっと冷静になるから三十秒時間をくれ」

「あの、ごめんなさい。呼ばれてるから、また後でね」

　教室の向こうでリア充グループが手を振っている。普段は接点のない、というよりむしろ苦手な連中だったはずだが、春霞は飼い主に呼ばれた子犬のように跳ねて行った。

《なんか、避けられちゃったみたいですね》

　ほっとする半面、ちょっとモヤモヤが残る。だがそのまま授業が始まって、その後の休み時間も春霞はクラスの輪の中心になった。話す機会がないまま昼休みに突入する。

「春霞、一緒に飯食お──」

「ええとね、リイナちゃんたちと一緒に食べる約束しちゃったの」

　申し訳なさそうに頭を下げると、シャツの胸元から何かが見えそうになる。背中に突き刺さる男子のエロ視線を感じて、慌てて体を起こさせた。

「あー大丈夫大丈夫。全然気にしなくていい。てゆうかキミが前まえ屈かがみになると男子全員前屈みになっちゃうから、お辞儀の角度は15度までにしとこうな」

「？？？　ホントにごめんなさい」

　不思議そうに首をかしげながら、春はる霞がすみはリア充グループに混ざって行った。

《うーん、下げ剋こく上じようってのはこういうのを言うんデスかねぇ？》

　すっかり垢あか抜ぬけた春霞は、男子の注目の的になっただけじゃなく、女子のカースト上位グループからもスカウトされたらしい。

（前髪で隠してたから気づかれてなかっただけで、春霞の素顔はロリ美少女だしな。くわえてあの爆乳となりゃ、一気に人気が出ても不思議じゃないだろ）

《でも、今朝から全然話せてないデスよね。嘘うそつかないとＵＰが貯たまりませんよ》

（その辺はトークアプリでなんとでもなるさ。まあ、いいってことよ。わざわざ彼氏のフリをしなくて済んで、こっちも気が楽ってモンだ）

《余裕ぶっちゃって、本当は寂しいんじゃないデスか？》

「馬鹿言え、俺は大おお空ぞら真ま森もり一筋だっつうの」

　そう言ってはみたものの、春霞と同じ教室で一人飯はちょっと気まずい。

　俺は弁当を持って件くだんの塔屋へと避難した。

　階段に腰を下ろして、弁当箱を膝に載せる。今日の弁当は、なんと妹の手作りだ。愛あいが俺のために弁当を作ってくれるなんて初めてのことだった。

（そう言えば、昨日から愛の様子もちょっと変なんだよな）

　帰ってきた俺に遊園地でのことを根掘り葉掘り聞いてくるもんだから、春霞に告白してＯＫをもらった話をして聞かせた。そしたら愛のヤツ、目をウルウルさせて、

「愛はお兄ちゃんの本当に好きな人が誰かわかってるから。お兄ちゃんは、その人のために好きでもない女に告白したんだよね。それでいい。お兄ちゃんは間違ってないよ」

　なぜ愛は、兄の本命が大空真森だってことを知ってるんだろう？

　もしかして、エスパーなのか？

（こ、これは！）弁当を開けると、ご飯の上に桜デンブで大きなハートが描かれ、さらに海の苔りでダイスキと書かれていた。ガックリと肩を落としてつぶやく。

「あー、エスパーとかじゃねえ。あいつただ単にブラコンなだけだ」

「何がブラブラしてるの？　もしかして股間の？」

　突然、小鳥のさえずりのような美声がして、誰かが階段を上がってきた。

　誰かが、ということもないか。こんなバカで下品なことを言う女子は他にいないし、そもそも俺が彼女の声を聞き間違えるはずがない。

「誰もブラブラなんて言ってねえよ」

「ええっ？　卯う曽そ月づきクン、ブラブラしないの？　あ、もしかしてブリーフ派？　いやん、セクハラだぞ。想像しちゃうじゃん」

「想像するな！」

　大おお空ぞら真ま森もりだった。俺の想おもい人にして、春はる霞がすみの大親友にして、攻略ＵＰ１００万の難攻不落の高たか嶺ねの花。私立華はな村むら学がく園えん一の残念美少女が、その下品な言葉からは想像できない涼やかな笑顔と共に登場した。

「ちなみにあたしはボクサー派ですが……想像した？」

「しねえよ！　ったく、どっちがセクハラだよ」６６２００→６６３００

　はい、嘘うそです。正直めちゃくそ想像しました。

「けど珍しいな。大空がこんなところに来るなんて」

「ははは、いつもお昼はハルと食べてたんだけど、今日はクラスの女子と食べるんだって。まあ今日からボッチ飯は覚悟してたけどね。で、良さそうなランチ場所を探してたら、彼女にフラれて寂しそうな男子が階段を上って行くのを見かけてさ。隣いい？」

「別にフラれてねえし」そう言おうとして、固まった。

（隣いいって、誰の隣だ？）

　戸惑う俺の返答を待たず、大空は俺の隣３センチの距離に腰を下ろした。そのまま手にしたランチボックスを膝にのっけて食べ始める。つまりいつのまにか俺は、ちょっと横に目をやると視界に大空の生太ふと腿ももが飛び込んでくるという超一等地に座っていたわけだ。

（なに、この幸運？　もしかして俺今日死ぬのか？）

　ヨーイドンの合図で、心臓が走り出す。

「卯曽月クンも寂しいでしょ。せっかくカップル成立初日なのに。ホント、あの子ってば何考えてるんだか」

「あ、ああ、まあ、うん」

　正直さっきまでちょっと寂しかったが、もうそれどころじゃなくなっていた。

「そうだ、昨日はゴメンねぇ。急にお祖じ父いちゃんが入院しちゃってさ」

　そう言うと、大空は両手を合わせてごめんと小首をかしげてみせる。嘘だってことはバレバレなんだが、どうやらそれで押し通すつもりらしい。

「別にいいさ。で、お祖父さん大丈夫だったのか？」

「それが聞いてよ。緊急入院だって言うからメッチャ心配したのに、階段から落ちて足を捻挫しただけだったの。ホント人騒がせもいいとこ」

　いやいや人騒がせなのは大空の方だから。嘘でお祖父ちゃんを捻挫させるんじゃない。

「そうか。でもまあ、命に別条がなくて何よりだったな」

「ありがとう。それよりハルのことだよ。一体何があって、あんなに変身しちゃったの？　いや、遊園地で卯曽月クンが告ったトコまでは知ってるんだけどさ。急にあんな大胆になるなんて……まさか、ヤっちゃった？」

　桜デンブ噴いた。

「ヤんねえよ！　ヤるわけないだろ！　俺が告白直後にそんなことできる男に見えるか？」

「全然」

「だろうね！　けど即答は失礼だから。ちょっと傷ついたぞ」

「ははは、でもホッとしたよ。ハルに先に彼氏ができたってだけでもショックなのに、そこまで引き離されちゃったら寂しさ無限大だもん」

　そう言うと、大おお空ぞらは天井を見上げてフウッとため息をつく。その憂い顔のあまりの美しさに、思わず尋ねずにいられなかった。

「大空、おまえさ」

「何？」

「やっぱ百ゆ合りだろ？　春はる霞がすみのことが好きなんじゃゲフッ」グーで殴られた。

「違います！　今度変なこと言うと殴るよ！」

「って、もう殴ってるパターンじゃん！」

「そうじゃなくて、次は今のが殴ったうちに入らないくらい殴るってこと」

「わかったわかった、もう言いません。実は昨日、あいつの悩みの相談に乗ったんだよ。水泳の授業で隠してたトコを出すのが恥ずかしいって言うから、それなら普段から半分ぐらい出しといたらってアドバイスしたんだよな。デコのつもりだったんだけど」

「あ、なーる、それでおっぱい半分出しちゃったんだ。あの子ヤバいね。卯う曽そ月づきクンの言うことならなんでも聞いちゃうね」

「そのようだな」

「そして卯曽月クンのことだから、ハルにエロい命令をしないわけがない」

「おいおい」

「こりゃ、寂しさ無限大になるのも時間の問題かなぁ」

　その寂しがりようは百合にしか見えないが、次言うと殺されそうなんでやめておいた。

「フン、そんなの自業自得だろ」

「何、自業自得って？」

「裏で色々企たくらんでたみたいじゃないか、俺と春霞をくっっけようと」

「企むなんて人聞きの悪い。大大大大大親友の恋を応援するのは当然でしょ」

「まあ、それは否定しない」

「でも、ちょっとホッとしたよ。あたし自意識過剰なトコあるからなぁ、反省反省」

　大空は、そう言いながらポリポリ頭を掻かいた。

《自意識過剰って、どういう意味なんデスかね？》

　デビが首をかしげる。そんなこと俺に聞かれてもわかるわけない、と言いたいところだけど心当たりはあった。実はさっきから、大おお空ぞらの頭上の攻略ＵＰが減り続けているのだ。すでに90万ＵＰを切って、さらにどんどん下がっている。

「自意識過剰ってことはさ、大空もしかして前に俺が言った『気になる女の子』が自分じゃないかって思ってたわけ？」

「はははは、それはもういいじゃない」

　どうやら図星だったらしい。

　苦笑いを浮かべる大空を見て、俺はこの状況を完全に理解していた。

　おそらく大空は、俺の想おもい人が自分だと気づいてたんだろう。だから俺が彼女に接近するのを警戒していた。それが１００万というバカ高い攻略ＵＰにつながっていたんだ。

　しかし俺が春はる霞がすみに告白したことで、その警戒が緩ゆるんできた。

　今こうして攻略ＵＰが減少しているのは、きっとその緩みのせいだ。

《そこにつけいるんデスね。キャー鬼畜っ！》

　いつのまにかチアガールの格好になったデビが空中でポンポンを持って舞い踊る。

（……こいつは、予想外の効果だぞ）

　俺が春霞に嘘うそ告こくしたのは、彼女を恋人にして嘘をつき続け、ＵＰを大量ゲットするためだ。まさか、大空の攻略ＵＰ自体が下がるとまでは思っていなかった。

（こんなことなら、もっと早く春霞に告白しとくんだったな）

　湧き上がる笑みを抑えられず、口元がにやける。

　本音を言えば、俺にとって今のこの状況は本意じゃない。できれば大空とは自然に仲良くなって彼女にしたかったし、春霞にも嘘告なんかせずいつまでもいい友達でいたかった。

　その芽を摘んだのは、大空と春霞あのふたりだ。

　あいつらは結託して俺を陥れようとした。

　つまり、先に引き金を引いたのは向こう。こっちは正当防衛だ。

　こうなったらやるしかない。春霞を彼女（仮）にし嘘をつきまくってＵＰをゲットする。そして攻略ＵＰ分が貯たまったら、デビに願って大空を彼女（真）にするんだ。

「まあとにかく、これからは大親友の彼氏ってことで仲良くしてくれよな」

　俺は未来の彼女に向かって右手を差し出した。

「ＯＫ、仲良くしよ。でも正しくは大大大大大親友だから、そこんとこヨロシク」

　大空の手が俺の手を握りしめる。昨日握った春霞の手と違って、大きく骨ばった手だ。けど熱い。真夏の太陽のような大空真ま森もりそのままの熱い手だった。

「じゃあまず仲良し第一弾として、交際初日から放っておかれてる可哀かわいそうな彼氏さんを慰めてあげようかな。ええと、そうだ。膝枕してあげるってのはどう？」

　そう言うと、大空は小麦色に輝くピチピチの太ふと腿ももを払ってみせた。

「あたしの太腿は寝心地抜群だって、ハルにも大評判なんだよ」

　それは知ってる。けど、なんでいきなりそんなご褒美を？　俺やっぱ今日死ぬのか？

　空中でデビがうんうんと頷うなずく。

《そういや真ま森もりさんは陽はるさんの食べてるものを味見したがるんデスよね。誠斗まことさんも味見されちゃうんデスか？　こりゃ、陽さんを捨てて真森さんを恋人にする日も近いデスね》

　その言葉に、ふと春はる霞がすみの顔が頭に浮かんだ。

　そうか。大おお空ぞらとうまく行ったら、当然春霞はフることになるんだ。

「どうしたの？　膝枕しないの？」

　ペチペチと音を立てて大空は太ふと腿ももを叩たたく。魅惑的な音だけど、身体からだが動かなかった。

「いやまあ、遠慮するよ。俺、一応春霞の彼氏だからさ」

「ふうん……」しばしの沈黙。それから大空はニンマリと笑った。

「よし、合格！　卯う曽そ月づきクンをハルの彼氏として認めます」

「やっべぇ！　なんだよ、そのハニトラ！」

「本気にした？　あたしがハルの彼氏に膝枕なんかするわけないじゃん」

　その時、誰かが階段を上ってくる音がした。大空がそっと座る位置を離す。

「え？　卯曽月くんと、マモちゃん？」

　やってきたのは春霞だった。顔と谷間全開の春霞が、俺たちを見てハタと足を止める。どう弁解しようか焦っていると、大空が口火を切った。

「ちょっとハル、出来立ての彼氏をいきなり放置プレイなんてどういうつもり？　まさかみんなにチヤホヤされて卯曽月クンなんかいらなくなったとか？」

　冗談めかした口調だけど、俺が引っかかっていたことズバリだった。

「そ、そんな、そんなことないよ」

　口くち籠ごもる春霞。見た目が変わっても、おどおどした口調と表情は少しも変わらない。

「じゃあ、なんで俺のこと避けたんだ？」

「さ、避けてない。避けてないです。避けてないけど、ただちょっと……」

「ちょっと、なんだ？」

「卯曽月くんの言う通りに胸を出してみたんだけど、サラシを外したらシャツのボタンが留とまらなくて、ちょっと出し過ぎかなって。そう思ったらだんだん恥ずかしくなっちゃって、他の人はともかく卯曽月くんの顔が見れなくなっちゃったんです」

　春霞は羞恥に頬ほおを染め、シャツの胸元を押さえて縮こまった。

（なんだ、そんなことだったのか）自然に安あん堵どのため息がこぼれる。

《良かったですね。捨てられたんじゃなくて》

（別にそんな心配してねえよ）

　考えてみりゃ、多少垢あか抜ぬけたくらいで人の中身が変わるわけじゃない。春霞はやっぱり春霞。なぜだか俺にベタ惚ぼれで、引っ込み思案な女の子なんだ。

《強がっちゃってぇ。あ、そうだ。いいこと思いつきました》

　デビが得意げに宙を一回転した。

《ＵＰを貯ためて真ま森もりさんを彼女にしたら、陽はるさんはフッちゃうのが今の計画デスよね。けど別にフラなくても良くないデスか？　思い切って二人同時に恋人にしちゃったら？》

（同時にって、そんなのアリなのか？　ホントにできるのかよ？）

《最初の説明通り、叶かなえる願いに制限はないデス。二人でも三人でも、思うままにハーレムを作れマス。さらに円滑なハーレム運営をお望みなら、それもＵＰ次第デス》

（どういうことだ？）

《プラス10万ＵＰいただければ、陽さんと真森さんの常識を改変して、二人仲良く誠斗まことさんのハーレム要員を務められるようにしてさしあげマス》

　ハーレムの代金が10万ＵＰ。けして高くない。むしろ安いくらいだ。

　明るくてスタイル抜群の大おお空ぞらと、おっとり巨乳の春はる霞がすみ。対照的な二人を恋人にすれば、当分飽きずに済むだろう。それに二人だって、一緒のほうが楽しいに決まっている。

（よしっ！）俺は腹をくくった。こうなったら嘘うそをつきまくってＵＰを貯めて、大空と春霞の両方を彼女にしてやる。鬼畜ルート一直線だ。

　早速、嘘をついた。

「うん、出し過ぎだな。痴女かと思った」「ひどぉい！」６６３００→６６４００

「通報しておいた」「ええっ！」６６４００→６６５００

「うそうそ、でも今日でその格好はおしまいな」

「どうして？　やっぱり似合わない？　こんなおっきいの気持ち悪い？」

　瞳をうるうるさせながら、春霞は拝むような姿勢を取る。二の腕に挟まれて、大きな胸が一段と強調された。ボヨヨォーンという擬音が脳内で再生される。

　繰り返して言うが、俺はおっぱい星人ではない（以下略）。だがしかし、未来のハーレム要員である春霞がいやらしい目で見られ続けるのはいい気分じゃなかった。

　なんとかこの格好はやめさせたい。でもせっかく勇気を出して新しい一歩を踏み出した春霞に、似合わないからやめろとも言えない。デコと間違えたとはいえ、アドバイスしたのは俺だ。春霞の勇気を無下にせず、その上で露出をやめさせる責任が俺にはある。

（こうなったら嘘をつくしかないか。まあＵＰも貯まるし、一石二鳥だもんな）

　俺は、ポリポリと頭を掻かきながら言った。

「どうしてって……そりゃ、まあ、俺がヤキモチを焼くからだ」

　その言葉に、春霞は頬ほおを真っ赤に染めてコクンと頷うなずく。

「……うん、卯う曽そ月づきくんがそう言うなら」

　視界右隅の数字が一気にアップ……しなかった。

（おいデビ、いま俺嘘ついたろ。なんでポイントアップしないんだよ）

《さぁ、嘘うそじゃなかったからじゃないデスか》

（そんなわけねえだろ、めっちゃ嘘ついたじゃん）

《真しん贋がん鑑定委員会の決定デス。誠斗まことさんがヤキモチ焼いてるのは嘘じゃないデース》

　冷やかすようなデビの言葉に、俺まで赤くなった。

「チッ、爆発しろ、このバカップル」

　互いに頬ほおを染める俺と春はる霞がすみを見て、大おお空ぞらが舌打ちする。

　そんな彼女の頭上の数字は70万を切ってまだまだ減り続けていた。





　　　　＊　＊　＊






【俺のＪＣの妹は料理上手だ。特にカレーが得意で、専門店に行っても妹のよりうまいカレーは食ったことがない。「隠し味は何だ」と聞いても「愛情だよ」としか言わないんで、ある日こっそり作るとこを盗撮してみた。そしたら妹のヤツ、隠し味と称して仕上げにすっぽんとかマカとかの男性用精力剤を大量投入してやがった。

　妹よ、おまえの愛情＝精力か？

　それによくよく思い出してみると、カレーの日は妹のヤツ妙にＥカップを強調した服ばかり着てる気がするんだよなあ。もしかして俺、誘われてるんだろうか？

　てか親父おやじとおふくろもムッチャ食ってるから、歳としの離れた弟か妹ができたらおまえのせいだからな！】




　朝の日課を済ませた俺に、デビがご満悦な表情で言う。

《いやぁ、嘘つぶやきのほうも絶好調デスねぇ》

「どういう風の吹き回しだ？　いつもこんな嘘は嘘じゃないって嫌がるくせに」

《そりゃあ、役に立たない嘘なんて嘘界の風上にもおけませんが、誠斗さんが真の嘘つきだってことはちゃんとわかってマスから》

「なんだよ、真の嘘つきって」

　そうツッコんでみたものの、デビの言いたいことはわかっていた。

　つきあい始めてから一週間、俺は春霞に嘘をつきまくっているんだ。

　早朝の教室に入ると、一人待っていた春霞がニッコリ微笑ほほえんできた。

「卯う曽そ月づきくん、おはようございます」

　結局、彼女の髪形はポニーテールに落ち着いた。前髪が短めに切きり揃そろえられ、額以外はフルオープンだ。胸の方は、下着のサイズを合わせることでシャツのボタンを一つ開けるだけで済むようになった。リア充グループへの昇格は本人の希望で自然消滅したけど、露あらわになったロリフェイスと爆乳が男子どもの注目を集めているのは相変わらずだ。

「おはよう、はるはる。でも、卯う曽そ月づきくんじゃないだろ。それに敬語も禁止」

　ダメ出しを受けて、春はる霞がすみは頬ほおを染めながら言い直す。

「うん。マコトくん、おはよう」

　マコトくん、はるはる、互いにそう呼び合うのが俺たちの間にできたルールだった。

「あのね、マコトくん……どうかな？」春霞がモジモジしながら胸を突き出してくる。

「どうかなって？」

「マコトくんが教えてくれた体操。一週間頑張ったんだけど、少しは変わったかなって」

　そういや、そんなことがあったっけ。春霞があまりに大きな胸を恥ずかしがるもんだから、胸が小さくなる体操というのを教えてあげたんだった。

　しかし、彼女のメロンは今日も元気に弾はじけんばかりだ。

「あーあれか。あれは嘘うそだ。俺が教えたのバストアップ体操だから」

「バストアップって、真逆？　えっ？　じゃ、じゃあ、毎日豆乳を飲むとたんぱく質が豊富で筋肉が増えるから脂肪が燃焼して胸が小さくなるっていうのは？」

「嘘に決まってるだろ。大豆イソフラボンでホルモンが活性化して逆にデカくなるって」

「あーん、また騙だまされたぁ。マコトくん、ひどいよぉ」

　相変わらず春霞は超絶チョロい。どんな嘘でも１００％信じてくれる。おかげでＵＰがどんどん貯たまり、この一週間でなんと２５０００ＵＰを荒稼ぎしていた。

　一方、減少を続けていた大おお空ぞらの攻略ＵＰは50万を切ったところで落ち着いた。

　差し引きあと40万ＵＰ。ただし、俺の目標はそこじゃない。プラス10万ＵＰ。合計50万ＵＰで、春霞と大空をまとめて恋人にするハーレム狙いだ。一見途方もなく感じる50万という数字も、夏休みを有効利用すれば二学期早々には達成できる計算だった。




「もうすぐ夏休みだな」

「マコトくん、夏休みの予定は？」

「俺の予定は、ハワイではるはると挙式かな」

「えっ？　じゃあ急いでパスポート取りにいかなきゃ！」８９２００→９０２００

「おいおい、嘘に決まってるだろ。俺まだ16歳だぞ」

「えー騙されたよぉ」

「あー夏休み中止になんないかなぁ」

　乳繰り合う俺と春霞の隣で、大空が壁を蹴り上げる。

　なんだかんだで、俺と春霞と大空は三人一緒に昼飯を食べるようになっていた。例の塔屋が三人のランチスポットだ。

「大空は夏休み中ずっと部活なのか？」

「うん。八月に記録会があるから、もうずっと練習。ハルたちは、って聞くまでもないか。どうせ夏休み中ずっとイチャコラしてんでしょ。こっちは恋人と離れ離れだってのに」

　大おお空ぞらの恋人？　一瞬ドキッとして、すぐにそれが走り高跳びのことだと気がついた。

　扉の外は雨。グラウンドは、梅雨の大雨で沼のようになっている。

　それ以前に、いまは期末試験の準備期間中ですべての部活動が禁止されていた。

「あーあ、勉強なんてやめてハイジャンしてえ！」

「と言いつつ、大空が勉強してるトコなんて見たことないけどな」

「マコトくんは成績いいもんね。いつも名前貼り出されてるし」

「貼り出されてるっても三十位ギリギリだろ。そういや、おまえらって成績どうなの？」

　俺の問いかけに、大空と春はる霞がすみはギョッとして顔を見合わせた。

「わたし、一時間以上勉強すると持病の貧血が……」

「ははは、あたしはハイジャンに青春の全てを懸けてるからさ」

「ふうん。じゃあ問題な。logxの導関数は？」試しに問題を出してみる。

　簡単な公式の問題だ。ところが、春霞も大空もポカンと口を開けて固まった。

「どうかんすうって、何？」

「はるはる、おまえそこからかよ」

「ログエックスって……ログハウスみたいなもん？」

「大空は、そもそも数学の問題だってことすらわかってないな」

「なんだぁ数学だったのか。無理無理。あたし文系だもん」

「文系だって数学の授業はあるだろ！　それにはるはるは俺と同じ理系だよな」

　首をかしげる俺を見て、大空が笑い声をあげた。

「ははは、ハルは高一ん時あたしより数学出来なかったもんね」

「じゃあなんで理系選択したんだよ！」

「あ、あのぉ、それは」

　春霞は言いにくそうに視線を伏せる。すかさず大親友が助け舟を出した。

「チッチッチッ、ダメだよ卯う曽そ月づきクン。その辺の乙女心は察してあげなきゃ」

　まるで俺と同じクラスになりたくて理系を選んだと言わんばかりだ。もしそれが本当なら一年の時から俺を好きだったことになる。去年、特に接点はなかったはずだけど……

「参ったなぁ。期末で赤点取ったら夏休み返上で補習だよね。部活に行けなくなっちゃう」

「いやいや赤点って、ウチの場合30点未満だろ。そんな奴やつ──」

　滅めつ多たにいないぞ、と言おうとして二人が気まずそうに顔を見合わせているのに気づいた。

「二人とも、中間の数学の試験何点だったんだ？」

「にゃはは、33点」「31点、です」

「……ひでぇな」

　予想外のダメっぷりに思わず眉を顰ひそめる。これはマズい。もし春霞が補習になったら、ＵＰ大量ゲットが難しくなってしまう。

「そうだ、卯う曽そ月づきクンがうちらに数学教えてよ」

「あ、それすごくいい。マコトくんお願い」

　片かた想おもいの相手と、つきあい始めたばかりの彼女。未来のハーレム要員二人に迫られて、自然と鼻の下が伸びてくる。

（そういえば、週末は両親と愛あいが泊りがけで法事に行くって言ってたっけ）

　下心を隠しながら頷うなずいた。

「よし、それなら明日は俺んちで勉強会をやるぞ」




　そして迎えた土曜日。

　昼過ぎに起きると、両親と愛はすでに出発しているらしく姿が見えなかった。

「今日、俺の部屋に大おお空ぞらが来るのか……なんか、胸熱だな」

　とりあえず、日課の嘘うそつぶやきで心を落ち着かせる。




【俺の片想いの君は陸上部のエース。

　走り高跳びをやってるときはとてもカッコいいけど、頭はとてつもなく悪い。

「水ってすごいよね、０度で凍って１００度で沸騰するって、どうしてそんなにピッタリなの？」とか、「亜硝酸って、なんで亜硝酸なの。別にイ硝酸でもウ硝酸でも良くない？」とか平気で言うから、勉強会と称して部屋に呼ぶことにした。

　けどたぶん勉強内容は保健体育オンリーになる予定、てか願望】




　実際の大空の発言が元ネタなので今回は嘘つぶやきじゃなく、ただのつぶやきだ。

《そんなに浮かれちゃって、もしかしたらまたお祖じ父いさん危篤かもしれませんよ》

　そういえば、前に星ほしヶが丘おかスカイランドに行ったときはそうだった。遊園地デートできると浮かれていたら、俺と春はる霞がすみをくっつけるためにドタキャンされたんだ。

　ただ今回は、大丈夫だろう。昨晩の大空とのやりとりはこんなだった。

大【でもさ、ほんとにあたしも行っていいの？】

誠【もちろんだよ、明後日あさつてまで親も妹も帰ってこないし】

大【だから言ってるんだってば！　考えたら、相当お邪魔虫だよね？】

誠【そんなこと言って、赤点で困るのは大空だろ】

大【うー、そりゃそうなんだけどさ。空気読めとか思ってない？】

誠【思ってない。むしろ来て欲しい。てか大空がいなかったら、きっと勉強にならない】

大【実はハルにも同じこと言われたんだよね。わかった。明日三十分だけ遅れて行くよ】

誠【なんだそれ？】

大【あたしがいたらできないことはその間に済ませちゃって。三十分あれば十分でしょ。卯う曽そ月づきクン早そうだし】

誠【早くねえし！　てか、何の話だよ！】

　少なくともドタキャンってことはなさそうだ。

《で、その三十分で何をするんデス？》

「もちろん俺と春はる霞がすみでやることは一つ。二人きりじゃないとできない例のヤツだ」

《やーん、とうとうＤＴ卒業デスか？　でわざと三十分以上かけて大おお空ぞらさんと鉢合わせて３人プレイに雪な崩だれ込こむんデスよね！　さすが鬼畜ルートを行く男！》

　ただれた妄想に身をよじる妖精を無視して勉強会の準備をする。部屋を掃除して、お茶とお菓子と例のヤツの用意して、バタバタしていると、春霞のメッセージが着信した。

陽はる【あと五分で駅に着きまぁす】

誠【おう、迎えに行く】

陽【わざわざ来なくて大丈夫だよ。マップアプリがあるもん】

誠【行く行く。はるはるは世界一可愛かわいいから心配】

陽【ありがとう、マコトくんやさしいね】９１０００→９１３００

（春霞のヤツ、今日もいつも通りチョロいな）

《そんな言い方したら可哀かわいそうデスってば。陽さんがここまで簡単に誠斗まことさんの嘘うそを信じるのは、誠斗さんを大好き過ぎるピュアな乙女だからなんデスよ》

　ところが駅に着いた俺に声を掛けてきたのは、ピュアな乙女とはほど遠いトレンチコートにサングラス姿の怪人物だった。

「マコトくん！」

「誰だ？」眉を顰ひそめる俺に、不審者は慌ててサングラスを外してコートを脱いだ。

「わ、わたしだよ。春霞陽だよ。マコトくんの彼女だよ」

　怪人物の正体は、もちろん春霞だ。

「おーはるはる、お待たせ。けど、なんでこのクソ暑い日にコートなんか？」

「だって、駅とか街とか人いっぱいいるんだもん。恥ずかしくて」

　言われてみると、今日の春霞はなかなかに露出度高め。膝上25センチの紺のミニスカートに下着同然のピンク色のキャミソール姿だ。

　汗の浮き上がった胸の谷間とかムッチリした太ふと腿ももとか、正直目のやり場に困る。

　繁華街にはこのくらいのギャルも珍しくないけど、春霞からしたら大冒険なんだろう。

「恥ずかしいんならそんなカッコしなきゃいいのに」

「そうはいかないもん。だって、今日はまもちゃんも一緒でしょ」

「なんだ、じゃあ大空に見せるためなのか？」

「そうじゃなくて、まもちゃんてばスタイルいいから、私服だとそんな気ないのにすんごいセクシーになっちゃうんだもん」

「そ、そうなの」思わず声が上ずる。春はる霞がすみは唇を噛かんで抗議した。

「むうぅ、なんでそんなに喰くいつくかなぁ」

　どうやら、春霞は大おお空ぞらにライバル心を燃やしているらしい。

　フン。俺は心の中でほくそ笑んだ。ライバルもなにも、どのみち二人とも俺のハーレムに入るんだ。嫉妬なんて何の意味もない。

「じゃあ、俺の家うちこっちな」

　歩き始めて横を見ると、春霞は俺の手をみつめてモジモジしていた。そういえば、恋人同士は手をつなぐんだっけ。

「なんだ？　つなぎたいのか？」俺が尋ねると、春霞は慌てて手を引っ込める。

「えっ？　ええと、それはその……今日は手汗かいてるから、また今度」

《ほらね、やっぱりピュアでしょ、乙女でしょ》

（なんでデビが得意げなんだよ！）

　たしかに春霞は花も恥じらうピュアガールだ。けどだからといって容赦するつもりは毛頭なかった。なぜなら最初に引き金を引いたのは彼女たち。俺はあくまで正当防衛なんだ。

　春霞には徹底的に嘘うそをついて、ＵＰを吐き出してもらう。

　歩くこと三分で我が家にたどり着いた。春霞は大きな胸を押さえて深呼吸する。

「ここがマコトくんのお家うちですか。なんだか、ドキドキするね」

「別に普通の家いえだぞ。とにかく中に入って……と言いたいところだけど、このままじゃはるはるを家に入れることはできないんだ」

「えっ？　どうして？」

　大空と合流するまでは、例のヤツの時間。もちろん恒例の嘘つきタイムだ。

「実は、我が卯う曽そ月づき家は女人禁制でな」

「女人禁制？　じゃあマコトくんのおうちに入れないの？」

「安心しろ。女人禁制だから、女でも人じゃなきゃいい。てなわけで、じゃーん、コレだ」

　俺は用意していた猫耳を春霞の頭に装着した。

「な、なに？」

「今からはるはるは、人じゃなくて猫だ。これで家に入れるぞ。そのかわり、ちゃんと語尾にニャンをつけなきゃダメだからな」

「えーっ、そんなの恥ずかしい……ニャン」９１３００→９２１００

　戸惑いながらも、春霞は俺の嘘に従った。

　もともと小動物系美少女だけあって、猫耳の似合いっぷりが半端ない。さらに自己主張の激しい胸の塊が恥ずかしさに震えて、なんともいえない色気を醸し出していた。

《うわぁ、なんか最近の誠斗まことさんの嘘って欲望丸出しデスねぇ》

（うっさい。ドス黒い嘘うそをつけって言ったのはデビだろ）

《いやいや、この場合ドス黒いっていうよりドピンクじゃないデスか》

　呆あきれるデビを無視して玄関の鍵を回す。急に心臓の鼓動が速くなった。

（大おお空ぞらが来るまで、あと二十五分あるな）

　扉の向こうは、いわば密室だ。

　たとえＵＰのための偽彼女とはいえ、若い男女がふたりきり。しかも片方は谷間丸出しの子猫ちゃんだ。もちろん俺は狼おおかみじゃないが、本当に理性を保てるのか？

　目をつぶって玄関を開けた。すると──

「お兄ちゃん、おかえりぃー！」

「あ、愛あい？」

　妹の愛が玄関マットの上に正座をして、三つ指をつきながら微笑ほほえんでいた。

「お風呂にする？　ご飯にする？　それとも、とぉっても可愛かわいいい・も・う・とにする？」

　言葉の意味がさっぱりわからない。

「おまえ、なんでここに？　親父おやじたちと一緒に法事に行ったんじゃなかったのか？」

「だって、愛がいないと泥棒猫が家に入り込んで悪さするかもしれないでしょ。ほぉら、さっそく後ろに一匹……って、ホントに猫？　お兄ちゃんそういう趣味だったの？」

　愛はドタバタと階段を上って自室に入ると、またすぐにダッシュで下りてきた。

「ハァハァハァ、これで条件は対等ニャン」

　その頭には猫耳が装着されている。どうやら春はる霞がすみに対抗するつもりらしい。しかも、今日の愛のファッションはキャミソールにミニスカート。つまり春霞と丸まる被かぶりだ。ただ残念ながら、胸部の戦力差は決定的だった。

「こら失礼だぞ。彼女は同じクラスの春霞陽はるさんだ。はるはるごめんな。コイツは妹の愛」

　紹介すると、春霞はにっこり微笑んだ。

「ええと、はじめましてニャン。想像した通り可愛い妹さんだニャン」

　コミュ障の彼女にしては精いっぱいの笑顔だ。と思いきや──

「でも、思ったより胸が小さいニャン」いきなり先制パンチを浴びせやがった。

　最大の欠点をつかれて一瞬怯ひるんだ愛だったが、すぐに態勢を立て直す。

「あら、単なるクラスメイトの春霞陽さん、あなたは無駄におっぱい大きいんだニャン。でも、知ってるニャン？　お兄ちゃんは大の貧乳好きだニャン」

　当方ニ迎撃ノ準備アリ。ブラコン全開だ。

「おにいちゃんの夜のおかずは、ＡＶもエロ同人も全部貧乳妹系なんだニャン」

　おいおい、なんでそれを知っている！

　だが幸いにして、ピュアな乙女は「へぇ、マコトくんのお夜食も妹さんが作ってるんだ。すごぉい。でもエロドージンってどんなお料理ニャン？」と天然ボケを炸さく裂れつさせていた。

「こら愛あい、余計なこと言うな。あと、お兄ちゃんたち部屋で勉強するから邪魔すんなよ」

「愛も一緒に勉強するニャン！」

「ダメだ」

「いいじゃニャいですか。人数が多い方が楽しいニャン」

　圧倒的戦力差からくる余裕なのか、意外にも春はる霞がすみは愛の肩を持った。

「マコトくんの妹さんは、わたしにとっても妹だニャン」

「アンタに妹なんて言われる筋合いニャいし！」

「妹さんに教えてあげるニャン。お兄さん、あなたが思ってるより大きい胸好きだニャン。だって、今日ずっとわたしの胸ばかり見てるニャン」

「ニャ、ニャンですってぇ！」（なんだとぉ、バレてたのか!?）

　その時だった。

　ピンポーンという音とともに玄関がゆっくり開いた。

「あ、開いてる。ええと、そろそろいいかなぁ、まさか最中じゃないよねぇ、とドキドキしながらドアを開けてみたりして──」

　現れた大おお空ぞらの顔が、口をあんぐり開けたまま凍り付く。無理もない。玄関開けたら猫耳美少女二人がキャットファイト寸前って、シュール過ぎる。

「いや、これは違うんだ。あの、なんていうか」

[image: ]

　慌てて言い訳しようとしたが言葉が見つからない。まあ、実際何も違わないしな。

「まもちゃん、入っちゃダメニャン！」

　俺がもたもたしていると、春はる霞がすみが毛を逆立てた猫のように叫んだ。

「マコトくんちは女人禁制ニャン！　家に入るなら猫耳つけなきゃダメニャン！」

　それを聞いた大おお空ぞらは、我に返ったように「へぇー」とつぶやいた。

「そんな嘘うそついてハルに猫耳つけさせたんだぁ、卯う曽そ月づきクンってホントにさ……」

　ヤバい。軽蔑された？　大空の頭上にあるピンク色の攻略ＵＰが変化し始める。

　４８９４００→４７６７００　アレ、また減った？

「グッジョブだよ！　うんうん、やっぱ美少女と言えば猫耳。わかってるなぁ。ハルも似合ってるし、そこのお嬢ちゃんも可愛かわいいねぇ。もちろん、あたしのもあるんでしょ」

　ノリノリだ、この人！　大空が来る前に嘘だとバラす予定だったから予備の猫耳なんて用意してないけど、ここで無いなんて言えるはずがない。

（デビ、猫耳！）《はいよ、１０００ＵＰね》９２１００→９１１００

　ポンという音がして、手の中に猫耳が現れた。

「じゃあ、大空はこれをつけてくれ」

　思わずゴクリとつばを飲み込む。大空は何の躊躇ためらいもなく装着すると、曲げた手首を頬ほおにくっつけて猫のポーズを取った。

「どう？　似合うかニャン？」

　日焼けした肌と猫耳のコントラストは、似合うなんて言葉じゃ言い表せない。まるで互いに出会うために生まれてきた恋人同士のようだ。

　しかも、なんの躊躇いもなくニャンとか言うし！

　感極まっていると、春霞と愛あいが不服そうな声をあげた。

「マコトくん、わたしはどうニャン？」「お兄ちゃんには愛が一番に決まってるニャン」

　それぞれにポーズを取ってアピールしてくる。

　こんな光景があっていいんだろうか？

　俺は猫耳マニアでもケモナーでもないから、猫耳に特に思い入れがあるわけじゃない。

　それでも、美少女たちがニャンニャン言いながら入り乱れる姿はまさにパラダイスだった。三人には三者三様の良さがある。春霞が金持ちの家に飼われているシャム猫だとしたら、愛は生まれたばかりの三毛の子猫、そして大空は月夜に輝く孤高の黒猫だ。

（……生まれてきて良かった）俺は両手を合わせて神に感謝した。




　十分後。俺は春霞に土下座で嘘を告白し、それからみんなで俺の部屋に上がって勉強会を開始した。俺は自分の勉強机。他の三人はローテーブルを囲んでいる。

「大空先輩って走り高跳びの選手で、去年県大会で優勝したんですよね」

「まあね。今年は怪け我がで南関東大会には出られなかったけど、怪我さえなきゃインターハイ出場間違いなし。いや、インターハイ優勝間違いなしだったかなぁ」

「すごぉーい。しかも超絶美人だし。大おお空ぞらさんみたいな人がお姉さんだったらいいのになぁ。あ、そうだ。ここ教えてもらっていいですかぁ？」

　愛あいのヤツ、大空にベッタリくっついてデレデレしている。おそらく、春はる霞がすみに当てつけているんだろう。そのまま膝の上に乗っからんばかりの勢いだ。

「愛、大空の邪魔するんじゃないぞ」

「いやいや、あたしは別に平気だよ。さすがに中学生の英語くらいは教えられるし」

　今日の大空は、ロゴ入りＴシャツにショートパンツ姿（もちろん、ショーパンは５００ＵＰでリベンジした結果だ）。春霞が言ったように、胸元も裾も妙にユルい。上も下もさっきから下着がチラ見えしていた。で、チラ見してるうちに気がついたんだが、大空てば、なんかむしろＪＣにくっつかれて鼻の下を伸ばしてないか？　それにさっきからしきりに愛のキャミの胸元の覗のぞき込んでる気がするのは、俺の目の錯覚だろうか？。

（やっぱ大空さん、ガチ百ゆ合りなんじゃねえの？）

　疑惑は深まる一方だった。

「もぉ、マコトくんどこ見てるの？　ここ教えて欲しいんだけど」

　大空に気を取られていると、春霞が不満げに身体からだを押し付けてきた。大空のショーパンもセクシーだが、春霞のキャミからこぼれんばかりの爆乳も破壊力がすごい。

「この三角関係の解き方がわからないの」

「三角関数な」

　気にしないフリをしてもつい目が行ってしまう。デビが呆あきれ声をあげた。

《はいはい、おっぱいもいいデスけど、忘れないでくださいね。今日は真ま森もりさんのショーパンと猫耳でマイナス１５００ＵＰ。差し引きまだ赤字なんデスからね》

　たしかに折せつ角かくの機会だ。このまま嘘うそをつかずに終わるわけにはいかない。

　そして俺にはある作戦があった。それは「勉強を教える際に嘘を教える」というもの。これなら春霞に嘘を見抜くすべはない。あまりに鬼畜過ぎて決行を躊躇ためらっていた作戦だが、勉強会の今日が一番のチャンス。良心を押し殺して嘘をつくことにした。

（そもそも鬼畜ルートを行くように仕向けたのは、春霞の方なんだからな）

　そう自分に言い聞かせて、三角関数の公式をサインとコサインを逆に教えてみる。うんうんと、春霞は熱心に頷うなずいた。

「うん、わかった。やっぱりマコトくん教えるの上手だね」

　胸の痛みを堪こらえながら、右隅の数字に目をやる。９１１００→９１１０３

（ファッ!?　３だけ!?）

《まあ、ＵＰは本人がどうでもいいと思ってることでは上昇しませんからねぇ》

　だからって３はないだろう、どんだけ勉強に興味ないんだよ！　せっかく勉強会してやってるんだから、もうちょっと真剣に取り組め！

（こうなったら俺にも考えがあるからな！）

《お、誠斗まことさん、どうするんデスか？》

（この勉強会、俺も勉強よりおっぱい中心に行かせてもらう！）

《……ダメだ、この人》

　嘘うそを教えるのはやめて視し姦かんに全力投球していると、あっという間に二時間が過ぎた。

「ちょっと休憩しようぜ。コーヒーでも淹いれて来るよ」

「じゃあ、わたしが淹れてきましょうか」

「あんたなんかウチの台所に立たせないわよ」

　あまりに愛あいの態度が悪いんで、つい声を荒らげてしまった。

「こら愛、お客さん相手に失礼だろ。いい加減にしないとお兄ちゃん怒るぞ」

「マコトくん、怒っちゃだめだよ。愛ちゃん、一緒にコーヒー淹れに行こう」

　怒られた愛はしゅんとなり、春はる霞がすみに連れられて一階に下りて行った。だがすぐに元気を取り戻したらしく、台所からキャアキャアと言い争う声が聞こえてくる。

「わたし夕ご飯作ろうと思ってるんだけど、愛ちゃん何食べたい？」

「何よ、夜までいるつもりなの？　図ずう々ずうしい」

「じゃあ一緒に作る？　愛ちゃんお料理上手なんだよねぇ」

　人づきあいが苦手なはずの春霞が、予想外にお姉さんぶりを発揮しているようだ。

　階下の音に聞き耳を立てていると、大おお空ぞらが苦笑いを浮かべた。

「いやぁ、卯う曽そ月づきクンの妹ちゃんって想像以上にブラコンだねぇ」

「ははは、お恥ずかしい」

「でもさぁ、これはちょっと問題かなぁ」

　急に真顔になって部屋の壁紙を指さした。そこには模様に紛れて小さな穴が開いていた。

「壁紙の傷がどうかしたのか？」

　首をかしげる俺を見て、大空はフウッとため息をつく。

「あたし小学校の頃から陸上やってるんだけど、当時女子更衣室で盗撮騒ぎがあってさ。すっかり詳しくなっちゃったんだ。これ、盗撮用カメラの穴だよ」

「盗撮？　こんな小さな穴から？」

「このサイズがあれば、広角レンズで部屋中全部見渡せるはずだよ。ホント、技術の進歩ってすごいよね。この壁の向こうは、妹ちゃんの部屋？」

「じゃあ、愛が俺を盗撮してるってこと？　……マジで？」

「どうする？　確認してみる？」

　台所では愛と春霞がまだ舌戦を繰り広げている。戻ってくるまでは時間がありそうだ。

　大おお空ぞらと二人で、こっそり愛あいの部屋に侵入した。

　壁の穴は、愛の部屋に作りつけられたウォークインクローゼットに位置している。

　クローゼットを開けると、洋服やバック類に混じって明らかに異質な機械があった。そこから伸びた黒い配線が壁に開いた穴に差し込まれている。

「やっぱりね。このコードの先がカメラになってて、無線で画像を飛ばしてパソコンとかで見れる仕組みだ。ヤバいね、夜のエキサイトタイムとかみんな見られちゃってるね」

　正直、おかしいなと思うことはチラホラあった。さきほどのオカズの件もそうだけど、愛のヤツ、話したはずのない俺の下半身事情に妙に詳しかったり。

「ブラコンだとは思ってたけど、ここまでとは……」

　そう言いかけて、思わず息を呑のんだ。

　クローゼットの中に、見覚えのある服があった。服というより、着ぐるみ。

　眼帯をしたピンクの熊、音ゲーのキャラクターのユーファだ。俺が春はる霞がすみに告白した日、星ほしヶが丘おかスカイランドのお化け屋敷で遭遇したのとまったく同じ着ぐるみだった。

（ってことは、あの日遊園地にいたのは大空じゃなくて愛だったのか？）

　手が震えてきた。盗撮より、こっちの方がよっほどショックがデカい。

　俺の異変に気がついた大空が慰めるように言った。

「ええと、兄の部屋を覗のぞくって、ちょっと変わってるけど愛情表現の一種だよね。嫌われるより好かれる方がいいんじゃない？　キミだってさっきまでだいぶいやらしい目でハルのおっぱいを覗いてたんだから、きつく叱らないであげてよ」

（ガーン！　気づかれてた！）

「まぁ、あたしはその覗き事件以来、男子ってのが全然ダメになっちゃったんだけどさ」

「えっ？　大空って男嫌いだったのか？　初耳なんだけど？」

　下ネタ全開の大空は、むしろ男子と仲がいいイメージだったんだが？

「男嫌いじゃないんだよね。前にも言ったけど、漫画みたいな素敵な恋人は欲しいと思うし。でも生身の男子は今でも怖いよ。だって、普段何気ない顔してたコーチがＪＳ大好きの変態だったんだもん。『守らないまもりちゃん』って言われるけど、男子の前で意味もなく下ネタ言ったり馬鹿みたいに明るく振舞うのは、実はメッチャビビってるからなんだ」

「けど、俺とは普通に話せてるじゃん」

「ハルが卯う曽そ月づきクンのことをよく話題にしてたから、ハードルが低かったのかな。でも最初はやっぱ怖かったよ。ホントに怖くなくなったのは二人がつきあい始めてからだね。卯曽月クンがハルに優しいのを見て、だんだん平気になったの」

　てことは、もともと大空の攻略ＵＰが高かったのは小学生時代のトラウマが原因？

　でもって俺と春霞がつきあい始めた後でポイントが下がったのは、ただ単に慣れて怖くなくなったから？

「じゃあ、遊園地！　あのとき大おお空ぞらが来なかったのって、わざとじゃなかったのか？」

「えっ？　だからお祖じ父いちゃんが入院したんだってば。まさか嘘うそだと思ってたの？」

「でも、春はる霞がすみが弁当を二人分しか作ってきてなかったし」

「あの子の作ってくるの、唐揚げマシマシ弁当でしょ。アスリートのあたしがあんなもの食べられるわけないじゃん。いくら仲が良くてもお弁当は別物だよ」

「……マジか」

「卯う曽そ月づきクン、ひどいなぁ。あたしだってすんごい楽しみにしてたのに。なのにあの日は踏んだり蹴ったりでさ。病院に行かなきゃいけないのに服が中学の頃のショートパンツしかなくて、病院であたしだけ露出狂みたいなんだもん。鬼恥ずかった。あ、それが実は今日もでさ。言っとくけど、いつもはこんな格好じゃないよ。他の男子の前ではこんなショーパン絶対無理だけど、卯曽月クンの前なら不思議と平気なんだよね」

　サーっと音を立てて血の気が引いていく。どうやらあの遊園地でのドタキャンは本当にお祖父さんのせいで、俺と春霞をくっつけようとしたわけじゃなかったらしい。

　つまり大空と春霞が二人で結託して、俺を騙だましたというのは全くの勘違い。

（てことは鬼畜ルートなんかに入らなくても、あのまま仲良くなって大空と恋人同士になれる可能性もあったわけか？　じゃあ、俺が春霞に嘘の告白をしたのは……）

　頭の中がパニックになって、言葉が出なかった。

「でも人生何が起こるかわかんないよね。たまたまお祖父ちゃんが捻挫して、あたしが行けなかった遊園地で二人は恋人同士になったわけでしょ。じゃあもし階段から落ちたのがハルのお祖父さんだったら、今頃あたしとキミがくっついてたかもしれないんだよね」

　大空は頭を掻かきながら苦笑いでそう言った。

　クローゼットの暗闇の中で、彼女の赤い口唇だけがやけに輝いて見える。

「まあ今からそんなこと言っても、もうしょうがないけどさ」

　もうしょうがない、その言葉がグルグルと回っていた。立て続けに明らかになる予想外の真実に、俺の脳のう味み噌そはオーバーヒート寸前だ。もう何が何だかサッパリわからない。ただ、自分が取り返しのつかないことをしたという事実だけはハッキリわかっていた。

　その時だった。トントンと足音を立てて愛あいが階段を上がってくる。

「ねえ、お兄ちゃん！　これからこの泥棒猫と料理勝負をすることになったから──って、何勝手に愛の部屋に、あ、あの、これは、ち、違うの！」

　それからのことは、ほとんど覚えていなかった。

　盗撮カメラを見つけられた愛は、逆切れして部屋に閉じこもってしまう。

　春霞と大空が説得してくれてたおかげでようやく部屋から顔を出し、四人で春霞の作ってくれたカレーを食べた。

　だが気まずい雰囲気は拭いようがなく、勉強会は夕食後早々解散になったのだった。






第四章　隣の席のあの子はアレがしたい









「ふぅ」

　一学期最終日の放課後、俺は誰もいない教室で一人ため息をついていた。

　期末試験は無事終了。すでに答案も返却されている。

　勉強会が不調だった割に、春はる霞がすみも大おお空ぞらも赤点は取らずに済んだそうだ。もしかしたら、言うほどデキない子たちじゃなかったのかもしれない。

　俺自身の成績はさんざんだったけど、正直そんなことはどうでも良かった。

　春霞に嘘うそ告こくして以来、俺は彼女に散々嘘をつき続けて来た。

　それは全部、「春霞と大空が俺を騙だまそうとした」「俺は正当防衛」という大義名分があったからだ。その大義名分が勘違いだったと分かった以上、ルート変更は必須だ。

　鬼畜ハーレムルートなんてメンタル的に無理すぎる。

　だが、時すでに遅し。春霞にはガッツリ告白して、俺たちは「マコトくん」「はるはる」と呼び合う仲になっていた。せめてもの救いは、アッチ方面の進展がなかったことだ。あの爆乳を前にしてキス一つできなかったヘタレな俺の危機管理能力を褒めてやりたいけど、だからって今さら「告白は嘘でした」なんて言える強心臓は持ち合わせていない。

　頭上で寝そべっていた嘘つき妖精のデビが、あくび混じりで言った。

《元気出してください。クヨクヨしたってしょうがないデスよ》

（のんきな声出しやがって。「真ま森もりさんと誠斗まことさんが恋人になることはない──妖精の力でも使わない限り」とか言いやがったのは、デビだぞ。そのせいで俺は嘘告なんか！）

《ははは、それについてはまったくお詫わびの言葉もございません》

　口で謝りながらも、その顔はさっきから細かく痙けい攣れんしていた。笑いを堪こらえているのがバレバレだ。デビのヤツ自称妖精だが、言葉の端々から悪魔の匂いがプンプンする。

　とはいえ、こんなときに頼れるのがコイツしかいないのも事実だった。

「なぁデビ、春霞への告白をなかったことにするには、ＵＰがいくら必要だ？」

《時間を遡さかのぼって過去をやり直すのは大仕事デスから、１０００万ＵＰってとこデスかねえ》

「１０００万！　そんな無茶な！」

《でも陽はるさんの記憶を操作して告白の部分を消すだけなら、そこまでかかりませんよ》

「いくらなんだ？」

《50万ＵＰで承りマス》

　高い。けど現在のＵＰ残高は10万近く。今までのペースでポイントを貯ため続けられればまったく無理な数字じゃなかった。ただ、それだけじゃダメだ。

　見透かしたように、デビが続けた。

《大おお空ぞらさんの記憶も併せてご希望なら、単純に倍で１００万デス。ＪＫ一人で50万、ＪＫ二人で１００万。なんだかいかがわしいバイトみたいデスねえ》

　そうなんだ。大空の記憶も一緒に消してしまわなきゃ意味がない。

《そう考えたら、このまま鬼畜ルートを行った方がお得じゃないデスか？》

　大空の攻略ＵＰは約50万。さらにプラス10万で、春はる霞がすみと大空を同時に恋人にできる。たしかに１００万払って記憶を消すだけよりも、そっちの方がよっぽどコスパはいい。

《ドタキャンが本当だろうが嘘うそだろうが、どっちでもいいじゃないデスか。二人とも恋人にしちゃえば当人たちには同じことデスって。ね、いい人に戻るのなんかやめて、このまま鬼畜ルートを突き進みましょうよぉ！》

「だから、二人が良くても俺が無理なんだって」

　正当防衛の旗印を失なくした俺からは、鬼畜の仮面が剥はがれ落ちていた。勘違いで嘘告したってだけで良心の呵か責しやくに押し潰されそうなのに、さらに嘘を重ねるなんて荷が重すぎる。

　とはいえ二人の記憶を消すのにはあと90万ＵＰが必要だ。それだけ貯ためるには、春霞をＵＰタンク彼女と割り切って嘘をつきまくるのが必須条件だろう。

（そんなの絶対無理だよ。もう春霞と顔を合わせるのだってきまずいのに）

　万事休す、とはまさにこのことだった。

　机に突っ伏していると、誰かに肘を引っ張られた。

「大丈夫？　具合悪いなら保健室に行った方が良くない？」

　このか細い声は、間違いなく春霞だ。思わず跳ね起きた。

「い、いや、別に体調は問題ないんだ」

　すると、大きな黒目がちの瞳が心配そうに俺の顔を覗のぞき込む。

「マコトくん、勉強会から元気ないね。やっぱりショックだった？」

　幸いにして春霞は俺の異変を妹のせいだと勘違いしてくれているらしい。

　あの日、盗撮が露見して愛あいがパニックになったため勉強会は中止になった。ぶっちゃけ妹のブラコンには気づいてたんで俺自身はなんとも思っていない。愛の方は俺と顔を合わせるのを避けてるけど、こっちはいずれ時間が解決してくれると高を括くくっていた。

「ショックってほどもないさ。春霞が気にすることはない」

「春霞じゃなくて、はるはるだよ」

「あ、ああ、そうだったな。はるはる」

「うん、大好きだよ。マコトくん」

「俺もだぞ」俺の返事を聞いて、春霞は頬ほおを膨らませた。

「えー、俺もじゃなくて、いつもみたいにはっきり言ってよぉ」

　春霞は俺に好きだと言わせたいらしい。

「世界一大好きだ、はるはる」

　俺が言い直すと、春はる霞がすみは満足そうに目を細めて俺の肩にゴッチンと額をくっつける。

「えへへ、世界一だぁ、やったぁ」９４１００→９４４００

　鬼畜ルートまっしぐらだった時には気にならなかったのに、今となってはＵＰが上がるたびに胸の奥がズキンと痛んだ。

「そんなことより、わざわざ終業式の後に話ってどんな用件なんだ？」

「そんなことってひどぉい。マコトくんがわたしを好きなことより大切なことはないよぉ」

　春霞は不満げに口を尖とがらせる。俺が教室に残ってるのは春霞に大事な話があると言われてたからだ。一瞬別れ話かと思ったが、この様子じゃ違うらしい。

「あのね、今日は会って欲しい人がいるの」

　春霞に促されて教室に入ってきたのは、見知った顔の男子生徒だった。

「やあ、卯う曽そ月づき君久しぶり」

「誰かと思えば、美み川かわか」

　美川太た一いち。文化系陽キャグループのリーダーで、俺みたいな底辺層にも笑顔で接してくれる好青年だ。そのカースト上位の彼が、突然教室の床に土下座して叫んだ。

「頼む！　卯曽月君、春霞さんを僕に譲ってくれないか！」

「はぁ？」思わず目が点になる。

　ぶっちゃけた話、いま一番事が丸く収まるのは俺が春霞にフラれることだ。他に男ができたというのなら渡りに船。とっととそいつに譲って、こっちは大おお空ぞらにアタックしたい。

　けどそれは、相手がちゃんと春霞を好きだった場合の話だ。あまり他人の性的指向を詮索したくないけど、攻略ＵＰ８６００の美川太一が本当に春霞のことを好きなのか？

「ちょっと待て！　それは納得いかないぞ！」

　思わず美川に食って掛かった。あわてて春霞が間に入る。

「マコトくん違うの！　美川くんもそんな言い方じゃマコトくんが誤解するよ！」

「誤解？　どういうことだ？」

　春霞に促されて、美川は言い直した。

「夏休みの間、春霞さんを僕ら映研に貸してくれ！」




　詳しい話を聞くと、なんてことはなかった。

　ウチの高校には映研があり、毎年文化祭で作品を上映することになっている。

　映画と言っても二十分くらいの短編で、観みに来る客の数も数十人程度だ。そう言われてみれば去年の文化祭でポスターを見た気がする。そんな程度の知名度だった。

「今年は僕が監督脚本を務めるんだけど、ヒロインのイメージが春霞さんにピッタリでさ」

「ふうん、どんな話なんだ？」

「うーん、話せば長くなるから簡単に言うとね。『童話の世界で恋に破れたヒロインが、現実世界にやってきてまた恋をする』って話さ」

「童話のヒロインねぇ」

　眉唾も甚だしい。どう考えてもコミュ障の春はる霞がすみに映画の主役が務まるとは思えない。そもそもコイツは日常会話すら満足にできないんだ。そんな素人の部外者を、いくらイメージにピッタリだからって主演女優に起用するだろうか？

　すると、デビが力強く断言した。

《乳目当てデスね。きっとあの爆乳にドエロな水着を着せて客寄せパンダならぬ客寄せホルスタインにするつもりデスよ。でなきゃ陽はるさんをヒロインになんてありえません》

（そりゃいくらなんでも春霞をディスり過ぎだろ）

　一応ツッコんでみたものの、正直俺も同じことを考えていた。

「で？　その童話って何なんだ？」

「よく聞いてくれたね。映研の新作はズバリ、『人魚姫』さ！」

（《やっぱり！》）

　俺のいぶかしげなまなざしに気づいたのか、美み川かわは慌てた声で弁解する。

「いや、人魚姫と言ってもきわどい衣装とかないから。だって高校の文化祭の映画だし、そもそも僕はそういうお色気路線みたいなのは好きじゃないし！」

　拳を振り上げて力説する美川の頭上の数字は、今日も８６００。彼自身が春霞の胸狙いじゃないことは信じていいかもしれない。さて、どうしたもんか？

「明日から撮影で、夏休みあまり一緒にいられなくなっちゃうけど……引き受けてもいいかな？」

　どうやら春霞はヒロイン役をやりたがっているようだ。

　顔と胸を隠さないようになって、彼女の交友範囲は確実に広がっている。いろんなことにチャレンジして、新しい自分に生まれ変わりたい。そんなふうに考えているんだろう。

「はるはるはやりたいんだな」

「うん、美川くんの脚本読んだら感動しちゃって」

　ぶっちゃけた話、反対だった。

　夏休み中はできるだけ一緒にいてＵＰをゲットしたい。告白をなかったことにするには、１００万もの大量なＵＰが必要なんだ。そしてもう一つ、女優なんて絶対向いてないことに手を出して春霞が傷つくところを見たくはない。

「まあ、いいんじゃない？　はるはるのやりたいようにやりなよ」

　しかし、こう言う以外になかった。

　俺は嘘うその告白をしただけの嘘彼氏だ。春霞の行動を制限する資格はない。

　それにさっきと全く矛盾するけど、映画がなきゃ俺達は夏休みをずっと一緒に過ごすことになるだろう。一か月以上も偽の彼氏を演じ続けるなんて心臓が持ちそうにない。

「その代わり、一つだけ約束してくれ。エロいシーンの撮影があるときは俺も呼ぶこと。ビデオカメラ持って参加するから」

「そんなシーンないよぉ。もぉ、マコトくんのエッチぃ！」

　春はる霞がすみの頬ほおが染まる。一つだけボタンの開いたシャツから覗のぞく谷間がブルンと揺れた。

「女の子が裸を見せていいのは、未来の旦那様だけ。エッチなことしていいのは、結婚してからだけなんだからね」

　相変わらず見た目と貞操観念のギャップがすごいけど、春霞は手をつなぐのも恥じらうピュアな乙女だ。ホッとしたような、ちょっとガッカリしたような。

「おう、さすがは俺の彼女。大和やまと撫子なでしこだな」

「へへへ……あのね、さっき怒ってくれたの、嬉うれしかったよ」




　その夜、大おお空ぞらから怒りのメッセージが来た。

大【ちょっと彼氏、ハルが人魚姫やるの許したんだって？　一体何考えてんのよ！】

誠【あぁ本人がやりたがってたし。それに俺が許すとか許さないとかって話でもないだろ】

大【卯う曽そ月づきクンがダメって言ったら、あの子はやらないよ。そもそもハルが女優をやるなんて言い出したのは、卯曽月クンに釣り合う女の子になりたいからなんだもん】

誠【オーバーだな。大空こそ、なんでそこまでムキになって反対してるんだ？】

大【そんなの、ハルに映画のヒロインなんて無理だからに決まってるでしょ】

誠【無理ってこともないだろ。まあちょっとは苦労するだろうけど、所詮文化祭の映画だし、そこまでの名演技を要求されるわけじゃあるまい】

大【でも、ハルがヒロインなんて、絶対おっぱい目的じゃん！】

誠【あちゃー、それ大親友の言うこと？】

大【大大大大大親友！　あのね、ハルの役は人魚姫。人魚姫と言ったら貝殻ブラでしょ。そんなあられもない姿が公衆の面前に晒さらされるなんて、彼氏の分際でそれ許せるの？】

誠【分際って……でもまあ、ビキニくらいは海でも着るわけだしな】

大【卯曽月クン知ってる？　グラビアアイドルが水着の撮影する時、現場ではポロリしまくりだって。つまり映研の奴やつらはハルのビーチク見放題なんだよ！】

誠【なあ大空、おまえホントはやっぱり百ゆ合りだろ。じゃなきゃ春霞のお父さんか】

大【いまはあたしよりハルの話！　とにかく映画なんてやめさせてよね。さもなきゃ、はるはる可愛かわいい同盟は決裂。卯曽月クンとは絶交だよ！】

《真ま森もりさんってば陽はるさんにはホント過保護デスよね。絶交って小学生じゃないんだから》

　デビが呆あきれたようにつぶやく。俺は思わず苦笑いを浮かべた。なんだか最近、人外のコイツが一番まともなことを言ってる気がする。

「絶交か……それもいいのかもな」

　勘違いとはいえ、春はる霞がすみに告白したのは俺だ。全ての責任は俺にある。このまま大おお空ぞらのことはすっぱり諦めて、本気で春霞を好きになれば全部丸くおさまるんだ。

　幸いにして春霞は嫌いじゃない。いい子だし、美少女だし、おっぱい大きいし。

《じゃあ、どうするんデス？　このまま真ま森もりさんと絶交でいいんデスか？》

「それは……やっぱ嫌かな」

　恋人同士にはなれなくても、せっかく話せるようになったこの関係を壊したくはない。

「しょうがない。映画に出ないように春霞に言うか」

《今更デスか？　撮影は明日からデスよね。さすがにそれは人として最低すぎマス！》

「それは……」妖精に正論を吐かれて、俺には返す言葉もなかった。

《ジャジャーン、そんなとき重宝するのがＵＰデス。今なら７０００ＵＰで──》

「高いよ！　誰が使うか、もったいない！」

　ちょうどその時、カバンの中に入った映画の脚本が目に入った。興味がないので読む気はなかったけど、参考にと美み川かわに無理やり持たされたんだ。

「よし、今からこれを読んで粗探しをしてやろう。ちょっとでも不適切なところがあれば、すぐ学校に通報して映画の撮影を中止させてやる」

《うわぁー、やっぱ誠斗まことさんが一番のド屑くずデス！　ステキすぐる！》




　そして迎えた翌朝──

　夏休み初日の朝を、俺は真っ赤に泣き腫らした目で迎えた。

「うぉー感動したっ！　美川、アイツ天才だよ！」

《わたし妖精なのにマジ泣きしちゃいましたよ！　人魚姫たん、かわいそす！》

　美川の書いた映画の脚本「人魚姫の唄」のストーリーはこうだった。




　王子様の命を奪うかわりに海の泡になったはずの人魚姫

　気がつくと彼女は、とある高校のプールにいた

　あんなに泳ぐのが得意だったのに、手足が思うように動かず溺れてしまう

　人魚姫を助けてくれたのは、王子様そっくりの男子高校生だった

　たちまち恋に落ちる人魚姫、けれど彼には恋人がいた

　身寄りのない人魚姫に親切にしてくれる彼と彼女

　報われることのない人魚姫の二つ目の恋

　海に還かえりたいと、人魚姫は彼の部屋を抜け出した

　けれども、右も左もわからない現代では海どころかプールにすらたどり着けない

　いつのまにか迷い込んだ夜の街で不良たちに拉致されそうになる人魚姫

　そのピンチに駆けつけてくれたのはやはり彼だった

　不良の手にした凶刃が彼の腹を貫く

　血の海で、助けを求めて泣き叫ぶ人魚姫

　しかしその声は、遠い昔に足と引き換えにしてもう無かった




　考えたもので、人魚姫自身は喋しやべらず心情がモノローグで語られる。

　これなら春はる霞がすみ以外の誰か、例えば芝居の上手な映研部員が声を当ててもいいわけだ。

「そう言えば、今日から撮影なんだよな。よし、早速撮影現場に乗り込むぞ！」

《乗り込むぞって、たしか陽はるさんからは来ないように言われてるんデスよね》

　初日の撮影現場は学校のプール。人魚姫が現代に転生するファーストシーンの撮影だった。春霞には恥ずかしいから来ちゃダメと拒否られているんだけど……

「ひとつとても良い台詞せりふを見つけたんだ。『おとぎ話の世界なら、泡になって消えてしまえるのに……もうそれもできない。あたしも、あたしの想おもいも、波の上を漂うだけ』」

《夜の街を彷徨さまよう人魚姫のモノローグデスね。泣けるなぁ》

「自殺を推奨している。けしからん。断固抗議する！」

《単なるイチャモンじゃないデスか！　ホントもう、嘘うそつき妖精的に最高デス！　お供しマスよぉ。たしかに彼氏の誠斗まことさんに来ちゃダメなんて、陽さんも怪しいデスしね》

「怪しい？　どういうことだ？」

《ＮＴＲモノのエロ漫画によくあるやつデス。つきあい始めたカップル。しかし彼女は新しく入ったサークルで薬を盛られ、弱みを握られてそのままズルズルと……みたいな？》

「妄想やめろ！　てか、なんで妖精がＮＴＲに詳しいんだよ！」

　そんなこんなで、俺は夏休み初日から高校に行くことにした。

　さっそく制服に着替えて駅へと向かう。

　ただ、その日は暑かった。涼しいのは電車の中だけ。一歩駅を出ると、太平洋からやってきた海洋性熱帯気団が襲いかかってくる。まだ九時前だっていうのに通学路のアスファルトからはメラメラと陽炎かげろうが立ち上っていた。

　噴き出す汗を拭いながら、ようやく学まなび舎やにたどりつく。校舎に逃げ込んでがっくりした。夏休み中で冷房の切られた校舎内は、熱気と湿気が充満してまるでサウナだった。

「……地獄か、ここは」

　にもかかわらず、学園内にはたくさんの生徒が集まっているようだ。

　炎天下のグラウンドでは、野球部員たちの掛け声がアブラゼミと競い合っている。開け放たれた体育館からはバスケットボールの弾む音とシューズのきしむ音が響いていた。

　当然、陸上部も練習をしている。条件反射で大おお空ぞらの姿を捜したが見当たらなかった。

「まいっか、いま大空と顔を合わせても気まずいしな。まずは映画の撮影を阻止しないと」

　大おお空ぞらのユニフォーム姿を諦めて、先を急いだ。

　撮影が行われるプールは学園の敷地の最奥にある。

　漂ってくる塩素の臭いに、心なしか気温が二、三度下がった気がした。プールの周囲を覆う生垣の向こうから、「ハイ、カット」といういかにもな掛け声が聞こえてくる。

《もう、撮影は始まってるみたいデスね》

　生垣の隙間を覗のぞき込むと、プールサイドに白いワンピースの少女が立っていた。

　春はる霞がすみだ。全身が濡ぬれていた。額に髪が貼りついて水が滴っている。人魚姫が溺れるシーンの撮影らしいが、どうやらなかなかオッケーが出ず、撮り直しが続いているようだ。

《苦戦してるようデスね》

「そりゃ、あの春霞だもんな」

《でも、なんか陽はるさん、いつもと感じ違いません？》

　監督の美み川かわから矢継ぎ早に指示が飛ぶ。春霞は口をきつく結んで、その一つ一つに真剣な表情で頷うなずいていた。なんでそこまでするんだろう。女優志望ってわけでもあるまいに。

　まさか大空が言ったとおり、俺と釣り合うようになりたいからなんだろうか？

　だとしたら、もうとっくに釣り合いなんか取れている。いやむしろ、嘘うそ告こくするようなサイテー人間の俺にこそ、春霞とつきあう資格はない。

「ちょっといいかしら？　貴方あなた、映研の人？」

　突然、背後から誰何すいかするような厳しい声が飛んできた。

　振り返るとそこに、５３００００というピンク色の数字があった。

「せ、生徒会長？」

　私立華はな村むら学がく園えん高等学校生徒会長、氷ひ鳥とり沢ざわ雛ひな子こ。

　絹の光沢を放つ黒髪に、陶磁器を思わせる白い肌、切れ長の大きな瞳には星の輝きが宿っている。大空真ま森もり一筋の俺でも思わず見み惚とれるほどの正統派美少女が降臨していた。

「あら、二年Ｃ組の卯う曽そ月づき誠斗まこと君。ごめんなさい。貴方映研じゃないわよね」

「会長、俺の名前知ってるんですか？」

　ちょっとびっくりした。三年の生徒会長とは何の接点もなく、会話した記憶すらない。

「本校生徒の名前と顔は全員把握しているわ。と言いたいところだけど、実は私ね、貴方のことがずっと気になっていたのよ」

「えっ？」《あれま？》

　超絶美少女の「気になっていた」発言に、俺とデビはユニゾンで驚きの声を上げた。

「貴方、去年五月の清掃行事で熱中症になったでしょ。あの行事は生徒会主導だったから、見通しが甘かったって先生方からずいぶん叱られちゃったの」

　……まあ、そんなことだろうと思ったけどな。

「そりゃ、申し訳ないッス」

「貴方あなたが謝ることじゃないわ。謝るのはむしろこっちでしょ。それにあの後、あなたに荷物運びを手伝ってもらったっていう御ご婦ふ人じんから学校に連絡があったの」

　げげ、そういやあの後何度か婆ばあさんちに行って借りた漫画がそのままになってたっけ。

「あなたの熱中症は自分のせいだから、欠席や授業の遅れがあったら配慮して欲しいとのことだったわ。あなたには良くしてもらった、優しい人物だって褒めてたわよ」

　ほう、婆さん案外いいとこあるじゃん。

「で、会長はどうしてここに？」

「映研の撮影を中止させるためよ。撮影申請書と添付された脚本に幾つか問題点があるの。まず、プールのシーンを撮影する際の安全性が担保されていないこと」

「……いや、でも普通に授業で使うプールですよね。水深１メートルちょいの」

「１メートルでも溺れるときは溺れるし、溺れれば死ぬこともあります。さらに重大な問題点は、この映画自体が学園の風紀を乱す可能性があること」

「どういうことです？」

「主演が、二年の春はる霞がすみ陽はるさんよね。彼女にはこれまで演技の経験がない。しかも生徒会の急に服装が派手になった要注意生徒リスト第二位に挙がってるわ。特に胸部の露出が甚だしいそうね。そんな彼女を主役にするってことはつまりバスト目当て、扇情性を狙ったキャスティングに決まっている。作品自体もそういう方向性になることは明白でしょう」

「いやいや、そこまで言い切らなくてもいいんじゃないッスか？」

　デビといい大おお空ぞらといい会長といい、女同士って厳しいのな。思わず苦笑いが浮かんだ。

「そして最後に脚本中のこのモノローグ、『おとぎ話の世界なら、泡になって消えてしまえるのに……もうそれもできない。あたしも、あたしの想おもいも、波の上を漂うだけ』」

「いい台詞せりふですよねぇ、……ええと、まさか」

「自殺を推奨する意図が感じられる。断固容認できないわ！」

「やっぱそう来たか！」

「まあ、部外者の貴方と話してもしかたないわよね。どいてちょうだい」

　呆あきれる俺を押しのけて、生徒会長はプールへ突入していった。

《こりゃ、放っておいても撮影中止になりそうデスね》

　一つ一つは、言いがかり。単なる難癖レベルだ。

　だが、俺の知る氷ひ鳥とり沢ざわ生徒会長の噂うわさが本当なら、事は簡単に収まりそうになかった。極度の男嫌いで男女交際完全否定派、学園の風紀が乱れることを何より嫌っている、さらにかなりの強権主義で一度決めたことは強引にでも押し通す性格である、等々。

　プールサイドが騒がしくなった。

　生徒会長と映研側が揉もめているようだ。会長はたった一人なのに、あきらかに映研の連中を圧倒していた。さっきまで真剣そのものだった春霞も不安げな顔をしている。

　こっちの方が俺にとってはなじみ深い、ペットモードの春はる霞がすみだ。

　この顔を見ると、つい手助けせずにはいられなくなるんだよなぁ。

「なぁ、デビ、あれもう一度頼んでいいか？」

《あれとは？》

「前に大おお空ぞらを説得したときの言い訳スキルアップだよ」

《もしかして、今度は生徒会長を説得するんデスか？　撮影を中止させないために？　誠斗まことさん覚えてマス？　今日は映画の撮影を中止させるために来たんデスよ》

「そりゃそうだけどさ。やっぱ俺は彼氏だから、彼女のしたいことは応援しなきゃ」

《フフフ、いいデスねぇ、その迷走っぷり。嘘うそつき妖精的に大好物デス。じゃあ、サービスしちゃおっかなぁ。いきマスよ。えいっ！》

　掛け声と共にポンという音がして右隅の数字が変化する。１００８０３→９９６０３




　一方、撮影現場のプールサイドは一触即発の異様な雰囲気に包まれていた。

「違うよ会長、僕は別に性的アピールのために春霞さんを起用したわけじゃないんだ」

　映画監督の美み川かわが、爽やかな笑顔を浮かべて訴える。

　しかし生徒会長は一睨にらみで、ナイスガイのキラキラスマイルを跳ね返した。

「お黙りなさい。貴方あなたが性的アピールを意図しようとがしまいが、そんなことは関係ありません。結果的に周囲にどう受け止められるか、それが問題なの。現に見てご覧なさい」

　そう言って指差した先には、白いワンピースを着た春霞陽はるの姿があった。

　さっきまでプールに浸つかっていた彼女の足元には大きな水たまりができている。

「あの子を見て、何を連想する？」

「何って？　ええと、彼女は童話の世界からやってきた人魚姫だけど？」

「それは貴方の映画の話でしょ。そうじゃなくて、何も知らない人が初めて彼女を見てどんなイマジネーションを働かせるかってことよ。あなたも映画監督の端くれなら、そういうのは得意なはずでしょ」

「イマジネーションか。そりゃまあ得意分野だ……そうだな。恋に破れて雨に打たれる少女、といったところかな？」

「陳腐ね。それに安直で低次元だわ」会長の罵ば詈り雑ぞう言ごんに、さすがの美川も青ざめて叫んだ。

「ち、ちんぷ、あんちょく、ていじげん！　そこまで言うなら会長はどう連想するんだ！」

「いいでしょう。私が本物のイマジネーションというものを教えてあげるわ」

　喰くって掛かられた会長は余裕の笑みを浮かべた。

「イマジネーションってのはね、まず疑問に思うことからはじまるの。見てご覧なさい。あの子は何な故ぜこんな暑い日にたった一人でプールサイドにいるのかしら？　しかもなぜ水着じゃなくワンピース姿なの？　答えは、友達と一緒にプールに来たけれど彼女だけ水着を忘れちゃったから。じゃあ、水着を忘れてプールに入れないのにプールサイドにいるのはなぜ？　それは一緒に来た友達の中に好きな男子がいるからよ」

　無む茶ちや苦く茶ちやな論理展開だけど、氷ひ鳥とり沢ざわ会長には周囲の目を惹ひきつけ、魅了し、ノーと言わせない圧倒的なオーラがあった。

　そこからはもう、氷鳥沢雛ひな子こオンステージだ。

「はしゃぐみんなを見るふりで、好きな男子を目で追う彼女。そんな彼女に突然尿意が襲い掛かる。でも、荷物番を任されていた彼女はトイレに行きたいなんて言い出せない。尿意は募り、とうとうプールサイドでお漏らしをしてしまうの。つまり、あの足もとの大きな水たまりは彼女の排はい泄せつ物ぶつ。彼女は、お漏らしっ子なのよ！」

　会長の言葉に、ナイスガイ美み川かわはガックリと膝を折った。

「お漏らしっ子……これが本物のイマジネーションか……ま、負けた」

　何が何に負けたのかさっぱりわからない。けれど、凡人にはわからない高次元な勝負の末、どうやら二人の間に決着がついたらしい。

「ふん、その程度で映画監督なんて十年早いわ」

「ちょっと待ってください！　わたし、お漏らしなんてしてません！」

　春はる霞がすみが顔を真っ赤にして反論するが、後の祭りだ。

「貴方あなたたちがどういうつもりだろうと、そう考える人はいるってこと。性的にとらえる人間がいる以上、我ら華はな村むら学がく園えん生徒会がそんなものを許可するわけにはいきません」

　生徒会長が高らかに宣言をした、そのときだった。

「クンクン、匂うなぁ」

　足洗い場のシャワーの下をくぐって、ヒーローが登場した。

「貴方……何しに来たの？」

　現れたのはもちろん俺、卯う曽そ月づき誠斗まこと。ただし、ただの卯曽月誠斗じゃない。デビの力でスキルアップした卯曽月誠斗（改）だ。

「マ、マコトくん、来ないでって言ったのに！　あの、そんなことより、わたし漏らしてないからね！　漏らしてないから匂わないから！　お願い、信じて！」

　泣き出しそうな春霞を無視して、俺は会長の鼻先に人差し指を突き付けた。

「生徒会長、アンタからは嘘うその匂いがする」

　遅れて来た無礼者に、会長はムッとして美しい眉を顰ひそめる。だがそんなことにはお構いなしに、俺の口から立て板に水のように言葉があふれ出た。

「会長のイマジネーションには大きな欠点がある。それはつまり嘘ってことだ」

「私のイマジネーションが嘘ですって？　何を根拠に言ってるの？」

「いいだろう。説明してやる。イマジネーションに必要なのは疑問を持つこと、それは会長が言った通りだ。だがもう一つ、同じくらい大事なことがある。それは、対象を観察することさ。よぉく見てみな。春はる霞がすみは髪の毛までびしょびしょに濡ぬれてるだろう」

　俺の言葉通り、さっきまでプールに入っていた春霞は全身ずぶ濡れになっていた。

「お漏らしっ子というイマジネーションじゃ、髪が濡れてることの説明がつかないよなぁ」

「そ、それは」

　絶対無敵の会長が今日初めて言葉を詰まらせる。ここぞとばかりに畳みかけた。

「よく聞くがいい。俺が真実の物語を教えてやる。途中までは会長のイマジネーション通り、春霞陽はるは好きな男子を目当てに水着もないのにプールにやってきた。そして突如襲い来る尿意。だが荷物番を任されていた春霞はトイレに行くこともできず、彼女の膀ぼう胱こうは破裂寸前にまで追い込まれてしまう」

「マコトくんまで？　しかもいつのまにか実名になってるし！」

　春霞はすでに半泣きだが、俺は気にせず続けた。

「そしていよいよ我慢の限界というその時、バシャンという音とともに大量の水が春霞にぶちまけられた。犯人は、春霞が憧れていた男子だ。憧れの君がプールから汲くんだバケツの水を春霞に浴びせたんだ。その衝撃で、春霞はついにおしっこを漏らしてしまった」

「何よ。結局お漏らしするんじゃない！」

「全然違う！　バケツの水のおかげで春霞のお漏らしは誰にもバレずに済んだ。実は彼も春霞が好きで、プールサイドの彼女を目で追っていた。そして異変に気がつき、そのピンチを救うためバケツの水を掛けたんだ。つまり、この水たまりは排はい泄せつ物ぶつなんかじゃない！」

　そして勝利宣言とばかりに、とどめの言葉を会長に叩たたきつけた。

「両想おもいが生んだ、恋のソルティースプラッシュだっ！」

「恋の……ソルティースプラッシュ……」

　ガックリと崩れ落ちる生徒会長。俺はその傍らに跪ひざまずいて、白魚のような手を取った。

「もちろん、これは俺の一人よがりなイマジネーションだ。でも聞いてくれ。一部に卑ひ猥わいなものの見方しかできない人間がいる一方で、同じ水浸しの少女から素敵なラブストーリーを発見する宝探しの天才もいる。となれば、愛すべき我が学園の生徒会がそんな素敵な宝探しを許可しないなんて酷ひどいことできるはずないだろ」

　耳元をくすぐる甘いささやきに、美少女生徒会長は思わず俺の手を握り返した。

　いつの間にか、その美しい双そう眸ぼうには涙が浮かんでいる。

「卯う曽そ月づき君、私もなれるかな？　素敵な宝探しの天才に」

「なれるさ。会長には最高のイマジネーションがあるんだから。ただちょっと心配だな」

「心配？　私のことが？」

「キミは真面目過ぎる。記念すべき夏休み第一日目だっていうのに、職務のためにたった一人でやってきて、しかもわざわざ嫌われ役みたいなことをするなんて」

「それは……私は生徒会長だもの。生徒のためにはたとえ自分が嫌われたって」

[image: ]

　俺は会長の唇に人差し指を当てた。

「強がるなよ、ハニー。キミは一人じゃない。つらい時には、俺がそばにいるよ」

（ちょ、ちょっと俺、さっきからおかしくないか？　会長相手に何言っちゃってるんだ？）

「キミは生徒会長。生徒がつくってことは、キミだって一人の生徒だ。一度しかない大切な夏をつまらない思い出にしちゃ、もったいないお化けが出るぜ」

　俺自らの意思とは関係なく、口から甘い言葉があふれて止まらない。

（おいデビ！　言い訳マスターってこんなだったか？　この前と全然違うだろ？）

《ありゃ？　言いませんでした？　今回はサービスで松コースにアップグレードしておきました。なので、今の誠斗まことさんはジゴロスキルをアップしたジゴロマスターデス！》

（なんじゃそりゃあ！）

　生徒会長は俺に支えられて立ち上がると、展開について行けず呆ぼう然ぜんとした顔の映研部員たちに向かってこう宣言した。

「わかりました。今回は撮影を許可します。ただし安全性には十分留意して、くれぐれも我が学園にふさわしい品位を保つように。完成後に生徒会立会いで試写を行い、風紀を乱すと判断した場合は上映を不許可にします。よろしいですね」

「あ、ああ、わかった」美み川かわが頷うなずく。

「では、この件については以上。それから卯う曽そ月づき君」

　美人生徒会長は傍らのジゴロマスターに甘えたような声を出した。

「私、生徒会の仕事がつまらないなんて思わないわ。自分がみんなの犠牲になっていると思ったことも一度もない」

「そうかい？」

「でもね、生徒会執行部は慢性的に人手不足だし、ちょっと疲れて誰かに甘えたいなぁってときもあるの。そんな時、貴方あなたを当てにしてもいいかしら？」

「ああ、もちろんさ。学園の女王様のためなら、俺は喜んでナイトにもピエロにもなるよ」

「じゃあ手始めに、この件を記録するため生徒会室に戻るわ。エスコートして頂戴」

「お望みのままに」

「フフ、太陽がまぶしいわね」

「ああ、夏ははじまったばかりだからな」

　会長と俺は、手を取りあってプールサイドを後にした。

　まるでミュージカルのカーテンコールのような退場に、映研部員たちから自然に拍手が湧き上がる。ただ一人、当の俺本人だけが心の中で悲鳴を上げていた。

（これいったいどうやって収拾つけるんだよ！）




　プールから生徒会執行部室までは、結構な距離がある。

　まず裏庭を横切って旧校舎に入り、階段を二階まで上る。そこから渡り廊下を通って新校舎の三階へ移動し、校舎の反対側まで行かなければならない。

　それにくらべて、デビによるスキルアップの効果は10分間だ。つまり──

「ねぇ、何な故ぜ私たちは手をつないで歩いているのかしら？」

　執行部室へ向かう道すがら、氷ひ鳥とり沢ざわ生徒会長は嫌悪感丸出しでつぶやいた。

　どうやら、ジゴロスキルが切れたようだ。

「覚えてないんですか？　会長が『エスコートして頂戴』と仰おつしやったからですよ、ドヤ顔で」

「ドヤ顔なんてしてません。でもまあ、発言自体は覚えています。私が聞きたいのは、なぜ私がそんなことを言ったのか、ということです」

「さあ？　まあ今日は暑いっすから。夏の魔物ってヤツの仕業ですかねえ？」

　とりあえず、すっとぼけてみた。すると、９９６０３→９９９０３

　ＵＰが上がった。どうやら生徒会長は他人の言葉を信じやすチヨロいタイプの人間らしい。空いた手の爪を噛かみながら、「これがあの夏の魔物？　噂うわさには聞いていたけど、なんて恐ろしいの」とつぶやいている。

「ところで私たちが手をつないでいる理由は理解したけれど、なぜ今も手をつないだままなのかしら？　そもそも廊下を横並びで歩くこと自体、すでに校則違反なんですけど」

「それも、会長がエスコートを中止していいと仰らないからです」

　すると会長は立ち止まって力任せに手を振りほどいた。

「じゃあなに？　貴方あなたは私が校則違反しろと言えばするの？　死ねと言えば死ぬの？　親を殺せっていえば殺すの？」

　なんて負けず嫌いなんだろう。けど議論の中身はまるで小学生の口くち喧げん嘩かレベルだ。

「どうですかね……俺の両親、二人とも早くに死んでますから」

「？」会長の顔面がサッと青くなった。両手でスカートを握りしめる。

「ご、ごめんなさい。私、知らなくて」９９９０３→１００２０３

「いいえ、気にしないでください。嘘うそですから」

「嘘？　卯う曽そ月づき君、貴方ねえ！」学園一の美貌が今度は鬼の形相に変わった。

《こりゃ陽はるさん級の逸材デスねぇ。でも、なんでわざわざ怒らせるようなことを？》

（それはほら、さっきジゴロスキルがアップしてた時に『君の助けになる』みたいなこと言っちゃっただろ。ここで嫌われておかないと厄介なことになりそうでさ）

《ありゃ、そんな理由デスか、それは残念デスね》

（残念って、どういうことだ？）その返事は待つまでもなかった。

「卯曽月誠斗まこと君、よくわかりました。これから夏休みの間、毎日生徒会室に来なさい。貴方には生徒会長補佐というとても名誉ある役職を与えるわ。生徒会業務を通して、私立華はな村むら学がく園えん第１０１代生徒会長氷ひ鳥とり沢ざわ雛ひな子こがその曲がった性根を叩たたき直してあげる！」

　どうやら会長の負けず嫌いは俺の想像を超えていたらしい。

「そ、それはちょっと横暴過ぎですよ。俺にだって予定ってものが──」

　慌てて反論するが、後の祭りだ。

　戸惑う俺の姿を見て、会長は満足そうにほくそ笑んだ。

「貴方言ったわよね。私が忙しいときは助けるって。別にいいのよ。貴方が言ったことを反ほ故ごにするなら、私も約束は守らない。映研の映画は撮影中止にさせてもらいますから」





　　　　＊　＊　＊






「今年の夏休みは、山かぁ」ため息まじりにつぶやく。

　目の前にそびえるのは、真っ白い山。

　夏休み明けすぐに行われる文化祭に向けての書類の山があった。

　生徒会長に目を掛付けけられて会長補佐になった俺が、人生に一度しかない高二の夏休みを生徒会執行部室で過ごすことになって、早くも一週間が過ぎようとしている。

　そして一週間が過ぎても、書類の山はいっこうに減る気配をみせなかった。

「あら、なんなら海の方でもいいのよ」

　背後から、会長の楽しげな声がする。

「予算を減額する団体に頭を下げて回る涙の海ツアーでよければね」

「いえ、山でいいです」おとなしく首こうべを垂れて、書類仕事に戻った。

　まあ他にすることもなかったし、こういう事務処理は苦手じゃない。それに華はな村むら学がく園えんでは毎年九月の第二週、つまり夏休み明け早々に文化祭が開催される。この無茶なスケジュールのため、生徒会執行部や文化祭実行委員たちは夏休み返上で文化祭の準備を行うのが恒例になっていた。そんな役員たちを尻目に、自分だけ楽したいと言うのは心苦しい。

　おかげで春はる霞がすみとはなかなか会えなくなっていた。嘘うそをつけなくなるのは困るけれど、一緒にいるときより罪悪感はいくらか薄らいでくれる。痛し痒かゆしというところだった。




　体育倉庫に物品の確認に行く途中、映研の撮影現場に遭遇した。

　遠目で見る限り、春霞の役者ぶりはだいぶ様になっているようだ。撮影も順調に進んでいるらしい。今日の衣装はワイシャツとショーパン。シャツが大きめなせいでちょっと見いわゆる裸ワイシャツに見え、美み川かわ以外の男子部員たちの注目の的だった。

（ちょっと露出多くないか？）そんなことを思う自分に苦笑いする。

　何考えてるんだろう。俺はホントの彼氏じゃない。嫉妬する権利なんかないのに。

「マコトくん！」

　ちょうど撮影が小休止に入って、俺に気がついたらしい。春霞が爆乳を揺らしながら駆け寄ってきた。笑顔がまぶしくて、思わず目を細める。

「ずいぶん頑張ってるみたいだな」

「マコトくんこそ、生徒会忙しいんでしょ」

「執行部室には鬼がいるからな」

「でも、マコトくんがその鬼からわたしたちを守ってくれたんだよね。おかげで撮影中止にならずに済んだって、みんな感謝してるよ。けど無理しないで。撮影はもうすぐ終わるから。そうしたら生徒会の手伝いもやめられるよね」

　久しぶりに会えて嬉うれしいのか、今日の春霞は妙に饒じよう舌ぜつだ。

「そうか。案外早かったな」

「天気も良かったしね、あとはモノローグの録音があるけど」

「モノローグ？」

「人魚姫って喋しやべらないでしょ。心の声を別撮りするの。ホントは他の人がアフレコする予定だったんだけど、監督がわたしにやらせてくれるって」

「へー、良かったじゃん」

「褒めて褒めて」

「うん、偉い偉い」頭を撫なでてやると、春霞は嬉しそうに口元を緩ゆるめる。

「えへへ、でね、今週末は撮影が休みだから、良かったら二人でお出かけしたいな」

「おう、春はる霞がすみの行きたいところに行くか」

「春霞じゃない、はるはるだよ」

「あ、ああ、そうだったな。はるはるの行きたいところに行こう」

　すると春霞は視線を落としてつぶやくように言った。

「……そういえば、最近マコトくん嘘うそつかないね」

　ドキリとした。実は勉強会の日以降、俺は罪悪感からほとんど嘘をついていなかった。春霞に対する嘘はもちろん、日課の嘘つぶやきさえずっとサボったままだ。

「嘘なんてつかない方がいいだろ」

　正直な気持ちだった。けどそれを聞いた春霞は顔を曇らせて、何か言いたそうにワイシャツのボタンをいじり始める。

「あ、あのね、マコトくん」

　そのとき、映研の女性スタッフが春霞に向かって叫んだ。

「春霞さん！　シーン34、そろそろ再開です！」

「あ、はーい、じゃあ行くね」

　春霞はぎこちなく微笑ほほえんで撮影現場に駆け戻る。去っていく後ろ姿を眺めながら、俺は春霞がいなくなってホッとしている自分に気がついていた。

「……このままじゃ、マズいよなぁ」

　今のまま、嘘の彼氏彼女関係を続けるのはどう考えても無理だ。それに、以前の春霞ならいざ知らず、現在の彼女はカースト上位も上位。俺なんかと釣り合う女の子じゃない。

《それならＵＰを使って、陽はるさんが他の男子を好きになるようにしマスか？》

（えっ？）

《50万ＵＰで承りマスよ》

（あのなぁ、どこにそんなポイントがあるんだよ！）




　夜になって、ようやく書類仕事から解放された。

　校舎の外に出ると夜風が気持ちいい。

　ふと見ると、すでに日の落ちたグラウンドに人影があった。

　大おお空ぞら真ま森もりだ。たった一人で、トラックにハードルを並べている。ハイレグにへそ出し。露出度マックスのユニフォーム姿は、宵闇の中でも光り輝いていた。

《あれれ？　彼女、走り高跳びの選手デスよね？　いつハードルに転向したんデスか？》

　そんなはずはない。大空の自己ベストは今年の県大会の優勝記録を上回っている。

「卯う曽そ月づきクン、ちょっと手伝ってよ！」

　俺を見つけると、屈託ない笑顔で手を振ってきた。映画出演を阻止しなきゃ絶交ってのは冗談だったようで、ホッと胸を撫なで下ろす。

「オッケー、これを並べればいいのか？　でも、なんでハードルなんだ？」

「フッフッフッ、秘密特訓ってヤツ？　実はもうすぐ記録会なのに身体からだが重くてねぇ」

「太った？」

「違わい！　心の問題かなぁ。なんかすっきりしないんだ。で、ショック療法的な感じ？」

「ふうん。でもなんでこんな夜に？　そういえば昼の陸上部の練習では顔見ないよな」

「んー、うちのコーチっていろいろうるさいんだよ。オーバーワークとかなんとかさ。あたしのジャンプなんだからあたしの好きにヤラせろっつうの！」

　そういえば、大おお空ぞらが自己ベストを出したのは高一の秋。当時はインターハイ確実と騒がれていたのに、二年になった今年は県大会で怪け我がして南関東大会出場も見送っている。

　いわゆる伸び悩みってヤツなんだろうか？　ちょっと聞いてみた。

「なあ、もし悪い魔法使いに魔法で新記録を出す代わりにつきあえって言われたらどうする？」

　ＵＰを使えば、大空の手助けをして記録を伸ばすことは簡単だ。

　しかし大空は、うーんと首をかしげて苦笑いをうかべた。

「いやぁ、魔法で新記録はないわぁ、そんなことしたって何の意味もないじゃん」

　想像通りの答えでちょっとホッとする。ところが──

「でも悪い魔法使いとつきあうのはオッケーかな。むしろ全然ウェルカムだよ」

（マジ？　何ソレ？）一瞬、目が点になった。

「学校で撮影してるハルをちょこちょこ見かけるんだ。なんかキラキラしちゃってさ。やっぱ恋する乙女は違うよね。あれって、みんな卯う曽そ月づきクンのせいなんだぜ」

「別に、俺は関係ないだろ」

「あるある、おーありだよ。ちなみに、おおありくいの舌技は滅め茶ちや苦く茶ちやヤバいんだって」

「何の話だっ！」

「前にも言ったじゃん。ハルが頑張ってるのは、卯曽月クンに釣り合いたいからだって」

　胸に刺さった棘とげがチクリと痛んだ。そんな健けな気げな春はる霞がすみに俺は心にもない告白をし、ＵＰのために嘘うそをつきまくった。けど本当に好きなのは大空の方で、こうやって話していても自然に胸が高鳴ってしまう。

「最近のあの子の悩み知ってる？『マコトくんがアレをしてくれない』だよ。アレって何？　普通はまずキスだよね！　清純だった幼おさな馴な染じみはどこへ行っちゃったの？　そもそもあたしは彼氏いない歴＝年齢だし、そんなこと相談されても答えようがないっつうの！」

「ははは」

「だからさ、あたしも悪い魔法使いの彼氏が欲しいなぁ。そしたら何か変わりそうでしょ」

　背伸びをしながら、大空はフウとため息をついた。

　憂いと水蒸気を含んだ息が星の輝く夜空に昇っていく。

《ありゃま、これって女子がヤンキーに憧れちゃうみたいなノリなんデスかねぇ。どうしマス？　誠斗まことさん大ピンチじゃないデスか？　いや、ひょっとして大チャンス？》

　デビに煽あおられて、心がざわついた。

「で、でも、大おお空ぞらだったら悪い魔法使いなんかじゃなくて、もっといい男がいるだろ」

「はいはい、そんなの耳タコデース。まったくさ、だったらそのいい男を連れてこいって話よ。だいたい卯う曽そ月づきクンってば、いっつも口ばっかりだよね」

「えっ、今度は俺が悪者？」

「あたしのことモテそうとかいう割に、結局は全部ハルでしょ。映画に出るのをやめさせてって頼んだのに、キミ何した？　もう学校中の噂うわさだよ。あの男嫌いの生徒会長を口八丁で口説いて骨抜きにしたって」

「骨抜きって、そんなオーバーな」

「ハルのためにはそこまでするのに、あたしの言うことなんかちっとも聞いてくれないし」

「いやいや、今こうしてハードル運んでますって」

　真っ暗なトラックにハードルが並ぶ。ホントにこんな暗いところで練習するのか？

　そもそも、今日の彼女はいつになく愚痴っぽい。いつもの太陽のような笑顔がちっとも見られなかった。よほど陸上の調子が良くないんだろうか？

「そうだ。今度の日曜日、県立競技場で記録会だからさ。ピクニックがてら二人で応援に来てよ。そんでアレはともかく、とりあえずブチューとやっちゃって」

「おいおい」

「……そしたら、あたしもきっとすっきりするし」

「それってどういう──」

　俺の質問を聞かずに、大空はピョンとジャンプして走り出した。

　暗闇の中、白い肢体がカモシカのようにハードルを飛び越えていく。とても専門外とは思えない。思わずため息が漏れるような美しいフォームだった。

（なんか、人魚姫みたいだな）

　ハードルの波をドルフィンジャンプで越えていく人魚姫。

　俺にとっての人魚姫は、やはりあの夏の日に自分を助けてくれた大空真ま森もりだ。あの時の笑顔と塩レモネードの味は、どうしたって忘れられるはずがない。

　あの日から、俺の心は奪われたままだ。

《けど、人魚姫の物語って救いようのないオチでしたよね。哀れ彼女は海の泡になって消えてしまいました、みたいな？》

　嘘うそつき妖精が不吉な言葉をつぶやく。

　そんなこと、俺が王子なら絶対にさせない。思わず唇をかんだ。そして考える。

　人魚姫をハッピーエンドにするために、俺はいったいどうすればいいんだろう？






第五章　隣の席のあの子は俺のことが好き、とはかぎらない









　次の日曜日は、雲一つない晴天だった。

　春はる霞がすみの撮影が休みなので、前日夜通しで生徒会の仕事を片付け、会長に頼んで休みをもらった。今日は約束した春霞と二人でお出かけの日だ。

　行く先は、県立競技場。陸上競技の記録会に出場する大おお空ぞらの応援をする。

　競技場の最寄り駅で待ち合わせだった。

《そう言えば、お二人のデートは遊園地以来デスね》

　あまり思い出したくない記憶だ。あの日、三人で出かける予定だったのに大空がドタキャンし、それをわざとだと勘違いした俺は春霞に嘘うその告白をした。

　あのときも駅で待ち合わせをした。ゴスロリドレスの春霞がホームで浮きまくっていたっけ。あれから三か月も経たっていないのに、なんだかずっと昔のことのようだった。

　時計を見ると、午前十時五十五分。待ち合わせの五分前に駅に着く。

　春霞の姿はまだない。それから二本目の電車で彼女はやってきた。

「マコトくん、おまたせ」

「あ、ああ、おはよう」

　一週間ぶりに会った春霞は、まるで別人だった。髪色が明るくなって、よくみるとうっすら化粧をしている。ノースリーブの花柄ワンピースの胸元から、爆乳の谷間がほんの少しだけ覗のぞいていた。まるで雑誌のモデルのような本物の美少女ＪＫだ。

「なんか今日、すんげえ可愛かわいいな」

　思わず口をついて出た『可愛い』の言葉。もちろん、ＵＰはビクともしなかった。

「ホントに？　うれしい」

　いつもなら照れて真っ赤になる春霞も、今日はなんとなく余裕の微笑を浮かべている。

「映研にスタイリスト志望の子がいるの。久しぶりのデートだっていったら、服を見立ててくれて、お化粧やヘアアレンジもその子がやってくれたんだよ」

《あらまぁ！》（マジかよ！）

　びっくりした。声が大きくなって、滑舌も良くなっている。まだ多少癖は残っているが、以前とは段違いに聞き取りやすくなっていた。

「なんか、話し方が普通になったな」

「え、そう？　たぶん毎日発声練習してるからかな」

　それだけじゃないだろう。きっと映画の撮影を通していろんな人と出会って、コミュ障が改善された。つまり春霞は成長したんだ。

「そうか、すごく頑張ったんだな」

「マコトくんのおかげだよ」

「俺は、別に何も」

「ううん、ぜーんぶマコトくんのおかげ。わたしが可愛かわいくなったのも、話し方が普通になったのも、胸を隠さなくて良くなったのも、今日のお天気がいいのも、ぜーんぶ」

　言いながら背伸びをすると、胸に詰まった球体がボヨンと揺れる。それを気にする素振りもなく、春はる霞がすみは俺をまっすぐ見つめて微笑ほほえんだ。

「ホントにありがとう」

　花のような笑顔ってのはこういうのをいうんだろう。アイドル写真集の表紙で見るようなパーフェクトスマイルに、思わず魂が吸い込まれそうになる。

「いやいや、天気は違うだろ」

　照れ隠しにそうツッコむのがやっとだった。この美少女がなぜそこまで俺を想おもってくれるのか、今もまだ全然わからない。ただ不思議なもんで、垢あかぬけた春霞を前にすると、あのカーテンのような前髪で顔の見えない昔の彼女がなんだか懐かしく感じられた。

　駅を出て競技場に向かう。

「映画はあらかた終わったんだよな？」

「うん、もう撮影は終わってあとはアフレコとポスター撮りだけ。編集に一週間くらい掛かって、お盆に試写会だって。マコトくんも見にくる？」

「もちろんさ。はるはるの演技も楽しみだけど、美み川かわの脚本も面白かったし」

「わたしも大好き。とっても悲しいお話だけど」

「最後、彼氏が不良に刺されて血の海だっけ。まあ、元ネタの人魚姫自体暗い話だもんな」

「みんながハッピーエンドになれればいいのにね」

　心の底からといった感じでそう言うと、春霞はまぶしそうに空を仰いだ。見た目が変わっても、中身は変わらずに優しい女の子のままなんだろう。

「そりゃ無理だ。誰かが勝てば誰かが負ける。じゃなきゃ陸上の大会なんか開く意味ないだろ。全員が平等に幸せってわけにはいかないさ。はるはるは誰に幸せになって欲しい？」

　ちょっと意地悪な俺の質問に、春霞は少しだけ悩んで答える。

「もちろんマコトくん。だけど、今日は特別にまもちゃんかな」

「よし、じゃあ、大おお空ぞらの応援頑張ろうぜ！」

「うん！」




　県立陸上競技場は、森林公園の中に一昨年おととし作られたばかりのピカピカの建物だった。国際大会の基準を満たし、陸上以外にサッカーやラグビーの試合にも対応、メインスタジアムの内部にはスポーツジムなどの施設を完備しているという。

　巨大な建造物を上空から眺めて、デビが感心したようにつぶやいた。

《いやぁ、壮観壮観。箱物行政ここに極まれりデスねぇ、この税金ドロボーめ！》

（おまえは一円も税金払ってないだろ）

　メインスタジアムに作られた巨大なエントランスから競技場の中に入る。

　トラックでは長距離走がはじまっていた。競技場の割に大きな大会じゃないらしく、全体的に緩ゆるいムードが漂っている。選手の中には、子供やシニアの姿も混じっていた。

　受付でもらったプリントを見ると、女子走り高跳びまではまだ時間がありそうだ。

「どうする？　大おお空ぞらを探すか？」

「まもちゃんは試技の前は集中してるから、声掛けないほうがいいよ」

「ふうん、そういうもんなんだ」

　観客席はベンチと芝生に分かれている。ほとんど人のいない芝生の方にシートを敷くと、まるっきりピクニック状態になった。

　空が青い。大空に一目ぼれして一年以上経たつけど、陸上の応援ってのはエロいユニフォーム目当てみたいで気恥ずかしく、大会に来たことはなかった。

　でも、なんか想像していたより緊張感に欠ける気がする。

「思ったよりのんびりしてるんだな」

　俺が尋ねると、春はる霞がすみは微妙な表情になった。

「まもちゃんね、去年秋の新人戦で優勝して、今年はインターハイ出場間違いなしって言われてたでしょ。でも県大会で怪け我がして、南関東大会を棄権することになっちゃったの」

　ウチの県では五月に県大会が行われ、成績上位六名が六月の南関東ブロック大会に進む。そこでの上位六名がさらに八月のインターハイに出場できるわけだ。大空は南関東ブロック大会に出場できる成績だったが、故障で断念したという。

「ずいぶん悔しかったみたい。怪我さえなきゃ今頃インターハイだったって」

　インターハイはちょうど今週、今年は愛知県で行われているそうだ。

「ふうん」知らなかった。いや、その事実は知っていた。

　県大会三位でブロック大会に進むはずが、大事を取って見送った。大空があまりに清すが々すがしい笑顔で言うもんだから、彼女にとってなんでもないことなのだと思っていた。

「だから、本当はこの記録会はまもちゃんが出るレベルじゃないの。他の陸上部員は参加してないしね。でも、インハイよりいい記録を出してやるってムキになってるみたい」

　たしかに、トラックにもフィールドにも華はな村むら学がく園えん関係者の姿は見えなかった。

「まもちゃんって、ああ見えて実はメンタル弱いから、つい練習しすぎて怪我しちゃうんだ。そのくせ変に頑固なトコがあって、コーチに止められても言うこと聞かないし」

「えっ？」思わず息を呑のんだ。デビも顔をしかめる。

（それじゃあ、あの夜ハードル練したのってマズかったんじゃないか？）

《あれまぁ、知らぬこととはいえ、すっかりお手伝いしてしまいましたねぇ》

「どうしたの、マコトくん」

「いやなんでもない。ははは、なんか暑いな」

「じゃあ、ちょっと早いけどお弁当にする？」

「おおお、今日も作って来てくれたのか」

　春はる霞がすみお手製の弁当はサンドイッチ。色とりどりのお洒落しやれで可愛かわいらしいお弁当だ。

「なんか、彼女っぽいな」

「でしょ。この前のリベンジ」

「この前って、春霞家伝統の唐揚げ三段重か？　あれはあれでおいしかったけどな」

「うん、あのお弁当でマコトくんを落としたんだもん。あの日は家に帰ってお仏壇に手を合わせたなぁ。でもよく考えたら、デートに唐揚げ大盛りはなかったよね」

　春霞はコツンと自分の頭にゲンコツを落としてみせる。

　別に唐揚げ弁当で落とされたわけじゃないぞ、そう言おうとして息を呑のんだ。

　今、俺の前には二つの道がある。

　一つは、嘘うそを嘘だと明らかにするルート。告白は嘘だった、本当に好きなのは大おお空ぞらだと正直に話して春霞と別れる。春霞は傷つくだろうが、これ以上嘘をつかずに済む。大空は激怒するだろう。今度こそ絶交かもしれない。それだけじゃなく春霞と大空の関係もぎくしゃくする可能性が高い。

　もう一つは、嘘を本当にするルートだ。大空への想おもいを封印し、春霞とつきあい続ける。そもそも春霞は嫌いじゃない。すっかり垢あか抜ぬけて可愛くなったし、学園一の爆乳だし、何の不足もない。今はまだ無理でも、いずれ本気で世界一好きだと言える日が来るだろう。

「マコトくん、大丈夫？」

　気がつくと、春霞が俺の顔を覗のぞき込んでいた。

　黒目がちの大きな瞳、ピンク色の頬ほお、ツヤツヤと輝く唇、全部が近い。

「うわっ！」

「考えごとしてたの？　ボーっとしてると、キスしちゃうぞ」

　そう言って意味ありげな微笑ほほえみを浮かべる。

「おいおい、マジで女優だな。まさか本気じゃないだろ」

「さぁ、どうでしょう？」

　いままでの春霞からは想像もできない小悪魔ぶりだ。大空から「キスしろ」と言われたことを思い出し、ゴクリと唾を飲み込んだ。

（やっぱり、このルートしかない）

　瞬間に心を決めた。ちゃんと春霞の彼氏になる。俺なんかのためにここまでしてくれる女の子なんて、これから先一生かかっても出会えるはずがない。

「お弁当もだけど、今日はマコトくんに飲んで欲しいものがあるの」

　春はる霞がすみはバスケットから何かを取り出そうとする。

　そんな彼女の両肩をグイと掴つかんだ。

「春霞、話を聞いてくれ」

「聞くよ。でもそのまえにコレを飲んで。お母さん特製なの」

　珍しく執しつ拗ように何かを飲ませようとしてくるけど、今はそれどころじゃなかった。

　春霞に、もう一度好きだと伝えよう。それからキスをして、本当の恋人同士になる。どう考えてもそれが一番いいエンディングなんだ。

「春霞、俺は春霞のことが──」

　その時だった。競技場の雰囲気が変わった。辺りの空気がピンと張り詰める。

　春霞の肩越しに、あの少女が現れた。

　セパレートのユニフォームに包まれた引き締まった身体からだ。風にそよぐ短い髪。すらりと伸びた手足。日焼けした肌。

　その凛りんとした美しさに、思わず言葉を失ってしまう。

「あ、まもちゃんだ。本番前の練習だね」

　大おお空ぞら真ま森もりの登場に合わせて、バーの高さがぐんと上がった。

「ずいぶん高くするんだ。いつもより気合入ってるなぁ」

　俺は走り高跳びについてはずぶの素人だ。それでも、フィールド上の大空には他の競技者とは全く違うオーラが感じられた。エンゼル体操のような独特な動きのストレッチをしながらバーを見つめている。体の動きは奇妙なのに、その表情は獲物を狙う狩人かりゆうどだ。

　右手を上にあげて、深呼吸。

　ポンと軽く一つジャンプして、大きな歩幅で弾むように助走に入る。ハードル走が高跳びの練習になる理由を、俺は目で理解した。

　そのままカーブを描きながら加速して、バーに向かって疾走する。

　しなやかな肢体が境界線上を跳び越えるのを確信した瞬間、異変が起こった。

　押し潰したような短い悲鳴とともに、大空はバーの遥はるか下をすり抜けてマットに激突した。なんらかのアクシデントであることは間違いない。右の脛すねあたりを押さえてうずくまったまま立ち上がれないようだ。

　大会のスタッフが駆け寄って、次に担架が呼ばれる。

　担架で運ばれる大空の顔は、苦く悶もんの表情が浮かんでいた。




「大空っ！」

　気がつくと、俺は観客席からフィールドに駆け下りていた。大空を乗せた担架がメインスタンドの出入口に吸い込まれていく。夢中で後を追って建物に入った。

　薄暗い屋内では、関係者や選手たちがせわしなく行き交っている。

　案内図で場所を調べて救護室の扉の前にたどり着くと、ちょうどブレザー姿のスタッフが出てきたところだった。

「あのっ、さっき倒れた華はな村むら学がく園えんの大おお空ぞら真ま森もりは？」

「あ、ああ、お友達かい。ちょうど良かった。彼女個人出場だから学校関係者は来てないらしくてね。今救急車を呼んでくるから、ついていてあげてくれないかな」

「は、はいっ！」

　これ幸いと救護室の中に入った。

　四畳半くらいの狭い室内に簡易式ベッドがあって、大空が寝かされている。その右みぎ下か腿たいには添え木と包帯で応急処置が施されていた。

「大丈夫か？」

　間の抜けたことを聞いた。大丈夫だったらこんなところにいるはずがない。

　けれど俺の姿に気がついた大空は、よぉっと手をあげて身体からだを起こした。

「せっかく応援に来てくれたのに、カッコ悪いトコ見せちゃったなぁ。まさか練習でミスっちゃうなんてさ。もうハルとチューした？」

「してないよ。それどころじゃないだろ」

「ははは、気にせずやっちゃって。あたしはバチが当たったの。ハルにいじわるしたから」

「いじわる？」

「ハルが映画に出ないように、生徒会長にチクったんだ。エッチな撮影が行われるかもって。だって誰かさん、ちぃっとも頼りにならないんだもん」

　実を言うと、なんとなくそうじゃないかと思っていた。生徒会室で覗のぞき見た匿名の投書が、大空の筆跡に似ていたからだ。

「でも、それは春はる霞がすみを思ってのことだろ」

「卯う曽そ月づきクンは単純だなぁ。女子のことが全然わかってない。こりゃハルも苦労するよ」

「悪かったな」

「あたし、卯曽月クンの妄想みたいに百ゆ合りだったら良かったな。そしたら、ただハルのことが好きで、ハルがどんどん綺き麗れいになっていくのを素直に喜べたのに、痛っ」

　身体を動かそうとして、思わず顔をしかめる。

「おいおい無理すんな。あんま喋しやべんないほうがいいぞ」

　救急車はまだかと、卓上のデジタル時計に目をやった。ずいぶん時間が経たった気がするのに、俺が救護室に来てからまだ数分しか経っていない。

　すると、女医コスに変身したデビが大空の下腿に顔を寄せてフムフムと頷うなずいた。

《なるほど、いわゆる疲労骨折ってやつデスね。女子のアスリートには多いらしいデスよ。やっぱり練習のし過ぎが良くなかったんじゃないデスか》

「……疲労骨折？」俺のつぶやきに大空は苦笑いを浮かべた。

「ははは、たぶんそうだと思う。県大会の後でコーチに言われたんだよね。疲労骨折一歩手前だから練習は控えろって」

「じゃあ、何で言う通りにしなかったんだ。夜こっそり練習なんかして」

　キツめな言い方になって、しまったと唇を噛かむ。返ってきたのは予想外の言葉だった。

「……だって、あたしにはハイジャンしかないじゃん」

　そして気がついた。その瞳が滲にじんでいることに。

「飛ばなかったら、あたしただのデカい女子だもん。ハルみたいに可愛かわいくもないし、ガサツだし、肌真っ黒だし、生きてる価値ないよ」

　大おお空ぞら真ま森もりが泣いている。

　俺の知る大空は、いつも笑顔で明るくて元気いっぱいで無敵な真夏の太陽だった。

　その彼女が泣いている。

　そんな世界はまちがっている。心から思った。間違った世界を正すためなら、俺は何を失っても構わない。

　手が髪に触れる。柔らかい髪。気がつくと俺は大空を抱きしめていた。

「そんなことない。俺は大空に助けてもらった。大空は覚えてないかもしれないけど、俺を生き返らせてくれたんだ。その大空に生きている価値がないなんて、そんなこと絶対にない。ハイジャンをやっていようがいまいが、大空は俺の命の恩人で、俺の憧れだ」
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　だから、今度は俺が彼女を助ける番だ。

（デビ、骨折くらいおまえの力で治せるよな）

　空中のデビは、いつのまにか黒マントを羽織って顔に大きな傷を負っていた。

《できマスけど、10万ＵＰ。ポイントほぼ使っちゃいマスよ》

（そんなこと言ってる場合かよ。とっととやってくれ）

《フフ、その言葉が聞きたかった》

　どこかの天才無免許外科医のようなつぶやきに合わせて、ポンと音がする。右隅の数字が１００３０３から３０３にまで減少した。一瞬期待したのに、やっぱ減るんだな。

「あ、あれ？　痛みが……」

　途端に大おお空ぞらの表情が緩ゆるんだ。きっと今まで相当な痛みを我慢していたんだろう。

　ほぼ同時に、救護室のドアが開いてゴツいおっさんたちが雪な崩だれ込こんでくる。一瞬ヤクザかとビビったけど、制服を着ているので救急隊員なんだと気がついた。

「君が、オオゾラマモリさんだね」

「え、ええ、そうですけど、あのぉ」

　痛みが取れた大空は事情を説明しようとする。

　しかし救急隊員のおじ様たちは問答無用だった。流れるような動作で大空を担架に固定すると、一糸乱れぬ連携で救急車に運び込む。その所要時間一分弱。

　会話を交わす暇も与えず、大空を乗せた救急車はサイレンとともに走り去っていった。




　救急車を見送ってから、俺は観客席に戻った。

「どこだったっけ？」

　辺りを見回して、ビニールシートの上にポツンと座る春はる霞がすみの姿を発見する。時計を見て青くなった。何も言わず春霞を一人にしてから、もう二十分近くになる。

（やっべぇ、春霞のヤツ怒ってないといいけど）

　慌てて走り寄って手を合わせた。

「ごめん！」「ごめんなさい！」

（？？）不思議に思って顔を上げると、春霞が俺よりも深く頭を下げていた。

「なんで、はるはるが謝ってるんだ？」

　俺の問いかけに春霞はようやく頭を上げる。

「お願いがあるの。わたしたち、もう終わりにしてください」

「そ、それって、別れようってこと？」

　春霞は黙って頷うなずいた。突然の申し出に、一瞬頭が真っ白になる。

「な、なんで？　俺がはるはるを放って大空のところに行ったからか？　でも、あれは大空が怪け我がしてしかたなく──」

　俺の弁解を食い気味に春はる霞がすみは首を振った。

「ううん、そういうことじゃないの。卯う曽そ月づきくんは全然悪くない」

　いつのまにか、呼び方が卯曽月くんに戻っている。

「じゃあ、なんで？」

　俺が尋ねると、春霞は気まずそうに視線を落としてポリポリと額を掻かいた。

「あのね、今わたしモテ期が来てるの。なんたって映画のヒロインだからね。美み川かわくんもわたしにベタぼれだし」

「いや、あいつ女は好きにならないだろ」

「み、美川くんだけじゃなくて、四し条じようくんからも宮みや崎ざきくんからも誘われてるの。こう言っちゃ悪いけど、ぶっちゃけみんな卯曽月くんより断然カルストが上なんだよね」

「カルスト？　なんで石灰岩地帯が出てくるんだ？」

「卯曽月くん、スクールカルストも知らないの？　クラスでのランクのことだよ」

「それ、スクールカーストじゃ？」

「そ、そうとも言うね。とにかくわたしは、そのカルスト？　カースト？　どっちでもいいんだけど、その上位の男子にモテモテなの。こんなチャンス生まれて初めてだから、別れてもらえるとわたし的にはホントに助かる」

　いきなりの出来事に全然頭がついて行かない。

「……嘘うそだろ」

「本当だよ。でね、その代わりと言っちゃなんだけど、卯曽月くんがまもちゃんと恋人になれるようにわたしが協力してあげる」

「な、なんで俺が大おお空ぞらと？」

　それを聞いた春霞はプッと噴き出した。

「とぼけなくていいって。卯曽月くんがまもちゃんを好きなことくらい、とっくにお見通しだもん。だいたいさっき飛び出して行ったときのあの顔。単なるお友達が怪け我がしたときの顔じゃなかったし。正直に話してよ。まもちゃんのこと好きなんでしょ」

　女の勘ってヤツなんだろうか？

　いや、俺が大空を好きだって証拠はどこにもないはずだ。

「別に大空のことなんか好きじゃねえよ」俺はしらを切り通した。３０３→３０３

　しかし、ＵＰは上がらない。春霞は信じていないらしい。

「ねぇねぇ、まもちゃんのどこを好きになったの？　やっぱ顔かな？　まもちゃん美人だもんねぇ。あ、そういえば前に卯曽月くんが熱中症で倒れたとき、まもちゃんに助けられたでしょ。もしかしてそれきっかけとか？　命の恩人を好きになるなんて、童話の人魚姫そのまんまじゃない？　なんか、ジーンと来ちゃうなぁ」

　瞳を潤ませながら、春霞は感慨深げに頷うなずく。その姿は、まるでおとぎ話を夢見る少女だ。恋人の浮気を責めているようには全然見えない。

「……もし俺が大おお空ぞらを好きだとして、なんで春はる霞がすみは怒らないんだよ？」

「怒る？　わたしが？」

　すると春霞は今日初めて驚いたような顔になった。

「言っちゃ悪いけど、初めから卯う曽そ月づきくんのこと別に好きじゃなかったの。生まれて初めて告白されたから舞い上がってＯＫしちゃって、可愛かわいいとか好きだとか言われるのが嬉うれしくて惰性でつきあってたけど、結局卯曽月くんの良いトコって一個もみつからなかったし。だから卯曽月くんがまもちゃんを好きでも全然オッケー。むしろウェルカムだよ」

　それはおかしい。だって春霞の攻略ＵＰは０だった。それは恋人にするのにＵＰが必要ないって意味で、俺を好きだっていう証拠……いや待てよ。俺を好きとは限らないのか？　誰に告白されてもＯＫという場合だって攻略ＵＰは０になる？

　もしかして今までずっと春霞が俺を好きだと思ってたのは、勘違いだったのか？

　そして、気がついた。

　彼女の頭上の数字が、ものすごい勢いで上昇している。

　１００→５００→１０００→５０００→１００００→５００００→１０００００

　これは、もう俺の恋人ではいたくないって意味なのか？

「まもちゃんって小さい頃からモテモテだったんだけど、いろいろあって男子とつきあったことないの。卯曽月くんそういうウブな子好きでしょ。案外二人ってお似合いだと思うな。まもちゃんなら、卯曽月くんお得意の嘘うそでコロリと落とせるよ。さらにまもちゃんの全てを知り尽くした幼おさな馴な染じみのわたしが協力すれば、もう間違いなし」

　そう言うと、得意げにダブルピースして見せた。

　その微妙な表情からは、どこまでが冗談でどこからが本気なのか全く読み取れない。

「いや……あの……俺は……その……」

　想定外の展開に、俺は結局一言も言い返せなかった。しばらく俺の返事を待っていた春霞は、肩をすくめてバスケットを拾い上げる。

「そんなわけで、卯曽月くんとわたしの彼氏彼女関係は終了ね。これからはまもちゃん攻略作戦の同志としてよろしく。じゃあまた連絡するから」

　ヒラヒラと手を振って、軽い足取りで観客席の階段を下りていく。

　それから少し行ったところでクルリと振り返った。

「新学期になったら、お昼はまた三人で塔屋で食べようね！」

　別れ話を終えたばかりとは思えない笑顔だ。けど、どうやら春霞は完全に本気らしい。その証拠に、彼女の頭上の数字は１が一つに０が六つ。

（……マジかよ）

　春霞の攻略ＵＰは、かつての大空と同じ１００万ＵＰで止まっていた。
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「考えてみりゃ、願ったり叶かなったりなんだよな」

　記録会で春はる霞がすみに別れを告げられてから、一週間がすぎた。

　俺は相変わらず生徒会長補佐として文化祭の準備に追われている。今日も執行部室で提出書類のチェック作業だ。いつもは数人の執行部員が出入りしているこの部屋も、お盆の今日はさすがに俺一人だけ。作業ゲーならお手の物を自認する俺だが、一人きりで書類とにらめっこしているとさすがに滅め入いってしまう。

　落ち込む気持ちを振り払うように、ひとり言を繰り返した。

「なんか俺がフラれたみたいになってるけど、こっちだってもとから春霞なんか好きじゃなかったし、あいつも俺を好きじゃなかったって言うんなら完璧にお互い様、てかむしろ50万ＵＰ得したんじゃね？　よし、これで思い残すことなく大おお空ぞらルートに突入できるぞ。しかも春霞に協力してもらえるんなら、こんなに心強いことはないしな。そうだ。また春霞に嘘うそをつきまくってＵＰを貯ためて、そんで大空を攻略するってのはどうだ」

　空中のデビが呆あきれたようにつぶやいた。

《前にも言ったデスよね。自分に嘘をついてもＵＰは貯まらないって》

「別に、自分に嘘うそなんか全然ついてねえし」

《いやいや、陽はるさんが誠斗まことさんを好きじゃなかったってのは、どう考えてもおかしいでしょ。だって彼女の攻略ＵＰは０だったじゃないデスか》

「……自分についてる嘘って、そっちか」

　たしかに春はる霞がすみの頭上の数字はずっと０だった。

　だからこれまで俺は、彼女が俺のことを好きなものだと思い込んでいた。

「けど気がついたんだ。攻略ＵＰが０だからって、俺を好きだったとは限らないんだよな」

《どういうことデス？》

「春霞は変わりたがっていた。王子様が現れて、新しい世界に連れて行ってくれるのを待ってたんだ。自分を変えてくれる相手なら、俺じゃなくても誰でも良かったのかも」

　つまり、春霞の攻略ＵＰは誰が相手でも０だったんじゃないだろうか。

《なるほど、そういう解釈も有りデスかねえ》

　その証拠に、春霞が俺を好きだったなら自分から告白しても良かったはず。でも彼女はそうしなかった。学食でも、塔屋でも、遊園地でも、俺がきっかけを作るのをただ待っていた。ってことは春霞が自分で言ったように、最初から俺を好きじゃなかったんだろう。

　そして今、彼女の攻略ＵＰは１００万。

　それはすなわち、春霞がもう俺とはつきあう気がないことを意味している。

「手近な男を彼氏にしてステップアップしたら、踏み台にした奴やつはもう用済みってわけさ」

《いやぁ、陽さんに限ってそんなことはないと思いマスけど》

「俺だって、そう思いたいよ」

　けれど、そうとでも考えなければあのいきなりの別れ話には説明がつかない。

「考えてみたら、こないだから何か言いたげだったしな。急に二人で出かけようって言い出したのだって、最初から別れ話をするつもりだったのかも」

　春霞にフラれること自体は、俺にとって願ってもない展開だったはずだ。けど実際にそうなってみると、胸の奥がモヤモヤしてどうにも釈然としなかった。

　あいつは、告白されたっていう映研の男子とつきあうんだろうか？

　そいつも俺みたいに「好きだ」とか「可愛かわいいよ」とか繰り返すのか？

　机に突っ伏したり天井を仰いだり繰り返していると、デビが呆あきれたように肩をすくめた。

《そんなに気になるなら、陽さんともう一度話してみればいいじゃないですか。もしかして何かの勘違いだって可能性もあるわけですよね》

「それは……」また連絡する、そう言ったくせにあの日以来春霞からの接触はなかった。

　それならこっちから連絡を取ればいい。トークアプリを立ち上げてメッセージを送ればいいだけの話なんだけど、できなかった。その理由は──

「そんなん無理！　だってもしブロックされてたら、俺ショックで立ち直れないぞ」

《うわぁ、ヘタレだ。ヘタレがいる。誠斗まことさん、そんな乙女チックな人でしたっけ？》

「しょうがないだろ。初めての彼女に初めてフラれたんだからな」

《なんだかんだ言って誠斗さん、陽はるさんのことを気に入ってたんデスねぇ》

　デビがしみじみと言う。言われてみると、たしかにそうかもしれなかった。

「だってあいつ可愛かわいいじゃん。言っとくけど、俺は春はる霞がすみがポニテにする前から美少女だって知ってたからな。ポッと出のそこらの奴やつとは年季が違うんだよ」

《はいはい、それは私が保証しマスよ》

　フラれた俺に同情しているのか、デビの口調は妙に優しかった。

「チクショー、こんなことなら我慢なんかせずに乳の一揉もみや二揉みしとくんだった！」

「いい加減にしなさい、この歩く強制猥わい褻せつ罪ざい！」

　突然の罵声と共に、思いっきり頭をはたかれる。

　振り向くと、氷ひ鳥とり沢ざわ生徒会長が仁王立ちしていた。その頭上の攻略ＵＰは今日も53万、と思いきや、53。なぜ下の０四つが省略されたのかわからないけど、とりあえず気にしないことにした。

「この三週間、貴方あなたの働きぶりには正直感心してたのよ。それが何？　一人きりになった途端に性犯罪宣言？　そんなことじゃまだまだ釈放するわけにはいかないわね」

　会長は魅惑的な唇をへの字にしてそっぽを向いている。けど、口で言うほど怒ってはいないようだ。チラチラと心配そうに視線を送ってくる。

「ええと、あの……すみません」

「すみませんじゃないわ。私が気づかないとでも思ってるの？　休み明けから愛犬でも亡くしたような顔してるわよ。何があったのか話してみて。誰かに話すと楽になるものよ」

「実は、飼ってたチワワが死んじゃって」

「ご、ごめんなさい！　わざとじゃないの！　本当に知らなくて」３０３→５０３

「いえ、気にしてません。嘘うそですから」

「嘘っ？　貴方いい加減にっ」

　一瞬キッとなってから、会長は続く叱責の言葉を呑のみ込んだ。

「……まあ、無理に話せとは言わないわ」

　どうやら本気で俺のことを心配してくれているようだ。けど俺の倍以上の業務を抱える会長にこれ以上の気苦労は掛けたくない。できるだけ明るい感じで言ってみた。

「別に大したことないっス。ただ俺、つきあい始めたばっかの彼女がいたんですけどね」

「ええ、知ってるわ。あの巨乳人魚姫でしょ」

「その彼女にフラれたんです。もとから俺のことは好きじゃなかった、もっといい男に乗り換えるから別れてくれって」

「ふうん、そんなカンジの子には見えなかったけど？」

「夏の魔物ってヤツのせいなんですかねえ。あっという間に変わっちゃうからなぁ」

「たしかに夏の魔物は侮れないわよね」

「女子は怖いっす」

「あら？　私も怖いの？」

「会長が一番怖いに決まってるじゃないですか」

「馬鹿モノ！」また頭をはたかれた。

「明日午後六時から、映研の部室で映画の完成試写会やるわよ。きっと彼女も来るんじゃない？　私は検閲に行くけど、貴方あなたも来る？　もう一度よく話してみたらどう？」

「えっ……いや、遠慮しときます」

　さすがに、春はる霞がすみとその新しい彼氏がいるところに乗り込んでいく勇気はない。それに、口にしてみると本当に大したことじゃなかった。

　嘘うそ告こくでできた偽の彼女と別れた。どう計算しても、プラマイゼロだ。

　いや、ゼロどころじゃない。そもそも俺が春霞に嘘告したのは大おお空ぞらを彼女にするためだった。そして春霞は、俺と別れてからも大空攻略を手伝ってくれるという。

　つまりマイナス要素は一個もない。卯う曽そ月づき誠斗まことくん大勝利だ。

　なのに、なぜこんなにモヤモヤするんだろう？

「私に恋愛経験は無いから、これからする話は本から得た知識なんだけどね」

　俺の凹へこみ具合を見かねたらしく、会長はコホンと咳せき払ばらいをして話し始めた。

「ある調査では、高校生の頃交際していた男女が結婚に至る確率は10％未満だそうよ。つまり今この学園にいるカップルの10組に９組はいずれ別れるってわけ。私、お昼はいつもこの生徒会室で外を眺めながら食べるんだけど、中庭でイチャついてるカップルのほとんどが別れると思ったら、本当にご飯がおいしく感じられるわ」

　男女交際反対派だけあって、会長は心の底からそう思っているようだ。

「でね、先々上う手まくいかないとわかっていて、なぜみんな恋愛をするんだと思う？　やれチュープリだの、真ん中バースデーだの、アカウント共有だのと浮かれ呆ほうけるのかしら？」

「恋愛経験無しの割に詳しいんですね……さあ？　やっぱ性欲とか？」

「貴方はそうでしょうね。でも、ほとんどの人間にとっては違うんですって。要するに、物事には練習が必要なの。何事も最初からうまくできる人なんていないでしょ。スポーツや勉強と同じで、恋愛も練習しなきゃうまくいかないわ。そして練習にもいろいろある。自主練やイメージトレーニングも大事だけど、実践練習も必要不可欠よね」

「つまり、高校生の恋愛は練習試合みたいなものだと？」

「その通り。そして練習試合の目的は勝つことじゃない。経験を積んで、己を高め、来るべき本番に備える。未熟な者同士でやることだから、ミスだってあるでしょう。相手に迷惑を掛けることもあれば、掛けられることもある」

　そう言うと、会長は俺の胸を人差し指でトンと小突いた。

「だから忘れちゃいけないのは、練習につきあってくれた相手に最大限の敬意を払うこと。貴方あなたたちは二人で一緒に間違ったんだから、責任を片方に押し付けちゃダメ。それさえ守っていれば、無理に上手にプレーする必要はない。どんどん失敗すればいい」

　たしかに会長の言う通りなのかもしれない。嘘うそからはじまった俺と春はる霞がすみの交際は、男女交際未経験の二人にとって経験値をあげるための練習試合だったのかも。

　それならダメ元でもう一度ぶつかってみてもいいんじゃないか。

　そもそもどうして春霞は俺が大おお空ぞらを好きだと思ったのか、それすら確認していないんだ。もし何かの誤解なら、やり直すことだってできるかもしれない。

「さすがです、会長。とても彼氏いない歴＝年齢の言葉とは思えません」

「うるさいわね。私には練習なんて必要ないんだから。この前の貴方とのことだって……」

「何か言いました？」

「何も言ってません！」

　その時、ピピッというトークアプリの着信を知らせる音が鳴った。

陽はる【大事な話があるので、今から旧校舎裏の温室前に来てください】

　春霞からのメッセージだ。大事な話ってなんだろう。もちろん旧校舎裏の温室前は、言わずと知れた華はな村むら学がく園えん一の告白スポットだ。

（もしかして、春霞が俺に告白？）

《どうしてそうなるんデス？　誠斗まことさんは陽さんにフラれたばっかりデスよね》

（でも、別れてみて俺の良さに気がついたとか！）

《なんでしょ、このポジティブシンキング。これが新時代令和デスか？》

　呆あきれ顔のデビを無視して、俺は生徒会長に摺すり寄った。

「あ、あのですねぇ」

「はいはい、仕事は私に任せて今日はもう帰っていいわよ」

　会長はやれやれと肩をすくめる。

「スマホを見た途端、死人が生き返ったみたい。どうせ、その人魚姫からでしょ。いいわよ。行ってきなさい。そのかわり明日からまたみっちり働いてもらいますからね」

「会長、ありがとうございます！」

「……それで今回もまたダメだったら、その時は私が胸を貸してあげるわ」

「え？　胸でしてもらえるんですか？」

「胸でして？　ば、馬鹿言うんじゃありません。私の胸で泣いていいって意味よ」

「じゃあ行ってきます！　胸を洗って待っててください！」

　俺は鞄かばんを引ひっ掴つかむと、執行部室を飛び出した。背後で会長の叫び声がする。

「失礼ね、ちゃんと毎日洗ってます！　というか本当に泣かせてあげるだけですからね！」




　温室まではダッシュで三十秒の距離だった。

　普段から人通りのない旧校舎裏は、夏休み中はなおさら人気がない。誰にもすれ違うことなくたどり着くと、温室前の花壇には人の背丈ほどもあるひまわりが群れを成して大輪の花を咲かせていた。その向こうにピンク色の数字が見える。

「はるが──」名前を呼びかけて、息を呑のんだ。数字の位置が高すぎる。

「卯う曽そ月づきクン？　どうして、ここに？」

　ひまわりの横から顔を出したの大おお空ぞら真ま森もりだった。彼女と会うのは記録会以来だ。

「お、大空こそ、なんで？」

「あたしはハルに呼び出されたんだけど……もしかして、卯曽月クンも？」

　その時、俺と大空のスマホが同時に鳴った。

陽はる【応援第一弾でーす。頑張ってくださいね♡！】

「そういうことか」「そういうことね」

　二人同時にため息をつく。どうやら春はる霞がすみが俺と大空の仲を応援するってのは本気らしい。

「まあ、いっか。卯曽月クンとは話しておきたかったし」

　そう言うと、大空はピョンと両足ジャンプで接近してきた。不用意な跳躍で制服のスカートがめくれ、日焼けした太ふと腿ももが露あらわになる。慌てて顔を背けた。

「もう足はいいのか？」

「実は卯曽月クンと話したくて執行部室にも行ったんだよ。でも生徒会長が怖くてさ」

　大空は真っ赤な顔でスカートの裾を押さえながら、俺の質問を無視して喋しやべり始める。

「卯曽月クンいますかって聞いたら、『何の用？』ってガン睨にらみしてくるんだもん。もぉキ○タマヒュンってなって逃げ帰って来ちゃったよ、ないけど。卯曽月クンってば、よく一緒に仕事できるね。ヒュンってならない？　もしかしてそれがいいとか？」

「あのぉ、大空？」

「あ、ごめん、足の話だったね。うん、全然平気。ピンピンを通り越して、もうビンビン。てか、あの時何が起こったのかさっぱりわからないんだよねぇ。だってジャンプに失敗した直後は激痛だったのに、救急車に乗ったときにはもうすっかり痛みが引いててさ。レントゲンも異常ないから、お医者さんには何しに来たのみたいな白い目で見られるし」

「へぇ」意外そうに合あい槌づちを打ったが、もちろん俺には１００％の真実がわかっている。

「そのうえ、コーチにさんざん怒られて練習禁止を言い渡されちゃった。夏休みに練習しなきゃ何しろってのよ。９月になったらすぐ新人戦が始まるのに……もぉ、あの鬼コーチ、じゃなくて仏コーチ！」

　あんなことがあっても大空はまだ練習したいらしい。思わずため息をついた。

「コーチが正しい」

「ナニソレ！　卯う曽そ月づきクンあの筋肉ダルマの肩持つの？　もしかしてキミそっち系か！」

「んなわけあるかっ！　まったく陸上バカの誰かさんに事の真相を教えてやるよ」

　これ以上大おお空ぞらが無茶しないように、俺は話せるギリギリで説明をした。

「記録会の練習ジャンプで、大空はそれまでの無理な練習が祟たたって疲労骨折しちまったんだ。それを悪い魔法使いが魔法で治してやったのさ。だから急に痛みが取れたわけ」

（これなら、ペナルティにはならないよな）デビに確認する。

《はい、ＵＰキャンペーンにも私にも触れてないのでオッケーデス》

「今は治ってるけど、無理したらまたいつポキっといくかわからない。だからもう前みたいに焦って無理しちゃダメだ。コーチの言うことをちゃんと聞くんだぞ」

　あの日、抱きしめた腕の感触が蘇よみがえる。

　泣きじゃくる彼女を助けるためなら全てを投げ打ってもいいと思った。そしてその思い通りに大空の足を治し、代わりに俺の持っている全て、ＵＰと春はる霞がすみを失った。

　もちろん後悔なんかしていない。

　抱きしめた彼女のぬくもりはきっと一生忘れないだろう。

　すると大空は、へへへと照れたように笑った。

「ふうん、じゃあ、あたしはその代償に悪い魔法使いとつきあわなきゃいけないのかな？」

「むう、錬金術の等価交換の法則からするとそうなるな」

　春霞にフラれた以上、もう二人の間に障害になるものは何もない。

　しかも大空自身、俺を嫌っていないのは明らかだった。

《おっ、誠斗まことさん、とうとう真ま森もりさんに告白デスか？　ここで告白すれば、憧れの君を恋人にできること間違いなしデスもんねぇ。なんたって攻略ＵＰが０デスから》

　デビの言う通りだった。三か月前には誰よりも多い１００万、先週の記録会のときでも47万あった大空の頭上の数字が、今は０になっていた。

　攻略ポイントが０。それは俺が告白すれば即ＯＫの証あかしだ。ところが──

「冗談に決まってるでしょ。そんなことできるわけないじゃん」

　大空は絞り出すように言った。

「あたしはハルの大大大大大親友なんだよ。その彼氏となんてつきあえるはずない」

　そりゃそうだ。大空と春霞は親友なんだ。春霞と別れたから次は大空と、なんて簡単に行くはずがない。

　そして、それ以上に「春霞の彼氏」という言葉が俺の胸に突き刺さった。

「ハハハ、もう俺は春霞の彼氏じゃないんだ。きれいさっぱりフラれちまった」

「そんなことないよ。ハルは今ちょっと勘違いしてるだけ。卯曽月クンが救護室に来たのを見て、あたしを好きだと思ったみたいでさ。誤解だって言っても聞いてくれなくて。自分は卯曽月クンと別れるからあたしがつきあえとか言い出しちゃって。きっと今日も、あたしと卯う曽そ月づきクンをくっつけようとして呼び出したんだと思う。ホントごめんね」

「大おお空ぞらのせいじゃないさ。春はる霞がすみは俺に愛想をつかしたんだ。はっきり言われたよ。もっとランクの高い奴やつに告白されたから、そっちに乗り換えるんだと」

　すると大空は非難するような目で俺を睨にらんだ。

「そんな話信じてるの？　あの子が卯曽月クンを嫌いになるはずなんかないじゃん」

「嫌いになるも何も、最初から俺のことは好きじゃなかったって言われたんだぜ」

「だからそんなの嘘うそだってば。ハルは去年からずっと卯曽月クンが好きだったの。つぶやきアプリをチェックして、今日はこうだった、ああだったってもう大変だったんだから！」

「じゃあ、どうして春霞はあんなこと言ったんだよ」

　俺のことなんか好きじゃなかった。告白されたのが嬉うれしくて妥協でつきあってた。ランクが上の男子とつきあえるチャンスを逃したくない。

　そんな嘘をつく理由がどこにある──そう反論しようとして、気がついた。

「ちょっと待て。春霞は俺のつぶやきをフォローしてるのか？」

　俺のつぶやきアプリにアカウントは一つ、例の嘘つぶやきのヤツしかない。

「フォローすると気づかれるからしてないって。でも毎日チェックしてるみたい」

　じゃあ春霞は、俺の嘘つぶやきを見ていたのか？

　言われてみれば、妹が巨乳じゃないとか、料理がうまいとか、つぶやきを見てなきゃわからないようなことを言ってたっけ。

《あー、それで真ま森もりさんを好きなことがバレたわけデスね。誠斗まことさんちょっと前につぶやいてましたもん。「片かた想おもいの子が陸上部だ」って》

　デビに指摘されて、すぐに思い出した。勉強会の日のつぶやきだ。

　ってことは春霞はあれを見て、俺が大空を好きなんじゃないかと疑ってた。そこへ記録会の出来事があって、疑惑が確信に変わったというわけか。

「ハハ、ハハハハ」なぜだか、笑いが込み上げてきた。

「なんだそうだったのか。こいつは大爆笑だ、ハハハハ」

　乾いた声で笑い続ける俺の顔を、大空が心配そうに覗のぞき込む。

「卯曽月クン？」

「ずっとモヤモヤしてたんだ。なぜ春霞が急に別れるなんて言い出したのか、その理由がわからなくてさ。だからアイツが言った『最初から好きじゃなかった』とか『俺よりもランクの高い男に乗り換える』なんていう見え見えの嘘を信じちまった。でも、違ったんだよな。春霞は、俺が知っているままの不器用な女の子だったんだ」

　そんな彼女が別れを切り出した理由は、ただ一つ。

　俺の本性に気がついたからだ。

　自分に告白しておきながら、親友にも手を出そうとする。

　そんなサイテー男、嫌になって当然だ。

「前に話したことあったろ。俺には気になる子がいるって」

「あの、水分と塩分とクエン酸をくれた子？」

「俺さ、春はる霞がすみとつきあいながら、その子と恋人になりたいなんて考えてたんだ。春霞は純粋に俺を思ってくれたのに。そんな小ずるい奴やつが春霞と釣り合うわけがない。嫌われて当たり前。二度と会いたくないと思われて当然さ」

　もう笑うしかなかった。ついさっきまで、なんでフラれたのかわからない、もし誤解ならもう一度やり直したい、なんて考えていた。でも違った。自分みたいな人間は春霞と一緒にいちゃいけない──その時だった。

「ううん、卯う曽そ月づきクンが悪いんじゃない」

　大おお空ぞら真ま森もりがまるでイヤイヤする子供のように首を振った。

「それなら、やっぱりあたしのせいだよ」

　その瞳から一筋の涙がこぼれる。

「どうしたんだ？」

「去年の夏のこと覚えてる？　卯曽月クンが熱中症になりかかったときのこと」

「もちろんさ」

　忘れるはずがない、あの日。

　熱中症で動けなくなった俺は、木陰に運ばれて介抱された。塩レモネードを飲ませてもらい、身体からだを冷やしてもらい、膝枕をしてもらった。

　そして、大空に恋をしたんだ。

「あのとき卯曽月クンを介抱したのは、あたしじゃなくてハルなの」

「えっ？」

「あたしは、ハルが先生を呼びに行くときに頼まれてたまたま様子を見てただけ」

「そ、そんな……」

　突然の告白に、頭がついていかない。

　あの日のことを思い出そうと、必死で記憶を掘り起こした。

　目が覚めた時そこにいたのは、もちろん大空真森で間違いない。だから自分を助けてくれたのも当然彼女だと思っていた。けれど、目が覚める前のことは気を失っていたせいでまったく覚えていない。証拠になるものも何もない。

「じゃあ俺を生き返らせてくれたのは大空じゃなく、春霞だったのか？」

　そしてそれを知らずに、俺は大空を好きになった。

　記録会の日、大空は言ってたっけ。

『命の恩人を好きになるとか、童話の人魚姫そのまんまだね』

　あのときはなんとなく聞き流してたけど、人魚姫の物語は王子を助けた人魚姫と王子が結ばれるハッピーエンドじゃない。王子が別の女性に助けられたと勘違いする悲恋物語だ。

　俺が大おお空ぞらを好きだと知ったとき、春はる霞がすみはどう思っただろう？

　助けたのは自分なのにと、人魚姫のように臍ほぞを噛かんだだろうか？

　俺は、いったいどれだけ春霞を傷つけてしまったんだろう？

「卯う曽そ月づきクン言ったよね。気になってるのは水分と塩分とクエン酸をくれた子だって。あのときあたし、卯曽月クンが勘違いしてるって気づいたの。なのに、そのことを黙ってた。なんでだろ。ハルを親友だと思う気持ちに嘘うそはないけど、どこかであの子のこと下に見てたのかな。ハルの好きな王子様は実はあたしを好きなんだよって優越感に浸りたかったのかも。ホント、タチ悪いよね」

　大空の唇は震え、瞳からは光が消えていた。

「だから、お願い。あたしに卯曽月クンとハルが元通りになる手助けをさせて。そのためならなんでもするから。じゃなきゃあたし、自分で自分を許せない」

　そこにあるのは、俺の知っている無敵の真夏のひまわりとはまったく異なる別の顔。

（ああ、そうだったのか）

　今まで俺は、大空はいつも笑っているものだと思っていた。けど、そんな人間いるわけがない。記録会で泣いていた彼女も、今こうしている彼女も、大空は大空なんだ。俺がすべきだったのは妖精の力で無理に笑わせることじゃなかった。

「わかったよ。けど、これだけは言わせてくれ。命を助けてくれたのが誰だったかなんて関係ない。あのときの大空の笑顔は、ずっと俺の心を照らす太陽だった」

　彼女が泣いているときは、俺も一緒に泣くべきだったんだ。

「俺はずっと、大空のことが好きだったよ」

　この一年と二か月、どうしても言えなかった言葉を俺はようやく口にした。

「ありがとう。でも、あたしは卯曽月クンとはつきあえない。ハルのこと、よろしくね。もう大親友だなんて言えないけど、やっぱり小学生からのつきあいだから」

　俺とはつきあえない。大空真ま森もりはきっぱりとそう言った。

　気がつくと、さっきまで０だった大空の頭上の数値が１に上昇していた。攻略ＵＰ１。彼女が俺を好きなことは間違いない。

　けれど大空は春霞を選んで、俺の告白をきっぱり拒絶した。

《どうしマス？　たったの１ＵＰデス、使いマスか？》

　デビの問いかけに、気がつくと俺は首を振っていた。

「たしかに大親友なんて言えないな。やっぱおまえらは大大大大大親友だよ」

　それを聞いた大空は少しだけ微笑ほほえんで、無言のまま回れ右をして歩き出した。大輪のひまわりを背に一度も振り返ることのない後姿を眺めながら、俺は胸の中でつぶやいていた。

（ああ、俺の初恋は終わったんだな）






第六章　隣の席のあの子は俺の嘘うそが好き









　家に帰った俺は、そのまま自室のベッドに倒れ込んだ。何もやる気がしないのに、眼めが冴さえて眠れもしない。ただ時間だけが過ぎ、夜が明け、朝になった。

（……俺、このまま死ぬのかな。てか、むしろ死にてーな）

　ピンポンと玄関のチャイムが鳴った。すでに両親は仕事に出ている時間だ。

（真っ昼間から誰だ？　……もしかして、春はる霞がすみか？）

　慌てて出てみると、訪問者は意外な人物──

「やぁ、卯う曽そ月づき君。こんばんは」

　美み川かわ太た一いちだった。春霞主演映画の監督で、攻略ＵＰ８６００の笑顔のまぶしいナイスガイ。その彼が、妙に神妙な顔で茶封筒を差し出した。

「卯曽月君は試写会に来ないって会長に聞いたから。見てもらいたいなと思って」

　どうやら映画のＤＶＤらしい。こいつはまだ俺たちが別れたことを知らないのか。

「いや、もう俺と春霞はさ──」

　受け取りを拒否しようとすると、美川は無理やりに押し付けてきた。

「最近、春霞さんの様子が変でさ。卯曽月君とうまく行ってないのかなって。余計なお節介かもしれないけど、生徒会長を説得してくれた恩もあるし、撮影で忙しかったのが原因なら僕にも責任があるし」

「別に美川のせいじゃねえよ、てか、それとＤＶＤと何の関係があるんだ」

「本編と別にメイキングが入ってる。実はそっちも結構な自信作でね。どうしてもキミに見て欲しいんだ。そのうえで春霞さんと別れるって言うんなら、僕はもう何も言わない」

　こっちはフラれた側だぞ、そう言いたかったが結局勢いに負けて受け取ってしまった。

　美川を帰して部屋に戻ると、茶封筒をデスクに放り投げる。

《見ないんデスか？》

「美川がしつこいから受け取っただけさ」

《でもぉ、主人公に届けられる元カノのＤＶＤってドキドキしません？　実はこんなふうに調教されてましたみたいなエロ動画だったりして！》

「だから、おまえはなんで妖精のくせに発想がエロ同人なんだよ！」

　もう一度ベッドに寝転がる。

　すると今度は、旅館の女将おかみのような和服姿に変身したデビが三つ指をついて頭を下げた。

《落ち込んでいるところ悪いんデスが、お別れの時間が近づいてきたようデス》

　冗談かと思ったけど、いつになく真剣な顔をしている。

「お別れって、どういうことだ？」

《非常に言いにくい話なんデスけど……驚かないで聞いて下さいね。これまで私、自分のことを嘘うそつき妖精だと言ってたじゃないデスか》

「ああ、それがどうした？」

《実は私、妖精じゃなくて悪魔だったんデス！》

　ポンという音と共に白い煙が辺りを包む。煙が消えて現れたのは、頭に羊の角、背中に蝙こう蝠もりの羽翼、尻に牛の尻尾を生やし、黒ビキニに身を包んだ小悪魔スタイルのデビだった。

「ええーっ！」

《驚かないでって言いましたよね。それともあまりのセクシーさにビックリデスか？》

「いやいや、驚いてるのはデビがまんま悪魔だったからさ。そんなん自分でちょこちょこ暴露してただろ。俺はむしろ一周回って、実は天使なんじゃないかと思ってたんだぞ」

　俺にそう言われて、嘘つき妖精改め嘘つき悪魔は不満そうに口を尖とがらせた。

《それはそれは、ご期待に沿えず誠に申し訳ありませんでしたね》

「で？　デビが悪魔だったら、なんでお別れになるんだ？」

《実はデスね、このＵＰキャンペーンの正体は人間を不幸に陥れる罠わななんデス》

「罠？　でも、いろいろと俺の願いを叶かなえてくれただろ」

《そこが味み噌そなんデスよ。最初は簡単にＵＰを与えて、願いに慣れたところで条件を厳しくする。それでも人は願うことをやめられず、周囲の信頼を失なくし、破滅するまで嘘をつき続ける。我々悪魔は、そうやって人間が奈落の底に落ちるのを楽しむわけデス。でね、誠斗まことさんもそろそろどん底じゃないデスか。ちぃとばかし想定とは違いマスけど、初めての彼女だった陽はるさんにフラれて、憧れだった真ま森もりさんとは恋仲になれず、残ったＵＰはごくわずか。なのでこの辺で誠斗さんとの契約を終了して次のキャンペーン契約者を探すようにと、ＵＳＯ本部からお達しがあったんデス。私としてはもう少し期間を延長したかったんデスけど……ほら、誠斗さん最近全然嘘ついてないじゃないデスか》

「そうか、ごめんな。最近いろんなことがありすぎて嘘どころじゃなくてさ」

　謝る俺に、デビは呆あきれ声をあげた。

《いやいや、誠斗さんは私に嵌はめられたんデスよ。ここは怒っていいトコでしょ。なんで謝ってるんデスか？》

「そうか？　でも俺は結構楽しかったぜ。何一つうまくいかなかったけど、思い出はできたしな。デビには感謝しかないよ。そうか、おまえまでいなくなるなんて寂しいなぁ」

　偽らざる正直な気持ちだ。しかし、それを聞いた嘘つき悪魔は頭を掻かきむしった。

《あーもー、こんなの全然私が望んでいたバッドエンドじゃないデス！　誠斗さん、アナタ一体なんなんデス？　つく嘘は役に立たないつまんない嘘ばっかだし、叶える願いは人のためばっかだし、挙句私には感謝しかない？　悪魔に感謝してどうするんデスか？》

「いやぁ、なんかそんなふうに言われると照れるな」

《褒めてません！　いいデスか、こっちは悪魔なんデス！　人間に感謝なんかされたってホントいい迷惑なんデスよ！　仲間たちには笑われるし、上司の心証も悪くなるし、何よりこれから心置きなく人を騙だませなくなるじゃないデスか！》

「そう言われても、これでお別れなら最後に礼くらい言わせてくれよ。そうだ」

《な、なにするんですか？》

　俺は宙に手を伸ばしてミニチュアサイズの身体からだを抱きしめた。

《まさか絞め殺す気デスか？　言っときますけど、私ら悪魔は殺しても死にませんよ！》

「何言ってんだ。お別れのハグだよ。なんだかんだで俺らいいコンビだったよな」

《だからやめてください！　悪魔と人間がいいコンビなわけないデス！》

　デビは俺の腕を掻かい潜くぐって空中へ逃げ出した。何をそんなに怒っているのか、その顔は耳まで真っ赤に染まり、ゼエゼエと肩で荒い息をしている。

「おい、大丈夫か？」心配する俺の声もデビの耳には届かないらしい。

《わかった、わかりました！　嘘うそなんデスね！　そもそも人間が悪魔に感謝なんかするはずないデスもん！　あーすっかり騙されたぁ！》

　今度は、訳のわからないことを言い始めた。

「いや、別に俺は嘘なんかついてないけど」

《ただいま悪魔ネットの回線が悪いので真しん贋がん鑑定委員会から現場判断に切り換えておりマス。そして前に言いましたよね、私を騙したら１００万ＵＰゲットだって。いいでしょう。ドーンとプレゼントしちゃいマス。キャンペーン終了間際の大放出デス！》

「そんな、サービス終了直前のソシャゲじゃないんだから」

《ごちゃごちゃうるさい。さぁ行きマスよ。せーの！》

　掛け声とともに、視界右隅の数字がみるみる上昇していく。

　５０３→１５０３→１０５０３→１００５０３→５００５０３→１０００５０３

　そして嘘つき悪魔の宣言通り、きっちり１００万ＵＰ分上昇して止まった。

　視界にあふれんばかりのＵＰを目にして、なんだか心配になる。

「おい、大丈夫か？　こんな無茶して、上司とかに怒られたりしないのか？」

　デビの小さな顔に苦笑いが浮かんだ。

《ここまで来て、まだ他ひ人との心配デスか？　まったく誠斗まことさんってば。ご心配なく。私は悪魔デスから、親切心でこんなことをしてるわけじゃありません。私もこのままじゃ終われませんからね。最後に、人間の欲深いところを見せてもらわなきゃ》

「……デビ、おまえ、やっぱいい奴やつだな」

《シャラップ！　さぁて、念願の１００万ＵＰ超えデスよ。これだけあれば相手がどんなに嫌がろうとお構いなしデス。強制的に彼女にしちゃってください！》

　鼻息を荒くしてまくし立てるデビ。だが、俺は力なく肩を落とした。

「せっかくデビがプレゼントしてくれたのに悪いけど、やめとくよ」

　春はる霞がすみの攻略ＵＰは１００万だから、たしかにデビの力なら彼女にすることはできるだろう。でもお互いの気持ちが揃そろわなきゃ、恋人関係は成り立たない。

　この数か月、さんざん痛い目を見て学んだことだった。

「春霞はもう俺の手の届かないところに行っちまった。いや、最初っから俺なんかとは釣り合わない素敵な女の子だったんだ」

　すると、デビは急にドヤ顔になった。

《おや、私は真ま森もりさんのことを言ったんデスけどねえ》

　一瞬、虚を突かれて固まった。俺が好きなのは大おお空ぞら真森。これまでそう信じてきた。けれど今目を閉じると浮かんでくるのは、春霞ただ一人だ。

「……そうか。俺ずっと自分に嘘うそをついてたんだな」

　記録会で春霞に別れを告げられてから、ずっと胸の奥がモヤモヤしていた。モヤモヤの正体がなんなのかわからずにいたけれど、なんのことはない。

　要するに、俺は春霞にフラれて悲しかったんだ。

　起き上がって机の上の茶封筒を開け、ＤＶＤを取り出した。

　この中に春霞がいる。無性に顔が見たくなった。声が聞きたくなった。

　パソコンを起動し、ＤＶＤを挿入する。動画ファイルが二本あった。「人魚の唄・本編」と「メイキング主演女優編」。メイキングの方をクリックすると、映像が始まった。




　７月22日（金）　撮影初日　プールサイド

『それでは本日から撮影が始まるわけですが、意気込みをお願いします』

「意気込み、ですか？　……ええと」

　画面に春霞が映る。懐かしい顔に思わず涙が出そうになった。衣装は見覚えのある白いワンピース。カメラに慣れてないようで表情が硬かった。

《なんだか、ＡＶの冒頭インタビューみたいですね》

（だから、悪魔がＡＶ見んな！）

　画面には出てこないがインタビュアーは美み川かわらしい。口くち籠ごもる春霞に助け舟を出した。

『ははは、難しく考えずにニッコリ笑って、頑張ります、とかでいいんですよ』

「じゃあ、ガンバリマス」ひきつった笑顔が画面いっぱいに広がる。

『正直、ダメ元でオファーしたんですが、出演ＯＫの理由はズバリなんですか？』

「…………」

『ええと、例えば人魚姫の童話が好きだとか？』

「……人魚姫は嫌いです」

　愛想も何もあったもんじゃない。インタビュアーの心の汗が見えるようだ。しばしの沈黙の後で、美み川かわは閃ひらめいたと言わんばかりにこう提案した。

『そうだ。このインタビューは後でまとめて春はる霞がすみさんの彼氏に見てもらいましょう』

「マコトくんに？」

『そう。これは卯う曽そ月づき君へのビデオレターです。それでは、撮影開始前に彼氏に一言』

　キューを出されて、春霞は真剣な顔になる。

「マコトくん、わたし頑張るね。頑張って素敵な女の子になるから、もっとわたしのことも見てくれたら嬉うれしいな」

　胸がズキンと痛んだ。この頃すでに春霞は、俺が好きなのは大おお空ぞらだと気づいていたはずだ。映画出演を決めたのは、本当に俺に釣り合いたいからだったのか。




　７月23日（土）　撮影二日目　映研部室

『えー昨日ハプニングがありましたが、春霞さんの彼氏のおかげで撮影は無事許可されました。でも、彼すごかったですね。あの生徒会長がメロメロですから』

　春霞はＴシャツにショーパン姿でパイプ椅子に座っている。白い太ふと腿ももがまぶしかった。

「あれがマコトくんの実力です。むしろ彼の魅力に気づくなんて、さすが生徒会長」

　愛想がないのは相変わらず。けれどいつも以上に言葉に険があった。

『あれ？　ちょっとご機嫌斜めです？』

「別に」美川の問いかけにプイっとそっぽを向く。

『もしかして、彼氏が生徒会長補佐になったんでヤキモチ妬やいてるとか？』

「妬いてません」

「そうですよね。卯曽月君は春霞さんのために会長に囚とらわれたわけですから、嫉妬する必要はありませんよね。大丈夫。撮影が終われば、晴れて自由の身になれますよ』

　能天気な美川の声に、春霞がキレた。

「わかってるんなら、さっさと撮影を始めてください。そういうトコですよね。イマジネーションが足りないのは」

　昨日の傷をえぐられて、美川は泣きそうな声になる。

『うぐっ、イマジネーションのことは言わないで』




　７月31日（日）　撮影10日目　Ｍ市内某所

『今日はロケです。春霞さんもようやく現場にも慣れたみたいですね』

「はい、スタッフの方々とも仲良くなれました」

　言葉通り、春霞の表情はだいぶ柔らかくなっている。衣装は前に見た裸ワイシャツ。ちゃんと中が透けない作りになっているけれど、弾はじけんばかりの爆乳は隠せていなかった。

『映ウ研チの馬鹿男子が二人告って速攻断られた、という噂うわさですが』

「告られてません。スマホのＩＤを聞かれただけで」

『でも、それも断ったって聞きましたけど？』

　すると春はる霞がすみは、露骨に嫌な顔になった。

「コレ、マコトくんに見せるんですよね」

『あ、嫌なところがあれば編集でカットできますんで』

「じゃあ、これはマコトくんには内緒にしてください。わたし、本当に彼が好きなんです。だから他の男子とか全然興味なくて」

『それはカットしなくて良くないですか？』

「好きすぎて友達が引くくらい。マコトくんのピーとかこっそりピーしちゃうんです」

　音声にピーが入ったせいで内容がわからない。春霞は俺の何をどうしてるんだろう。

『あーそれはドン引きですね。でも春霞さん、僕前々からずっと疑問に思っていたんですが、卯う曽そ月づき君のどこがそんなに好きなんです？　僕には全然わからないんですが』

　おー、ナイス質問。春霞が俺のどこを好きになったかは、俺も一番知りたかったことだ。けど美み川かわ、おまえ後でしめるからな。

　すると、春霞は元気いっぱいに即答した。

「それはもちろん、嘘うそつきなところです！」

　カメラと俺とが同時にずっこける。

『それは、普通ダメなところでは？』

　しかし春霞はニヤリと含み笑いを浮かべた。

「フフフ、マコトくんの良さはわたしにだけわかればいいんです」




　８月６日（土）　撮影最終日　映研部室

『無事、撮影は終了しました。今日はこれまでの総括をしてもらおうと思います』

「はい、頑張ります」

　画面の向こうで春霞がペコンとお辞儀をした。記録会で見た、ゆるふわ茶髪とナチュラルメイクの超美少女バージョンだ。喋しやべり方も記録会の時と同じで流りゆう暢ちようになっていた。

『最初のインタビューで人魚姫は嫌いって言ってましたけど、今はどうですか？』

「今は……微妙、ですね」愛くるしい顔に苦笑いが浮かぶ。

「童話の人魚姫って、陰キャにもほどがあるじゃないですか。ちょっと見かけただけの王子様を好きになって家出してまで押しかけるなんて、それってストーカーですよね」

『たしかにそうですね。じゃあ、今もやっぱり嫌い？』

「でも、気持ちがわかる部分もあるんです。だって、人魚姫は王子様の命を助けたわけですよ。助けたときは必死で見返りなんか考えてもいなかったけど、後になって運命を感じちゃうというか、やっぱりちょっと期待しちゃいますよね」

『まあ残念ながらその期待は裏切られ、王子様は他の女性と婚約するんですけどねぇ』

　茶ちや化かすような美み川かわの軽口に、春はる霞がすみはキッとカメラを睨にらみつける。

『アレ？　僕何か悪いこと言いました？　ええと、じゃあ春霞さんならどうします？　王子様を助けたのは自分なのに、そうと知らない王子様が他の女と結婚しようとしたら？　どうすれば、王子様を振り向かせることができると思いま──』

「それがわかれば苦労しないですよ！」質問を食い気味に春霞は熱弁を振るった。

「だって、今さら『助けたのは本当は私です』なんて言えないじゃないですか。証拠なんかないし、それに命を救ったから好かれるとは限らないし。だから、まずは自分を変えようとしたんです。いい女になれば振り向いてもらえるはずだって。でもそう簡単には行かなくて、気がついたら最近あんまり嘘うそついてもらってないなぁって」

『ええと、ずいぶん役作りしていただいてるんですねぇ。でも、そんなに悩まなくていいんじゃないですか？　現実にはまずあり得ないシチュエーションなんですから』

「……このイマジネーション無し男」

『え？　なんで僕ディスられたのかな？』

　すると突然、春霞は立ち上がって叫んだ。

「決めました。もうこうなったらマコトくんに本当のことを伝えます！」

『え、ええと、人魚姫の話、ですよね？』

　完全に目が据わっている。どうやら撮影だってことをすっかり忘れているらしい。

「マコトくんだって、真実を知ったらきっとわたしを一番に想おもってくれるに違いありません。そもそもマコトくんの彼女はまもちゃんじゃなくて、わたしなんですから。決めました。明日、マコトくんにあの日のことを告白します！」

『あのぉ、いろいろ実名出てますけど、大丈夫？』

「大丈夫です。わたしには秘策があるんです。ママ特製の塩レモネード。あれを飲めば、きっと思い出してもらえるはずです。そしたら、『俺の命を救ってくれたのは、はるはる、キミだったんだな』『フフフ、今頃気がついたんですか？　マコトくんのうっかりさん』『ありがとう。俺にはもうはるはるしか見えない。一生、はるはるを離さないぞ』ってなことになって、そのまま念願のアレを」

『お、なんだか元気出てきましたねぇ。ちなみに念願のアレとは？』

「そんなの『手をつなぐ』に決まってるじゃないですか。前に一度つないだことはあるんですが、あの時は恋人つなぎじゃなかったから……コホン、とにかくわたしは人魚姫にはなりません。絶対にハッピーエンドを勝ち取ってみせます！」

　そう断言すると、春霞はにっこり微笑ほほえんで両手でピースしてみせた。




　動画はそこで終了した。青い画面にサムネが残る。

　やや垂れ気味の大きな黒い瞳、真っ赤に上気した丸いほっぺ、サクランボのように艶つやめいた唇。記録会で見せたのと同じポーズだけど、こっちは満点の笑顔だった。

　こんな可愛かわいいダブルピースはいままで見たことがない。

「……これはいったいどういうことなんだ？」

　ダブルピースで止まった画面を眺めながら、俺は頬ほおが緩ゆるむのを止められなかった。

　だって、この映像を見る限り──

「春はる霞がすみのヤツ、ドチャクソ俺のこと好きじゃん！　好きすぎじゃん！」

《こっちが見てて恥ずかしくなるくらいデスね》

　どうやら春霞は、記録会デートのときに「熱中症の俺を助けたのは自分だ」と告白するつもりだったらしい。なのに実際は真逆で、俺との別れ話を切り出し、あげくに俺のことは最初から好きじゃなかった、大おお空ぞらとの仲を応援するなんて言いやがった。

「春霞のヤツ、本当はどうしたいんだ？　本気で大空とくっつけばいいと思ってるのか？」

《それなら確認してみたらいいんじゃないデスか？》

「確認？」首をかしげる俺に向かって、デビは得意げにこう言った。

《リピートアフターミー、「ハルガスミハ、ホンキデオオゾラトオレニクッツイテホシイ」》

「？？　春霞は本気で大空と俺にくっついてほしい」１０００５０３→１０００６０３

　ＵＰが上昇した。じゃあ、これは嘘うそってことか。でも、なぜだ？

　この部屋には俺しかいない。自分についた嘘ではＵＰは上がらないはずなのに。

（そうだ、壁の穴！）妹が開けた壁の穴は、今はガムテープで塞がれている。

　その向こうは、愛あいの部屋のクローゼットだ。

「愛、いるのか？」

　壁の穴に近寄って話しかける。向こうで人が動く音がした。

「逃げないで、話を聞いてくれないか」

　やや間をおいて、ポツリと返答があった。

「……なに？」愛の声だ。ホッとして話し続ける。

「今日先輩がさ、学生の恋愛は全部練習だって言うんだ。間違えるのは当然だって」

「なにそれ、ムチャクチャ」

「そうだよな。まったく無む茶ちや苦く茶ちやな人だよ。でも思ったんだ。おまえは妹だからさ。俺相手なら好きなだけ間違えていいんだぜ。お兄ちゃんが全部受け止めてやるからな」

　すると、壁の向こうから深いため息が聞こえてきた。

「なに言ってるの。それじゃ、まるで愛がお兄ちゃんのこと好きみたいじゃん」

「い、いやでも」

「盗撮してたのは犯罪者予備軍のお兄ちゃんを監視してただけ。ホントそれだけだから」

　いつもの愛だった。どうやら、仲良し兄妹きようだいの絆きずなは今も固く結ばれたままのようだ。

　となれば、早速さっきＵＰが上がった件を確認しなくちゃなるまい。

「はいはい、わかったよ。ところでさ、ちょっと聞いてほしいことがあるんだ」

　焦る気持ちを抑えて言った。

「いいよ。春はる霞がすみさんにフラれちゃったんでしょ」

「話が早いな。そうなんだよ。俺が大おお空ぞらを好きだってのがバレたせいでさ」

「だと思った。お兄ちゃんの好みは圧倒的に大空さんだもんね」

　愛あいは俺の言葉を信じているようだ。けど、ＵＰは上がらない。つまり「大空を好きだとバレたせいで春霞にフラれた」ってのは嘘うそじゃないわけだ。さらに続けた。

「春霞はもう俺を好きじゃないんだと」

「そりゃそうよ。自分の親友に片かた想おもいしてる男なんてサイテーじゃん」

　１０００６０３→１０００７０３　今度はＵＰが上昇する。

　ということは、「春霞はまだ俺のことが好き」なんだ。

（なんだよ春霞のヤツ、嘘ばっかつきやがって）

《いやぁ陽はるさんってば大人しい顔して、もうＵＳＯ名誉会員に推薦したいくらいデスね。それでは、ラストフレーズ行ってみましょう。リピートアフタミー、「ハルガスミハオレノタメニミヲヒイタワケジャナイ」》

「春霞は俺のために身を引いた訳じゃないんだ」

「当たり前でしょ。やめてよね。そういう考え方ってストーカーの第一歩だよ。春霞さんのことはもうスッパリ諦めなよ」１０００７０３→１０００８０３

　ＵＰが上昇した。つまり真実は、「春霞が俺のために身を引いた」ことになる。

（これって、いったい？）

《そりゃ、自分が身を引けば誠斗まことさんと真ま森もりさんが結ばれると思ったんデスよ》

　なんだそれは！　じゃあ春霞は、俺のために別れを告げたのか？　それだけじゃない。俺が心置きなく大空とつきあえるように、わざわざ「他の男子に乗り換える」「最初から好きじゃなかった」なんてひどいことを言って、自分が悪役になろうとしたのか？

　おまけに「大空とつきあえるように応援する」とまで……

「……そうだ、そうだよな。春霞はそういう子だったよな」

　なんでこんな簡単なことに気がつかなかったんだろう。あいつが何かするのはいつも俺のためだった。ただひたすら俺を好きでいてくれたんだ。

《さて誠斗さん、さすがに見つかりましたよね。何をおいても叶かなえたい願いが》

「ああ。俺、伝えなきゃ。俺が好きなのは春霞だって」

　俺の願いは、春霞に告白すること。けど、ただ告白するだけじゃダメだ。これまでさんざん傷つけた贖しよく罪ざいのために、できるかぎり春霞を喜ばせてあげたい。

《はいはい、そんなときに役に立つのがＵＰデス。しかも現在の誠斗さんのＵＰは、なんと１０００８０３！　これだけあれば最高の告白をお膳立てしてあげられマスよ》

「よし、デビ頼んだ。おまえのくれたＵＰ使わせてもらうぞ」

《了解デス、いよいよＵＰキャンペーンも大詰めデスからね！　では行きましょう！　誠斗まことさんの願いを叶かなえ、１００万ＵＰを使って最高の告白を陽はるさんにプレゼントデス！》

　嘘うそつき悪魔の掛け声と共に、ポンという聞き慣れた音が一回、だけじゃない、二回、三回、ポンポンポンと無数に響く。

　そして、辺りはまばゆい光に包まれた。





　　　　＊　＊　＊






　夕暮れの映研の部室に、部員や関係者たちが集まり始めていた。

「暑いな」「窓開けろ」「開けるな蚊が入る」「団扇うちわあるよ」

　なんとも和気あいあいとした雰囲気だ。

　互いを尊重し、かと言って踏み込み過ぎない。この距離感が好きだった。

　文化祭が終わったら正式に入部しないかと誘われている。正直悩んでいた。こんな時、本当ならあの人に相談したい。でも、もうそれはできないんだ。

　美み川かわ監督が挨拶に立った。

「えーそれでは、華はな村むら学がく園えん映画研究会の第36回文化祭発表作品の試写会を行います。本日は、ヒロインを演じてくれた春はる霞がすみ陽さんにもお越しいただいています」

　あわてて立ち上がって頭を下げた。

　パラパラという拍手が巻き起こる。ちょっと気恥ずかしい。

「では、上映開始です！」

　部室の電気が消えてスクリーンが光る。映画が始まった。

　オープニングはプールのシーン。実は編集作業にも立ち会っていて、完成版を見るのは初めてじゃない。

『光る波、水の音、

　人魚姫は、波打ち際で待っていた。

　誰かが自分を見つけてくれるのを』

　何度も録とり直したオープニングのモノローグが流れる。

　──いつのまにか、わたしは記憶の中にいた。




　去年の五月、清掃ボランティアの日。

　わたしは、まもちゃんと掃除をサボってこっそり家に帰っていた。とはいえやることと言えば、庭に咲いた満開のアカシアを眺めながらスマホをいじるだけ。

　ふと、思った。

　このまま、川の流れのように変わらない毎日が続いていくんだろうか？

　それって、死んでるのとどう違うんだろう？

　わたしは普通の家庭に生まれ育った普通の女の子だ。ただ物心ついた頃から人と話すのが苦手で、まもちゃん以外の友達と仲良くなることができなかった。

　いつからかわたしの世界は色を失なくし、音楽も途絶えていた。

　そんなとき目に止まったのが、一人の男子だった。炎天下の川べりを同じ高校の男子生徒が歩いていた。見覚えはあるけど名前までは知らない、そんな程度の男子だ。

　その彼が、魔女の罠わなに嵌はまった。

　実は隣に住むお婆ばあさんがちょっと困った人で、親切そうな人を騙だまして荷物を運ばせるという意地の悪い癖があった。男子生徒はまんまと騙されてしまったようだ。

（まあ、そのうち逃げだすでしょ）

　けれど、わたしの想像を裏切って彼は逃げなかった。高温注意報が発令される中、ただ黙々と荷物を運び続ける。その姿をなんとなく目で追っていると、異変が起こった。

　荷物を運び終えた彼が、熱中症を起こして倒れてしまったんだ。

　わたしは慌てて彼の元に駆け寄り、ママお手製の塩レモネードを飲ませて介抱した。そして彼は、わたしが担任の先生を呼びに行っている間に無事目を覚ました。

　どうやら彼は、自分を助けたのはまもちゃんだと勘違いしたらしい。

　まあいいか、とその時は思った。別にお礼を言って欲しくて助けたわけじゃない。純粋に助けたかっただけから何の問題もない。

　ただ熱中症騒ぎ以降も、彼は頻繁に隣の家にやってきた。仕返しのためかと思ったけどそうじゃなかった。思い切ってお婆さんに聞いてみると、彼は御主人を亡くして意気消沈しているお婆さんを慰めに来てるんだそうだ。

　彼はお婆さんに、学校で起こった話を面白おかしく語って聞かせるんだという。

「変なことばかり言うけど、面白い子なのよ」

　お婆さんは笑顔で彼のつぶやきアプリのアカウントを教えてくれた。彼のつぶやきは他の人のそれとは違って、そんなことあるのかと思うような不思議な出来事が綴つづられている。

　そのうちにお婆さんは元気を取り戻し、人を騙さなくなった。どうやら、お婆さんが意地悪をするのは寂しかったかららしい。考えてもみなかったことでちょっと驚いた。

　変わったのはお婆さんだけじゃない。

　いつのまにか、わたしまで彼のつぶやきを心待ちにするようになっていた。

『彼氏いないと公言している女性教諭が、実は隣の家のショタの成長を待っている話』

『消しゴムのカス集めという変わった趣味を持つ男子。彼を慕う幼おさな馴な染じみが人知れず溜めた消しカスがそろそろ十年分で引き出しがパンパンな話』

　退屈極まりないと思っていた学校が実は波乱万丈なドラマの舞台で、すれ違うだけの人々にも素敵な物語があることを、彼のつぶやきが教えてくれた。

　気がつくと、わたしの世界は変わっていた。

　見るものすべてが鮮やかに色づき、耳に入る音すべてがメロディーに聞こえる。

　ようするに、わたしは彼に恋をしたんだ。

「告白しないの？」とまもちゃんによく聞かれるけど、とてもそんな勇気はない。

　わたしは、自分の外見に自信がなかった。まもちゃんと違って男子に好かれるタイプじゃない。毎日のつぶやきを読んで、彼の姿を目で追えればそれで十分だった。

　ところが、そんなわたしに奇跡が起こった。

　二年生のクラス替えで同じクラスに、そして五月の席替えで隣の席になったんだ。

　勇気を振り絞って話しかけ、彼に嘘うそをついてもらうことができた。初めて『さっきのは嘘だから』というメモをもらった時のことは、今でも鮮明に覚えている。彼の作る素敵な世界の住人になれたことが嬉うれしくて、机の下で何度もガッツポーズしたっけ。

　さらにいくつかの偶然が重なってわたしたちは遊園地デートをし、夕ゆう陽ひの観覧車の下でとうとう告白を受けた。

　人生で最高の瞬間。でも、このときわたしは気がついていた。

　彼はまもちゃんを気にしている。まもちゃんのことを話すと目の色が変わる。

　最初から不安はあった。熱中症から目覚めた彼のそばにいたのは、まもちゃんだった。

　貴方あなたを助けたのは本当はわたしだよ、そう言いたいけど言えなかった。恩着せがましいし、つぶやきを楽しみにしてるなんてバレたらきっとストーカーだってドン引きされる。

　告白できないわたしはひたすら待つことにした。王子様もいつかは人魚姫の存在に気づくに違いない。それまでに、頑張って王子様にふさわしい女の子になるんだ。

　髪型を変え、お洒落しやれをし、女優にもチャレンジした。

　けれど、彼の心は変わらなかった。

　決定的だったのは、まもちゃんが陸上競技場で怪け我がをした時だ。迷いなく駆け寄る彼の姿を見て、わたしは自分が王子様の恋を邪魔する敵役でしかないことを悟った。

　わたしは人魚姫じゃなかった。所詮脇役の意地悪な女の子。

　このままじゃ、いつか彼に嫌われてしまう。彼の世界での居場所がなくなってしまう。

　それだけは避けたくて、彼の恋を応援するなんて言ってしまった。

　せめて友達でいられれば、あの塔屋で一緒に笑い合えれば、時々でも嘘をついてもらえれば、わたしにはそれだけで十分だから。

（そんなの……嘘だ）




　周囲からすすり泣く声が聞こえる。

　気がつくと、映画はクライマックスを迎えていた。

　不良に刺されて血まみれになった彼氏を抱きかかえながら、人魚姫が声にならない声で助けを求めている。けれど、その声は誰にも届かない。助けてくれる人は一人もいない。

　あれはわたしだ。大好きな彼を失って、でも悲しいと言うこともできない。応援すると言ってしまったから。彼の傍らにいることと引き換えに、声を失なくしてしまった人魚姫。

　血の海で泣き叫ぶ人魚姫をバックにエンドロールが始まる。

　助けて欲しい。誰かに助けて欲しい。

　でも、映画はここで終わり。現実も同じだ。

　セリフが口をついてこぼれた。

「おとぎ話の世界なら、泡になって消えてしまえるのに……もうそれもできない。あたしも、あたしの想おもいも、波の上を漂うだけ」

　その時、突如としてエンドロールが逆回転を始めた。

　路上に広がった血の海が青く光って、その中から王子様が現れる。

　何が何だかわからなかった。

　王子様が不思議な力を使うと、みるみる血の海が小さくなって彼氏の傷が治っていく。いつのまにか雨も上がって、夜空に星が煌きらめいた。

「さあ、人魚姫、僕らの国に帰ろう」

　王子様が人魚姫に手を差し出す。その手を取ると、人魚姫の足が魚の尻尾に戻った。

「王子様！」

　声を取り戻した人魚姫と王子様の身体からだが宙に舞う。

　いつのまにか通行人が集まって二人に祝福を送っていた。傷の治った彼氏と彼女も寄り添いながら人魚姫に手を振っている。

　星空の向こうに消える二人の姿にエンドマークが重なり、映画が終わった。




　予想外のハッピーエンドに、室内は騒然とした。

「こんなの、いつのまに撮ったんだ？」「特撮スゲエな、けどストーリー無む茶ちや苦く茶ちやだろ」「いいじゃん、やっぱハッピーエンドだよ」「違う！　こんなの僕の人魚姫じゃない！」

　賛否両論、喧けん々けん諤がく々がくの議論が巻き起こる。荒唐無稽なエンディングに批判的な人が多いみたいだけれど、わたしは少しだけホッとしていた。

（良かったね、あっちのわたし。王子様と幸せにね）

　その時だった。

「春はる霞がすみ！」部室の扉が開いて、あの人の声がした。

「春霞、いたら返事をしてくれ！」

　あの人がわたしを呼んでいる。胸が苦しくなった。いったい何の用だろう。けれど振り返ることができなかった。今、彼と顔を合わせたらきっと泣いてしまう。

　わたしはあの人とまもちゃんを応援することに決めたんだ。

　泣き顔は見せられない。でなきゃあんな嘘うそをついてまでお別れをした意味がなくなる。

　ざわついていた室内が静まり返って、足音が近づいてくる。

　その足音はわたしの背後で止まった。

「姫、お迎えに上がりました」

　意味が分からない。お迎えってどこに？　行かない。行くわけがない。

　固まっていると、座っていたパイプ椅子がわたしの意志に反して１８０度回転した。

「？」

「さあ、参りましょう。お手をどうぞ」

　そこにいたのはもちろん卯う曽そ月づき誠斗まことくん。わたしの王子様が右手を差し出していた。いつも素敵な彼だけど、久しぶりに会ったせいか今日は特別にキラキラ輝いて見える。

「て、手をつなぐのは恋人同士じゃなきゃ……」

　手をつなぐのは恋人同士じゃなきゃダメ。言い慣れたはずの言葉を最後まで言い切ることができなかった。こんな素敵な王子様を目の前にして、そんなの無理に決まっている。

「サンキュー、マイプリンセス」

　気がつくと、わたしは王子様の手を取っていた。その手を手繰り寄せて、王子様がわたしの身体からだを抱え上げる。周囲からヒューヒューと歓声が上がった。

　内緒だけどわたしの体重は軽くないし、卯曽月くんだって筋肉自慢じゃないはずだ。

「さあ、行こう。今夜は星が美しい。二人きりで過ごすのにふさわしい夜だよ」

　なのに彼は軽々とわたしをお姫様抱っこして、颯さつ爽そうと部室から飛び出した。




　王子様がやってきたのは学校のプールだった。

　プールサイドにわたしを下ろすと、空を指さした。

「な、きれいな星空だろ。あれがデネブだな」

「ホントきれい。じゃあ、あっちがアルタイルとベガね」

　そんなのんきな話をしてる場合じゃない。聞きたいことは山ほどあった。

　なぜ、映画のエンディングが変わっていたのか？　なぜ、まもちゃんじゃなくてわたしを連れてきたのか？　そしてなぜ、今夜はそんなにかっこいいのか？

　意を決して口を開こうとしたそのときだった。

「……嘘？」

　ドン、という音と共に、夜空に花が開いた。

　大きな大きなスターマイン。それから一斉に色とりどりの打ち上げ花火が咲き乱れる。

（これって、もしかして……）

　私が妄想していた告白シチュエーションランキングの第一位そのまんまだ。

　本当に、期待していいんだろうか？

　そう思う間もなく、卯う曽そ月づきくんはプールへと飛び込んだ。

　波打つ水面みなもが花火を映して光り輝く。

　光る波しぶきの中で、ひときわ輝く彼が叫んだ。

「春はる霞がすみ！　キミに言いたいことがあるんだ！」

　きっと、それは愛の告白──

「あっ、足がつった！　助けてくれ！」





　　　　＊　＊　＊






　途中までは完璧だったんだ。１００万ＵＰを消費して、映画を書き換え、王子様スキルをアップさせて春霞をプールサイドに連れ出し、打ち上げ花火の下で告白する。

　春霞が一番喜ぶ告白シチュエーションだったはず。

　忘れていたのは、スキルアップが10分しか続かないことだ。

　プールに飛び込んだ途端に王子様スキルが切れ、足がつって溺れてしまった。意識が途切れて目の前が真っ暗になる。その暗闇の底で小悪魔スタイルのデビが待っていた。

《ありゃりゃ、最後の最後で失敗デスか？　誠斗まことさんらしい。そう言えば、誰か言ってましたね。「１メートルのプールでも溺れたら死ぬ」って》

（死ぬって、マジかよ）

　そう思った途端、脳裏に春霞陽はるの姿が浮かんだ。

　出会ったばかりの挙動不審な彼女、塔屋で涎よだれを垂らしていた寝ぼけ彼女、学食で座ざ間まに食って掛かった真剣な彼女、遊園地ではしゃぐゴスロリ彼女、キャミから胸を放り出した猫耳彼女、プールサイドでびしょぬれの女優彼女、サムネで微笑ほほえむダブルピース彼女。

　全部の彼女が大好きだった。

　死ぬ前にもう一度だけでも会いたい。

《それが最後の願いってことでいいデスかね？》

（えっ？）呆ぼう然ぜんとする俺に、デビは咳せき払ばらいを一つして言った。

《だろうと思って、陽さんのレスキュースキルをレベルアップしておきました。これで残っていたＵＰは端数まで全部使い切っちゃいましたけどね》

「デビ、ありがとう」

　俺が頭を下げると、嘘うそつき悪魔は照れたようにそっぽを向く。

《お礼なんて要りませんよ、相棒。でもとにかくこれで、もう本当に契約終了。完全にさようならデス》

「あのさ、俺、デビのことホントは天使じゃないかと思ってたんだ。で、やっぱ思った通りだったよ。俺にとっておまえは天──」

　天使、そう言おうとした俺の口が何か柔らかいもので塞がれる。

《そんな屈辱的な言葉は絶対禁止デス！》

　デビの唇だった。

（な、なにしてんだっ！）

《ハハハ、ホントはもっと困った顔が見たかったんデスけどね。今はこのくらいで勘弁してあげマス。それから、最後に一つ──》

　俺のファーストキスを奪った嘘うそつき悪魔は満足げに頷うなずくと、煌きらめく星空に消えていった。

《私が天使だなんて、誠斗まことさんちょっと舐なめすぎじゃないデスか》




　次の瞬間、俺は再び横たわっていた。頭の下になにか柔らかいものがある。この感触には覚えがあった。人生二回目の都市伝説だ。

　ただ今回は、顔の上にも柔らかいものが当たっている。もしかして、これは？

（お、お、おっぱっ！）思わず跳ね起きる。

　膝枕した頭に覆いかぶさるほどの爆乳の持ち主はもちろん一人しかいない。

「はっ、はっ、はりゅがしゅ、ゲホッ」

　名前を呼ぼうとして咽むせた。レスキューマスターの春はる霞がすみが、優しい口調で諭してくれる。

「あ、気がついた？　大丈夫？　水に入る前にはちゃんと準備運動だよ」

「サンキュー、ホントに助かったよ。死ぬかと思った」

「……ごめんね、まもちゃんじゃなくて」

　春霞はフッと目を伏せて、絞り出すようにそう言った。デビの言葉を思い出す。自分が身を引けば俺と大おお空ぞらとが結ばれる、そんなことを本当に思っているんだろうか？

　それなら俺は伝えなきゃいけない。嘘のない本当の気持ちを──

「大空じゃなくて、春霞だったんだよな。あの日も、俺を助けてくれたのは」

「卯う曽そ月づきくん……」

「ありがとう。そして、いままで気づかなくてごめんな」

　だが春霞はうつむいたまま、視線を合わせてくれない。

「聞いてくれ。たしかに俺は大空が好きだった。春霞に告白したのは、大空に近づくためだった。でも今は違う。俺が好きなのは春霞だ。虫のいい話だってのはわかってる。けど信じてくれ。前に高校生の恋愛は練習試合だって言われたんだ。練習試合だから、下手でもいいって。俺ホント下へ手た糞くそで、春霞をいっぱい傷つけたよな。練習試合ならボロ負け、コールド負けレベルだったと思う。でもさ、俺は別に恋愛がうまくなりたいわけじゃない。俺がしたいのは練習試合なんかじゃない。負けたから次の相手となんて考えられない。この先もずっと春はる霞がすみと一緒に本番の恋愛がしたいんだ」

　ありったけの言葉をぶつける。

　しばらく間をおいて、春霞が口を開いた。かつての蚊の鳴くような小さな声だった。

「わたしのどこを好きになったの？　命の恩人が実はわたしだってわかったから？」

「そうじゃないよ。別に命を助けてもらったから好きになったわけじゃない」

「じゃあ、どこが好き？」

「それは……」言葉に詰まった。春霞のどこを好きになったのかなんて、改めて聞かれても返答しようがない。気がついたらいつの間にか好きになっていたんだ。

「全部、っていうんじゃダメなのか？」

「ダメだよ。わたしね、自信がないの。卯う曽そ月づきくんに好かれる自信が。だから、卯曽月くんがまもちゃんを好きかもと思ったとき、すぐに応援するなんて逃げちゃったんだと思う。だから、言って欲しい。卯曽月くんがわたしを好きな理由」

　大きく黒目がちな瞳がねだるようにこちらをみつめている。

「わかったよ。ええと、顔かな。俺ってほら、面食いだし」

「嘘うそ。顔はまもちゃんの方が好みなんだよね。それに生徒会長さんの方が美人だし」

「じゃあ、胸かな。……て、露骨に軽蔑したような顔するんじゃない。冗談だ」

「エッチなことは結婚してからじゃないとダメなんだからね」

「はいはい、わかってます。他に好きなところは、あ、ご飯いっぱい食べるトコ！」

「もう、真面目に答えてよ！」

「うーん、でもさ、そもそも、そういうのって答えがあるものなのか？」

「ちゃんと言ってくれなきゃ心配になっちゃうよ。だって、わたしすごいヤキモチ焼きなんだもん。卯曽月くんとまもちゃんが並んでるのを見ると胸が痛くなるの」

「大おお空ぞらとは、ちゃんとさよならしたよ」

「生徒会長のことも心配なの。あの人、絶対卯曽月くんのこと好きだと思う」

「会長はいい人だけど、ただの先輩さ」

「時々、愛あいちゃんもうらやましいって思う。卯曽月くんと一緒に住めて」

「妹とは結婚できないよ」

「卯曽月くんが他の女子に話しかけられるとイラってするの」

「うーん、恥ずかしながら二年になってからそんな記憶ないけど、誰のこと？」

「……千ち夏なつ先生とか」

「いや女子かな、それ？」

　さすがに千夏っちそこまではちょっと引く。そう思っていると、春霞は覚悟を決めたように俺をみつめて言った。

「でもね、一番妬やけるのは透明人間なの」

「とうめいにんげん？」

「卯う曽そ月づきくん、いつも誰かと一緒にいるでしょ。誰かとすごく仲良さそうに話したり、ふざけ合ったりしてる。辺りを見ても誰もいないんだけど……」

　デビのことらしい。嘘うそつき悪魔は本来俺以外には見えないし、声も聞こえないはずだ。なのになぜわかったんだろう。これが恋する女の勘ってヤツなのか？

「それは……」嘘をついて騙だますのは簡単かもしれない。けれど春はる霞がすみがデビのことで悩んでいたのなら、もうこれ以上つまらないごまかしはしたくなかった。

「あいつは俺の相棒だったんだ。天使みたいな悪魔だけど、絶対春霞が嫉妬するような関係じゃないよ。今日の映画も花火も、俺と春霞がつきあえるように全部あいつがお膳立てしてくれたんだ。もう、いなくなっちまったけどな」

　春霞は納得いかなそうに目を潤ませてこっちをみつめている。

「嘘ばっかついてたから、今さら俺の言うことなんて信じられないかもしれない。けど、約束する。これからはもう何があっても春霞にだけは嘘をつかない。だから信じてく──」

「そんなのダメ！」春霞が俺の言葉を遮って叫んだ。

「わたし、卯曽月くんの嘘が好きなの。だって卯曽月くんの嘘は、退屈だった毎日に色と音楽をくれたんだもん。そりゃ告白が嘘だったのは悲しかったけど、でもそのおかげでわたしの世界は本当にキラキラ輝いたの。卯曽月くんの嘘がなかったら、きっとわたし今も死んでるみたいに生きてた。だからお願い、もう嘘をつかないなんて言わないで」

　彼女の言葉が、俺の胸を衝ついた。

　人生を輝かせるスパイス。日々の生活にときめきを与える魔法。

　そうだった。そういう嘘が、俺のつきたい嘘だった。

「じゃあ俺、嘘をついてもいいのか？」

「もちろんだよ。わたし、卯曽月くんの嘘に騙されたい」

　なぜ春霞を好きになったのかわからない。さっきまでそう思っていた。でもちゃんと理由はあったんだ。

　俺の嘘をわかってくれる。そんな女の子、他にいるわけがない。

「そういやメイキング見たよ。春霞が俺を好きなのは、嘘つきなところだったよな」

「うん」

「ようやくわかった。俺が春霞のどこを好きか」

「ホントに！　どこ？」

「それはな、嘘つかれなところだ」

「……嘘つかれ？」春霞は不思議そうに小首をかしげる。

「俺さ、目立ちたいとか、いいねが欲しいとか、くだらない理由で嘘ばっかついてたけど、おかげで一つだけわかったことがあるんだ。嘘ってのは一人じゃ成り立たない。騙されてくれる人がいなきゃ虚むなしいだけだって。さっき春はる霞がすみは俺の嘘うそで世界が輝いたって言ったよね。でもホントはそうじゃない。春霞が信じてくれたから、俺の嘘が輝いた。キラキラの魔法になったんだよ。だからこれからも、嘘つきの俺の隣には嘘つかれの春霞にいて欲しい。俺の嘘にありえないくらい騙だまされる嘘つかれの君に」

　すると春霞は今日初めて嬉うれしそうに頷うなずいた。

「うん。わたし、騙されるのだけはきっと誰にも負けない」

「じゃあ、改めて告白させてくれ。これからも俺は春霞に嘘をつき続ける。だから俺をまた、春霞の彼氏にしてくれ！」

　そう叫んで深々と頭を下げた。デビとの契約が終了して、もう攻略ＵＰは見えない。でも俺は確信していた。春霞が俺を好きなのは間違いない。俺たちは両想おもいなんだ。

「……わたし、その言葉をずっと待ってた」

　かつてと同じ返事。心の中でガッツポーズして顔を上げた俺は、思わず息を呑のんだ。

　目の前に春霞の小さな顔があった。目を閉じて、顎を上げている。少しだけ突き出した唇がプルプルと震えていた。これは、キス待ち顔ってヤツじゃないか？

「は、春霞？」

　少し戸惑って、思い直す。手をつなぐのも恥じらう春霞がここまでしているんだ。恥をかかせるわけにはいかない。彼女の両肩に手を置くと、真っ赤な唇に唇を近づけた──
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　ポン！

　そのときだった。どこかであの音が鳴り、同時に春はる霞がすみがパチリと目を開いた。

「は、春霞？」目と目が合って、俺は跳ねるように後ずさる。

　すると春霞はまぶしい笑顔を浮かべてこう言った。

「そうそう、そんな感じです！　これからもその調子でずっと嘘うそをつき続けて下さいね！」

　口調がいつのまにか敬語に戻っている。一点の曇りもない明るい声だけど、それを聞いた俺の目の前は真っ暗になった。

「いや、嘘じゃないって。俺は本当に春霞のことが好きなんだ！」

「はい、また嘘いただいちゃいました」

「嘘じゃない！　信じてくれ！」

「はいはい、卯う曽そ月づきくんは嘘つかないと死んじゃう病気ですもんね」

　どういうわけか、春霞の中で俺渾こん身しんの告白は嘘だということになっているらしい。

「大丈夫大丈夫。卯曽月くんが本当に好きなのはまもちゃんだってことはちゃんとわかってますから。だから約束ですよ。わたしは卯曽月くんの恋を全力で応援します。そのかわり卯曽月くんはわたしに嘘をつき続けてください」

　応援も何も、俺が好きなのは春霞だ。そして、春霞が好きなのも俺のはず──




《ちょっと誠斗まことさん、何やってくれちゃってるんデスか！》

　突然、脳内に嘘つき悪魔の声が響いた。

（お、おうデビか？）

《おうデビか、じゃないデスよ！　私言いましたよね。ＵＳＯと嘘つき悪魔のことを口外したら恐ろしいペナルティが待っているって！　私が魔界こつちに帰ってきてまだ10分も経たってないのに、もうペナルティが発動しちゃってるじゃないデスか！　誠斗さんいったい何を言ったんデスか！》

　そう言われて、はたと思い当たる。たしかに、俺は春霞にデビのことを天使みたいな悪魔だと教えてしまった。

（で、でも契約違反って、契約はもう終了してるんだろ）

《何言ってるんデス。医師や弁護士は退職したら守秘義務がなくなりマスか？　塾講のバイトを辞めたら生徒とつきあっていいデスか？　いいわけないデスよね。契約が終了しても、ダメなものはダメなんデス。ペナルティが発動しちゃうんデスよ！》

　ゴクリと唾を飲み込んで、恐る恐る尋ねた。

（……ちなみにペナルティっていったいなんなんだ）

《もうお気づきと思いマスが、ペナルティとは「秘密を漏ろう洩えいした相手に真実を伝えようとしても信じてもらえなくなる」というものデス。日常会話程度なら問題ありませんが、心の底から伝えたいことは一切信じてもらえません》

　真実を信じてもらえなくなる？

　だから俺が告白しても、春はる霞がすみは嘘うそをつかれているとしか思わなかったのか。

（そのペナルティはどのくらい続くんだ？　まさか、一生ってわけじゃ──）

《一生です》

（ならどうすればペナルティを解除できる？　解除方法はあるんだろ──）

《ありません》

　藁わらにもすがる思いで尋ねたが、デビの答えは無情だった。

《悪魔の契約のペナルティは絶対デス。諦めてください。まあ、嘘なら今まで通りちゃんと信じてもらえマスから。真実は嘘になり、嘘は真実になる。ある意味、嘘つきの誠斗まことさんにピッタリのペナルティかもしれませんね》

（ふざけんな！　ホントは何かやりようがあるんだろ！）

《まあ、何事にも抜け道というものは……おっと、そろそろ悪魔通信ギガがなくなっちゃいマス。これでホントのホントにお別れデス。では誠斗さん、さようなら。これからも楽しい嘘つきライフをお送りください。そうすればきっとまた──》

（おい、抜け道ってなんだ？　きっとまたどうなるんだよ！）

　肝心なことを言い残してデビの声はプツリと途絶えた。

　気がつくと、春霞がキョトンとした顔でこっちをみつめている。

　俺は咳せき払ばらいを一つして言った。

「実はな、俺が好きなのは美み川かわ太た一いちなんだ」

「そうなんですか？　う、うん、愛の形は人それぞれですもんね。わたし、応援します。それに実は二人はお似合いだって秘ひそかに思ってましたから。絶対、美×卯だって」

「嘘に決まってるだろ！　信じてくれ、俺が好きなのは春霞だけだ」

「はいはい、嘘乙でーす」

「なんでこっちは信じないんだよ！」

　どうやらデビの言ったことは本当らしい。俺の嘘は信じるくせに、一番信じて欲しい告白を春霞は絶対に信じてくれなかった。

「春霞はそれでいいのか？　俺を好きなんじゃなかったのかよ」

「別に、わたしは卯う曽そ月づきくんの恋人になりたいわけじゃないですから」

　そう言いながら、春霞は不自然に目を逸そらした。その言葉が本心じゃないことくらい鈍い俺にもすぐわかる。けれど、どうすることもできなかった。悪魔の力の凄すさまじさは俺が一番よく知っている。ＵＰキャンペーンのペナルティでこうなっているのなら、どんなに言葉を尽くしても俺の告白を信じてもらうことは不可能だ。

「……ごめんな、俺のせいで」後悔が胸に重く圧のし掛かかった。

「あと一息で全部うまくいくはずだったのに、ほんのちょっと油断したせいで」

　ガックリとうなだれる俺の頭部に、なにか大きくて柔らかいものが当たる。

「……春はる霞がすみ？」

　気がつくと、春霞が俺の頭を抱きかかえていた。

「何があったかわかりませんけど、わたしのためならそんなに落ち込まないで。だってわたし今まですごく楽しかった。一学期の間、毎日卯う曽そ月づきくんに嘘うそをつかれて騙だまされて」

「ははは、その言い方だとなんか俺スゲエ悪人みたいだな」

「でもおかげでドキドキハラハラして、毎日がジェットコースターみたいだったんです。だから二学期も同じでいい。それで十分です。それ以上望んだらバチが当たります」

　巨大マシュマロに包まれて優しい声でそう言われると、心がすうっと軽くなる。つらいのは春霞のはずなのに、なぜ俺は春霞に癒いやされてるんだろう。

　そうだ。いつまでも落ち込んじゃいられない。

　俺だって春霞のためにできることをしなきゃ。

「わかったよ。さっきの告白は無しにしよう。俺たちは友達同士に戻る。俺は春霞に嘘をついて、春霞は俺の恋を応援する」

　ペナルティを解除できない以上、俺にできるのは嘘をつくことだけだ。

　嘘なら春霞は信じてくれるんだ。

「はい、それじゃあ大船に乗ったつもりでわたしに任せてください」

　そう言うと春霞は力こぶを作ってみせた（全然できてないところがメチャクチャ可愛かわいい）。

「とりあえず新学期始まったら、昼休みは塔屋で作戦会議な。俺が好きな女の子とうまくいくまで、毎日つきあってもらうぞ」

「……毎日、ですか？」

「ああ、毎日だ。言っとくけど、俺の好きな女子は相当こじらせてるヤツだからな。一年二年でうまくいくと思うなよ。下手すりゃ、一生つきあってもらうことになるぞ」

　思っていたのとは違うけど、これが俺の告白、というよりもうプロポーズだ。

　ドキドキしながら返事を待つ。すると──

「はい、よろこんで！」

　春霞は大きく頷うなずいて、弾はじけるような笑顔を浮かべた。

　ドドーンという音と共に、花火大会の最後のラッシュがはじまる。

　色とりどりの光が、春霞の顔を照らし出した。

　こぼれ落ちそうな瞳、ちょっと飛び出した額、真っ赤な頬ほお、艶つやめく唇。

　学校一、いや、世界一可愛い。心から、そう思う。

　この気持ちは、絶対に嘘じゃなかった。






エピローグ









【──以上が、ボッチの夏休みに俺が見た夢の話。つまり全部嘘うそだ。

　もちろん嘘つき悪魔なんているはずないし、憧れの陸上少女は憧れのままだし、俺を好きすぐる隣の席の美少女は実在しない。隣の席はちょっとキモい腐女子だ。こないだ消しゴムを拾ってあげたら「ありがとう、君ってポテトサラダに似てるね」とメモが来た。さすがにポテサラはないだろと反論したら、料理じゃなくスマホゲーのキャラらしい。ちなみにセクシー系のイケメンで、決め台詞ぜりふは「ネットリしてるのが好きなんて、いやらしい子猫ちゃんだな」だそうだ。もしかして、これはフラグなのか？　俺始まっ……てないな】




　夏休みが終わって、あっという間に文化祭が始まった。

　生徒会長補佐の俺は大忙しで、昼になってようやく日課をつぶやくことができた。

「お兄ちゃん、遊びに来たよぉ！　ホントに生徒会長補佐なんだね」

　振り返るとそこにＢカップ美少女ＪＣがいた。愛あいとはすっかり仲直りし、「お兄ちゃんと同じ高校に行くために受験頑張る」と張り切っている。ただ一つだけ問題が──

「で、お兄ちゃんをフったあの女はどこ？　嫌がらせの一つでもしようと思うんだけど」

「馬鹿言うな。別に春はる霞がすみにはフラれてないってば」

「うー可哀かわいそうなお兄ちゃん、すっかり妄想の虜とりこになって……あの女許すまじ」

　完全に春霞を敵認定してしまった。むう、困った。




「卯う曽そ月づき君、ちゃんと巡回してる？」愛と別れた後、氷ひ鳥とり沢ざわ会長に声を掛けられた。

　混雑した校内でも会長が歩くとそこだけ人の波が割れるから、美少女ってすごい。

「休憩時間なんかないから、お昼は本部で食べてちょうだい。昨日言った通り私が用意しておきましたから。一応手作りだけど、特別な意味はありませんからね」

「いやいや、そんな勘違いしませんて。それより、ちゃんと寝てます？　忙しいからって無理しちゃダメですよ。美人が台無しになっちゃいます」

　多忙を極める会長の眼めの下にはクマができている。近寄ったら思い切り突き飛ばされた。

「あ、あなたって人は……こうなった責任はちゃんと取ってもらいますからね」




　ちなみに大おお空ぞらは陸上部の出し物でメイド喫茶をやっているらしい。足の具合は良好で、新人戦では優勝していたけれど、個人的には連絡を取っていない。

　澄んだ青空を眺めながらフウとため息をついてると、何者かに袖を引っ張られた。

「卯曽月くん、ちょっと来てください」

　声の主は、もちろん間違えようがない。春はる霞がすみ陽はる……なんだけど、

「春霞、おまえなんちゅう格好してるんだ？」

　身に着けているのは、アラビアンナイトに出てくるような民族衣装。上半身は胸以外ほぼ丸出しで、下半身を覆うピンク色のズボンはスケスケだった。

　つまりデビの格好とほぼ同じ。けど、人間サイズだとこうもエロくなるのか？

　そういや春霞は映画が評判で、文化祭中は変装しなきゃ校内を歩けないほどの人気らしい。けど、これは変装じゃなくコスプレ。いや、コスプレというより露出プレイだ。

「文化祭ってレベルじゃねえぞ、サキュバスかよ！　エロ過ぎだろ！」

　チラリ横目で見ると、ブラからこぼれんばかりの北半球に大きな汗の粒が浮かんでいた。

「……別に、わたしエロくないもん」不満げに尖とがらせた唇が艶なまめかしく光る。

「そんなことより、せっかくの文化祭なのになんでまもちゃんを誘わないんですか？」

　相変わらずＵＰキャンペーンのペナルティは続いていた。春霞は、俺が大おお空ぞらを好きだと信じて、嘘うそと引き換えに俺の恋を応援をすると決め込んでいる。

「だから、俺が好きなのは春霞だって言ってるだろ」

「ハイ、今日の分の嘘いただきました。卯う曽そ月づきくんてば、応援欲しがるなぁ」

　春霞は俺の腕を取って歩き出した。行き先はいつもの塔屋、じゃなくその先の屋上だ。そういや、文化祭の間は垂れ幕の都合で屋上は開放されているんだった。

　そこに、なんとメイド姿の大空がいた。応援ってのはこのことらしい。

「よ、よぉ大空、久しぶり。あと、遅ればせながら優勝おめでとう」

「うん、ありがとう」

「ちょっと卯曽月くん、せっかくのメイドコスを褒めないでどうするんですか」

　春霞がじれったそうに俺を大空の隣に押し込む。あっというまに美少女妖精と美少女メイドに挟まれた超絶一等地にご案内だ。すると大空が耳打ちしてきた。

「仲良くやってるみたいだけど、ハルとはちゃんと復縁したんだよね」

「いやまあ、したというか、してないというか」

「さっさとしなよ。ちょっと強引に行ってもハルは抵抗しないってば」

　今度は春霞に耳を引っ張られる。

「ここまでお膳立てしたんだから、文化祭の間に絶対アレしてくださいね」

「アレって……ああ、手をつなぐか」

　知らない人が見たら、美少女二人が俺を奪い合っているハーレムに見えるかもしれない。でも実際は、美少女二人が俺を押し付け合っているだけなんだよなぁ。

（何が俺にピッタリのペナルティだよ。デビのヤツ、今度会ったらただじゃ置かないぞ！）

　途方に暮れた俺は、文句をつける相手を求めて空中を見上げる。けれど嘘つき悪魔の姿は秋空に影も形も見えなかった。


（了）







あとがき




　鶏けい卵らんうどんのデビュー作をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　はじめまして、妹の鶏卵うどん子こです。

　本来あとがきは作者であるお兄ちゃんが書くべきなのでしょうが、お兄ちゃんは今ちょっと忙しいみたいで、妹のあたしが筆を取らせていただきます。（実際は、筆ではなくキーボードですけど）とはいえ、あたしもこの作品と全く無関係というわけではありません。もともと鶏卵は家内制手工業、兄のうどんがストーリーと執筆を担当し、妹の私が最近の高校生事情を指導、父が資料集めをし、お母さんが冷ややかな目でそれを見ながらご飯を作る、というスタイルで小説を制作しています。

　受賞時の「鶏卵」というペンネームから「鶏卵うどん」に変更するときも（だって鶏卵ってエゴサするとスーパーの安売り情報しか出てこないじゃないですか）、家族会議が行われました。お兄ちゃんは「鶏卵そぼろ」（たぶん自分の好物です）という信じられないくらい地味な名前を提案し、父は「鶏卵グレネードって、インパクトあるよね」と相変わらず的外れなことしか言いません。

　そんな中、あたしは胸の鼓動が鳴るときの擬音を名前にした「鶏卵とぅんく」という超絶可愛かわいい名前を主張しました。いいでしょ、「鶏卵とぅんく」。

　にもかかわらず協調性のない男性陣のせいで会議は四時間にも及び、結局その時食べていた夜食から「もう、うどんで良くね？」となし崩しに「鶏卵うどん」に決まったのですが、あたし的には「食べ物＋食べ物」ってどうなの？とちょっと不満です。あたしの心の中で、鶏卵うどんは鶏卵とぅんくです。みなさんもそのつもりでお願いします。

　それはさておき、お兄ちゃんの処女作はいかがだったでしょうか？

　お兄ちゃんは常々、「小説には、一つだけ嘘うそを込めなければいけない。まったく嘘がなければ物語にならないし、嘘が二個以上あるとリアリティがなくなる」と言っておりました。なのに出来上がってみたら、一個どころか嘘ばっかりのこの有り様。お兄ちゃんは主人公の誠斗まこと君より嘘つきです。今もどこかで嘘をついているかもしれません。

　けど、そんなお兄ちゃんの嘘が一つでも皆さんの心に届いたら妹的には嬉うれしいです。

　最後になりましたが、この作品の出版に関わってくださったすべての皆様に御礼を申し上げます。特にポンコツなお兄ちゃんを厳しくご指導いただいた担当編集のＩ様、これからもビシビシお願いします。そして素敵なイラストをつけていただいた八や尋ひろぽち先生。あまりに可愛い春はる霞がすみちゃんに、薄い本への期待度マックスだと父が言っていました。意味は分かりません。本当にありがとうございました。

　それでは、二巻があればあとがきでまたお会いしましょう。　　鶏卵うどん子
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